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2003(平成15)年度には、鹿田地区において医学部附属病院病棟新営工事にともなう発掘調

査等を実施するとともに、室内整理作業を進めて創立五十周年記念館およびサテライ ト・ベン

チャービジネス・ラボラトリーの新営にともなっておこなった発掘調査の成果を報告書 として

刊行することができました。

今回の鹿田地区附属病院病棟新営にかかわる発掘調査は1998(平成10)年・1999(平成11)

年の第 9次 。第11次調査に続 くもので、西側から3回 に分けて実施 した発掘により本学構内の

追跡発掘 としてはかなり大きい5400平方メー トルの調査を終えることとなりました。病棟建設

地全域においては、まず弥生時代後期から古墳時代にかけての水田遣構が造成され、その上層

では本遺跡の主体をなす中世 。近世の遺構群がひろがっていました。調査区南端の大規模な東

西溝を中心として、これに交差する南北溝やため池状遺構、あるいは調査区北寄 りに集中する

建物柱穴群や井戸・土坑等が見られました。広い面積の調査で鹿田地区南西部の遺跡内容が明

らかとなったので、今後は、病棟建設地のす ぐ南狽1で実施 したエネルギーセンター建設地の発

掘結果もあわせ、できるだけ早い機会に調査成果を報告書としてまとめたいと思つています。

なお、今回の病棟建設地の発掘調査期間中には、前 2回 の調査地に建設された建物の 1階 ロ

ビーにおいて鹿田遺跡発掘20周 年特別展示会を7日 間にわたつて開催 しました。患者さんや病

院職員 。一般市民の方々多数が、通 りすが りに、あるいはじっくりとパネル写真や出土遣物を

観察 して下さり、毎年津島地区でおこなっているキャンパス発掘成果展 とはい くらか異なった

雰囲気がありました。とりわけ入院患者の皆さんの熱心さは、説明にあたった職貝一同への励

ましともなりました。

こうした発掘調査の実施や展示会・成果展等の開催等にあたっては、本学内外の多 くの方々

からご協力をいただきました。関係部局・各位に厚 くお礼申しあげます。

最後になりましたが、本学が2004(平 成16)年 4月 1日 から国立大学法人岡山大学へ移行 し

たのにともない、本センターも法人理事がセンター長を兼務 し、副センター長職を設けて新た

な体制で運営にあたることとなりました。構内遺跡の保護・調査・研究、調査成果の公開・普

及等の事業のいっそうの発展に努めたいと思いますので、今後 ともご支援をお願いする次第で

す。

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

センター長  (理事 。事務局長)

副センター長 (文化科学研究科教授 )
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τ」  臼
1 本紀要は、岡山大学埋蔵文化財調査研究センターが岡山大学構内において2003年 4月 1日 から2004年 3月 31日 ま

でに実施した埋蔵文化財の調査研究成果及びセンターの活動についてまとめたものである。

2 本紀要において報告している津島岡大遺跡は岡山市津島中三丁目1-1、 鹿田遣跡は岡山市鹿田町二丁目5-1
にそれぞれ所在する。

3.資料分析にあたっては、岡山大学理学部地球科学科松田敏彦助教授ならびに岡山理科大学自然科学研究所の白石

純氏にご協力 ご助言を頂いた。記して感謝申し上げる。

4.本文は、岩崎志保・野崎貴博 光本順・山本悦世が分担執筆し、執筆者名は目次および文末に記した。

5,編集は阿部健センター長・稲田孝司副センター長の指導の元に山本が担当した。

凡  例

1 大学構内の埋蔵文化財の調査にあたっては、平成14年 度 (2002年)4月 1日 より施行された「測量法及び水路業

務法の一部を改正する法律」に基づき、世界測地系を採用し、構内座標を次のように定めている

1)津島地区では、国土座標第V座標系 (X=-144,156.4617m、 Y=-37,246.7496m)を 起点とし、真北を基

軸とした構内座標を設定する。一辺50mの 方形区画である。また、同地区では調査の便宜上、大きく津島北

地区と、同南地区に三分する (付 図 1)。

2)鹿 田地区では、国土座標第V座標系 (X=-149,456.3718m、 Y=-37,6467700m)を 起点とし、座標軸を

N-15° 一Eに振ったものを基軸とした構内座標を設定する。地区割りは一辺 5mの 方形を基準としている。

3)本文中で用いる方位は、津島地区・鹿田地区は国土座標系の座標北を、他は磁北を用いている。

2 岡山大学構内の遺跡名は、周知の遣跡の場合はそのまま踏襲する。三朝地区の発掘調査地点は小学名をとり「福

呂遺跡」と呼称する。他地区は任意の名称で仮称する。

3 調査名称は「発掘調査」に分類したものについては、各遺跡ごとに調査順に従つて次数番号で呼称し、「試掘

確認調査J「立会調査Jに分類したものについては、任意の名称を用いる。発掘調査のうち、小規模で確認調査か

ら連続して調査したものは「試掘 確認調査」に分類する。

4.「発掘調査」についての記述は、いずれも現段階での概要報告であり、詳細な正式報告ではない。

5.表 に記載した所属部は、原則として各学部の頭文字を略号として用いている。

6.付表 2に記載した調査一覧については、掘削深度が中世層以下に達した調査を対象とし、その他については除外

した。未掲載分も含め、全てのデータは、当センターにおいて管理している。

7.本文などで使用の調査番号は表と一致する。

8 本紀要に掲載の地形図 (付 図 1)は 、平成10年 岡山市発行の岡山市域図7-9・ 10・ 13 14を 複写したものであ

る。
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第 1節 立会調査の概要

第 1章 津島岡大遺跡の調査研究

第 1節 立会調査の概要

調査の実施状況

2003年度に津島岡大遺跡において実施された立会調査は、事業数で24件 を数える (表 1。 図16)。 全体として

掘削深度が深 く、規模の大きな工事が多くなされた結果、立会調査によって遺構の確認や旧地形の復元のための

データ等、有益な知見を得ることができた。

長期的に実施された主な工事事業としては、旧事務局庁舎の移築に伴う工事や自然科学系総合研究棟新営関連

の工事、農学部総合研究棟改修工事、公共下水桝接続工事があり、立会調査を随時行つた。なかでも、公共下水

IAI接続工事と自然科学系総合研究棟新営にかかわる工事では、たびたび縄文時代の土層まで掘削がおよび、比較

的多くの遺構を確認した。

以下では、はじめに、特に重要な知見が得られた公共下水桝接続工事 (表 1 調査番号21)と 自然科学系総合

研究棟新営 (同 8)に伴う立会調査について、調査成果の概要を述べる。次に、その他の立会調査地点につい

て、中世段階以下の土層を確認した地点に関して概要を示す。                (光 本 順)

公共下水桝接続工事に伴う立会調査

津島地区においては、 9ヶ 所で公共下水桝接続工事が行われた。近世層までの掘削がなされた No.9区 間 (職

員宿舎)を 除く8ケ 所では、いずれも中世段階以下の土層を確認 してお り、No.1・ 2・ 4・ 6・ 8区 間では縄

文時代の土層まで掘削がなされた。ここでは、特に遺構が確認された No.2・ 4・ 6区 間について取 り上げ、他

の区間については第 1節 4.「その他の立会調査」の項において土層の堆積状況を示すこととする。

(1)No.2区 間 (津島南BE～ B G10区 )

a.調査の概要

本調査は、津島南地区の東半部、大学構内敷地南端に設置された下水桝と体育館脇の合併処理槽とを接続する

汚水管敷設工事に伴って実施した立会調査である (図 1)。 本調査区周辺では、東に約50mの位置に1986年度に

実施した第4次調査地点があるは)。 調査は2004年 2月 2日 から24日 までの期間で、工事の進行にあわせて随時実

施した。

① 層序と地形 (図 2・ 3)

本調査区は南北約85m(管路長約95m)で あるが、全体にほぼ同一の堆積状況を示しており、著しく異なる土

層の堆積はみられなかった。各層の時期は、少量の出土遺物とこれまでの津島岡大遺跡の調査成果に依ってい

る。

1層 は1907年 (明治40年 )の陸軍屯営地造成以降の造成土である。 2層 は明灰色砂質土で、明治時代の耕作土

である。 3層 は明橙灰色砂質土、 4a層 は明灰責色砂質土、4b層 は明黄灰色砂質土、 5層 は灰黄褐色砂質土

で、近世の耕作土である。 6層 は明灰褐色砂質土、 7層 は灰褐色砂質土で、古代から中世の耕作土、 8層 は灰褐

色弱粘質土で、弥生時代から古代までの耕作土であると考えられる。 9層 は暗赤褐色砂質土、10層 は暗褐色～黒
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第 1章 津島岡大遣跡の調査研究

図 1 調査区と土層柱状図位置
(縮尺 1/1200)

色砂質土、11層 は暗灰色～灰褐色砂質土で、津島地区一帯に広が

りをもつ「黒色土」と呼称 している暗褐色土である。上面が弥生

時代前期にあたる。12層 は明黄褐色砂質土で、縄文時代後期の基

盤層である。本調査地点は南北約85mの 間に谷部や河道 といっ

た低地は確認されなかった。縄文時代後期の基盤層でみた地形の

起伏は南北で約0.2m、 最も起伏の大きい部分の比高も0.3m程度

であ り、幅の広い安定 した微高地が形成されていたと想定でき

る。縄文時代後期の基盤層が最も低 くなるA地区周辺は弥生時代

前期の溝が多数掘削される範囲であり、弥生時代には最も低い部

分に多数の溝を掘削 していたことがうかがえる。ただし、本調査

区の東約50mの地点に位置する第 4次調査地点では、北東から

南西方向に走行する中世段階の河道を確認 してお り、本調査区南

図 2 土層柱状図 (縮尺 1/50)

(溝 1〉

① 明黄灰色砂質土

② 黄灰褐色砂質土

i  Q灰 褐色砂質土 :下層は粗砂

④ 黒褐色砂質土

1釣
⑤
真輩詈望暫託tク含む。

チ⑩ ⑥褐色砂質土
⑦灰褐色粗砂層
③黒色砂質土 !土器片含視
③黄橙色砂質土

Ｎ
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
般
教
育
棟

1 造成上
2 明灰色砂質土
3 明橙灰色砂質土
4 明灰黄色砂質土
5 灰黄褐色砂質土
6 明灰褐色砂質土
7 灰掲色砂質土
8 灰褐色弱粘質上
9 暗赤褐色砂質土
10暗褐色～黒色砂質土
H 晴灰色～灰褐色砂質土
12明黄褐色砂質土

図 3 A地区土層断面
位置 (縮尺1/40①

1

2 4a5 6 7

４ｂ
劣

！暮‐‐１２ａ４ａ４ｂ５

里__ズど?烈 __十 ~~~~p_____一 ―

4a 4b 5  6  7 8

造成±  11  6 灰褐色砂質±  12暗 貢褐色砂質土

明灰色砂質±  7 明灰色砂質土  :黒色土ブロック含む。
明黄灰色砂質± 8 灰褐色弱粘質土             溝群⑩黄灰色砂質土
明灰褐色砂質± 10黒色土                   ①黄灰色砂
明黄灰色砂質土 :灰色粘質土プロック含む *基本土層は図2の   ②灰色～暗灰褐色砂質土
灰黄褐色砂質土 H 黒灰褐色砂質上     4断面に対応する。  ⑬暗灰褐色粘質土

図 4 A地区土層断面 (縮尺 1/60)

(思 憂優呂修憂圭  ~~~
(3隔

霙侯毯縁き上 ① 黄灰褐色粘土
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第1節 立会調査の概要

端 よりさらに南にこの河道が通 ることが想定 される。

② 遺構

造構が密に確認されたのは、A・ B地区である。A地区では弥生時代前期の溝群、B地区では縄文時代後期の

上坑・弥生時代前期の溝を検出している。

A地区 (図 3・ 4):約 10mの範囲に北東～南西方向の溝が多数切 りあいながら掘削されている。溝 1か らは

弥生前期の重底部片が出土 してお り、溝 1は弥生時代前期に属すると考えられる。

また、そのほかの溝もいずれも溝 1の掘削開始面である10層 上面から掘削されてお

り、同様に弥生時代前期の溝であると考えてよい。本調査地点から東へ約50mの

第 4次調査地点でも北東から南西方向に走行する弥生時代前期の溝が確認されてお

り、この一帝では弥生時代前期に多数の溝が掘削されていたことがわかった。

B地区 (図 5・ 6)ic― c'以南の桝部分は縄文時代後期の基盤層である12層 ま

で、それ以北の管路部分は10層 (黒色土)上面まで慎重に掘削した。この時点で断

面を精査 したところ、12層 から切 り込む落ち込みのラインを認めた。そこで精査を

続けたところ、大規模な土坑であることが推測された。しかし、管の埋設では、こ

れ以上の掘削を必要としないため、数本の トレンチを入れて、断面で土坑の形状や

規模、構造を確認することとし、大部分を残す方針で調査を進めた。

N

0                  1m

図 5 B地区遺構断面位置
(縮尺 1/300)

1撃

土坑1(c断面)   土坑2(c断 面)

① PR4褐 色土～砂質土 ④ 明貰灰色砂質土

② 暗灰貨褐色砂質■ ⑤ 褐色砂質■

③ 明黄灰色砂質上  ⑥ 黄搭色砂質上

⑦ 黄灰色砂質上

③ 黒灰色砂質上
■坑3(c断 面〉

③ 暗黄褐色v1/質 土  ⑬ 黒灰褐色砂質土

⑩ 黒褐色砂質土  〇 晴安褐色砂質i
O淡褐色砂質土   ⑬ 褐色砂質と
② 黒褐色秒質土   ⑩ 黒灰色粘質土

③ 褐色砂質土   ⑩ 晴青灰色幣質土 着 (a,b断面〉
⑭ 惜褐色砂質上  ⑪ 褐色砂質主  ① 暗褐色■―V」質i
⑮ 明褐色砂質上   ② 着灰色粘質土  ② 暗灰貨鶴色砂質土

主坑2 3(a断 面) と坑3(a断 面)

④ 淡黒色砂質土  ③ 暗黒色上   ⑩ 晴黄灰色砂資上
⑤ 明淡黒色砂質土 ⑩ 淡黒色土    ① 淡黒色砂資土
⑥ 淡黒褐色砂質L ① 暗灰貨色砂    ② 暗灰黄色砂
⑦ 明淡黒色砂質土 ⑫ 淡黒色fr」/   ⑮ 晴灰黄色砂質土
◎ 淡黒色砂質i  ① 暗黒色粘質i   ⑭ 淡黒色IIPtt■

⑭ 晴灰黄色砂質t O暗 灰費色砂質土  ⑮ 淡灰黒色砂
⑮ 喘贅灰色砂質上 ① 暗貨灰掲色砂質上 ⑭ 淡黒色土
⑩ 晴灰黄褐色砂質土 ⑥ 皓灰黄褐色砂質■ 0暗果色frJ質 土

1挙氣
上坑?(a断面)

③ 淡黒灰色砂質土

土坑?(b断面)

③ 晴灰色～

灰文色砂質i

土坑3(b断 面)

④ 明灰黄色砂質土

４

７

一
８

９

り 淡灰丈色砂

⑬ 淡灰責色砂
(③ 淡美灰色砂

③ 淡貨灰色砂質土

⑫ 淡黒灰色砂

① 暗黒色土

⑭ 淡黄灰色砂

⑬ 淡貰灰色砂

⑮ 暗黒灰色砂

⑦ 晴灰白色砂質■

⑮ 淡灰黒色砂質上

⑩ 談灰黒色砂質土

⑩ 淡灰黒色砂

④ 淡賞褐色砂質土

⑫ 淡貰色砂質主

20m

(a断面〉

b′

25m

(b断面〉

③衣

図 6 B地区遺構平・断面 (縮尺 1/50)

*基本上層 1～ 12層は図 2に対応する。 ~

破線 :土坑推定線

一点鎖線 :濤推定線
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第1章 津島岡大遣跡の調査研究

土坑の平面形は、今回の調査区では幅が狭 く、全体を明らかにすることはできなかったが、検出できた部分と

断面を合わせて考えると、土坑 3に 関しては長軸長約3.8mの 長楕円形を呈すると推測 される。また、断面形

は、 a断面をみると、北恨1は 垂直に立ち上がること、南側の立ち上が りは緩いことが指摘できる。埋土は北、東

恨1では黄褐色砂質土と黒色土が互層状に堆積するが、南、西狽1では黄褐色砂質土が主体的である。本土坑から遺

物の出土はなかったが、土坑の掘削開始面が縄文時代後期の基盤層である12層 にあり、縄文時代後期の所産とみ

られる。

また、上下 2層 に細分される黒色土のうち、下位の11層上面からも掘削がなされている土坑 2や 、 c断面では

10層 から掘削が開始される可能性 もある土坑 1も あり、縄文時代後期以降、長期にわたって掘削が継続されてき

たことが考えられよう。土坑 3については a断面でも数回の掘削が認められ、このことも長期の掘削を推測する

ことと矛盾 しない。

本土坑の埋没後、東西方向に走行する幅約1.lmの 溝が10層上面から掘削されている。遺物は出土 していない

が、掘削面と黒色土が埋土の主体をなすことから、弥生時代前期の溝と考えられる。この溝についても、これ以

上の掘削は行わずに保存措置をとっている。

b.ま とめ

本調査区は全体的に起伏が少なく、安定 した微高地を呈 していることが判明した。また、調査区全体で確認で

きた黒色土より上位の部分では、A・ B地区の遺構密度はやや密な状態であることが確認されたが、それ以外は

総 じて希薄であつた。ただし、縄文時代後期の基盤層である12層 まで掘削が達 したのは桝部分と南狽1の 管路の一

部であり、縄文時代後期の遺構密度については確認できていない部分が多い。

縄文時代後期の土坑は、長期にわたって掘削が継続されたものであると考えられるが、その機能や性格につい

ては不明な点が多く、今後の検討が必要である。                      (野 崎貴博 )

註 (1)栄一郎1987「屋内運動場新営に伴う発掘調査」F岡 山大学構内遺跡調査研究年報4』 岡山大学埋蔵文化財調査室 pp.12-15

(2)No.4区 間 (津島北A Z16区 )

調査地点は津島北地区の西南端に位置する (図 7)。 桝部分において、1.3m四方の範囲で、地面から約 2m、

標高2,05mの 深さまで重機による掘削がなされ、12層上面から掘り込まれた東西方向に伸びる溝を検出した。

① 層序 (図 8)

確認した各層の帰属時期は、津島地区の土層の堆

積状況に照らし合わせると以下のようになる。 1層

は、明治時代の造成土、 2層 は暗青灰色砂質土で明

治時代の耕作土である。 3・ 4層 は黄褐色砂質土、

5・ 6層 は淡黄褐色砂質土で、近世層と考えられ

る。 7・ 8は灰黄白色粘質土、9は暗黄灰色粘質土

で中世層と考えられる。10層 は暗灰色粘質土で、古

代～古墳時代頃の土層、11層 は暗責褐色粘質土、12

層は暗黄灰色粘質土で、弥生時代中期～後期の土層

と考えられる。13層 は黒褐色砂質土で、津島地区の

鍵層である「黒色土J(弥生時代早期～前期)に相

当する。14層 は黄褐色砂質土で、縄文時代後期の基 図 7 No.4区 間調査位置 。土層断面位置 (縮尺 1/800)

|

文法経・工学部
合併処理槽
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盤層である。

② 遺構 (図 8)

12層上面で検出した溝は、上面で標高2.25m、 底面で標高1.725mに 位置

し、東西方向にのびる。幅は上端が現状で1.2m、 底面が0.25mを 測る。溝

の断面形は、中央部分がU字形にくぼんで深くなり、それより上は両側に緩

やかに開く形となる。溝の埋土は、3つ に分層される。そのうち、上 2層の

埋土は色調や含有するブロックの内容において比較的類似している。断面の

形状と併せて考えると、埋土第 1・ 2層 と第 3層 とでは、掘削あるいは堆積

の時期や要因が異なることが考えられる。溝から遺物は出土していないが、

層位関係から弥生時代中期～後期頃の遺構であると考えられる。 (光本)

13)No.6区 間 (津島南B G22区 )

本調査地点は、津島南地区の西端付近に位置する (図 9)。

① 層序 (図 10)

桝部分で標高1.95m、 管路において標高2.4mま で重機による掘削がなさ

れた。深度の深かったItI部分では「黒色土Jが認められず、縄文時代の基盤

層に相当する黄褐色砂質土 (6層 )を 標高2.15m付 近で確認 した。

したがって、旧地形としては微高地をなしていたものと考えられる。

2層 は、津島地区における近代層に相当 し、 3つ の層に細分 され

る。桝部分の西壁においては図示 した東壁よりも2層 力認Ocmほ ど高

く堆積 してお り、東壁と西壁の間で段が形成されていたことが推定さ

れる。 3・ 4層 は近世～中世の土層と考えられる。 5層 は須恵器小片

や鉄津が出上 し、古代から古墳時代後期に相当する層と考えられる。

② 遣構 (図 10)

桝周辺において遺構を確認することができた。近代の畦畔状遺構、

弥生時代終末から古墳時代初頭のビット等を検出した。

畦畔状遺構は、2a層の堆積後に形成される。東西にのびると考え

られ、現状で南北幅3.5mを 測る。畦畔状遺構の北端は段状に掘削さ

れている。一方、南端は、桝より南側の管路部分で矢板を使用した掘

(a断面〉

第 1節 立会調査の概要

a     a′

40m

―

1 造成上    12暗 黄灰色粘質土
2 暗青灰色砂質± 13黒褐色砂質土
3・ 4黄褐色砂質±  14黄 褐色砂質土
5・ 6淡黄褐色砂質土
78灰黄白色粘質土  (溝〉
9 暗黄灰色粘質土 ①暗黄褐色砂質土
10暗灰色粘質土  ②淡黄褐色砂質上
H 暗黄褐色粘質土 ③暗灰色砂質土

図 8 No.4区 間 桝東壁
土層断面 (縮尺 1/50)

図 9 No.6区間 調査区・土層断面位置
(縮尺 1/800)

―

|

|

|

(w) (b断 面〉  (E)
|      |

0          1m
_  5

1 造成上
2a灰色砂質土
2b灰色砂質土
2c灰色砂質上
3 灰褐色粘質土
4 淡灰色粘質上
5 灰色粘質土
6 黄褐色砂質土

(遺構〉
① 淡青灰色粘質土
② 暗灰色粘質上
③ 暗灰色粘質土
④ 暗灰色粘質土

図10 No.6区間 土層断面 (縮尺 1/50)

農学部 4号館
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第1章 津島岡大遺跡の調査研究

削がなされたため明確でない。明治期の地図によると、「 L」 宇状 に東 と北へのびる道が本調査地点 に相当する

場所に存在 しているため、畦畔状遺構はこうした道 と何 らかのかかわ りがあるもの と推沢1さ れる。

桝部分の東壁断面では、須恵器を含む遺構 (土層番号①)を 確認した。この遺構は、それと対応すると思われ

る遺構が反対の西壁に認められるため、溝である可能性が高い。遺構から出土した須恵器が小片であるため、詳

細な時期は不明であるが、古墳時代後期～古代とみてよいであろう。

桝部分の東壁端から南壁にかけては、6層 上面に遺構埋土と考えられる土器小片の混じる土層がみられる。こ

の土層を切る形で、南壁に2基のピットが隣接 して確認された。その内、北側のピットからは、弥生時代終末か

ら古墳時代初頭ごろの高杯と甕片が出土した。

このように、津島岡大遺跡の西南端において旧地形の状況と弥生時代終末

～古墳時代初頭をはじめとする遺構・遺物の存在が明らかとなった。 (光本)

総合研究棟新営雨水排水敷設工事に伴う立会調査

(津島北AX～ B A06区 )

/「n
涸

|

Ｎ
Ｉ

:1三二AZ

|

|

↓
教
育
学
部

a.調査区の位置 と調査の経過

本調査地点は2002年度に発掘調査を実施した津島岡大遺跡第28次調査地点

(自 然科学系総合研究棟)の 南から東門に至る南北約120mの 範囲である

(図 11)。 周辺には西に近接 して第 5次調査地点 (大学院自然科学研究科

棟)がある。立会調査は2003年 8月 4日 から9月 2日 までの期間で、工事の

進行にあわせて随時実施した。

b.調査の概要

① 層序 (図 12)

調査地点の雨水排水設備は北から南に排水するものであり、掘削深度は南

から北に向かって減ずる。したがって調査地点の北半では、掘削は中世以前

に遡る土層 には至ってい (S) 1

ない。

各層の時期は、共伴遺

物が少 な く決めがたい

が、周辺の調査成果を参

考 に推 定 して お きた

しヽ(1)。

1層 は1907年 (明 治40

年)の 陸軍屯営地造成以

降の造成土である。 2層

は青灰～灰色砂質土で、

明治時代の耕作土であ

る。 3層 は黄褐～明黄橙

色砂質土で、近世の耕作

土である。 4層 は明灰～

地点 |

図11 調査区位置
(対言ナこ1/2000)

8 (N)

0          1m

―

1 造成上
2 青灰色～灰色砂質土
3 黄褐色～明橙褐色砂質土
4 明灰色～灰色粘土
5 灰色～青灰色粘質土

pm     :1 優異摺畳走灰色砂質土
7 灰色粘質土

8 灰茶褐色砂質土

9 暗褐色砂質上

10暗 褐色粘質上

H 暗灰色粘質上

12明 黄灰褐色砂質土

13淡 青灰色粘質土

図12 土層断面柱状図 (縮尺 1/50)

翻
訟

]ど 二f▲
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第1節 立会調査の概要

灰色粘土で、中世の耕作土である。 5層 は灰～青灰色粘質土で、古代から中世までの耕作土と考えられる。 6層

は灰色粘質土、 7層 は灰色粘質土で、古墳時代の包含層 と考えられる。 8層 は灰茶褐色砂質土で、弥生時代中期

～後期の包含層 と考えられる。 9,10層 は北に隣接する第28次調査地点で確認 しているが、本調査範囲では確認

できていない。第28次調査地点では、 9層 は暗褐色砂質土、10層 は暗褐色粘質土で弥生時代前期に比定されてい

る。11層 は津島地区一帯に広がりをもつ、「黒色土」と呼称している暗褐色土である。上面が弥生時代前期にあ

たる。12層 は明責灰褐色砂質土で、縄文時代後期の基盤層である。第28次調査地点では12・ 13層 に細分される。

② 地形

今回の調査地点と第28次調査地点の成果をあわせると、津島北地区の東半で南北約180mに わたってほぼ連続

した土層の堆積状況を確認できたことになる。そこでこれまでの周辺の調査成果もあわせて地形復元をしたい。

図12を みると、11、 12層 の標高が南北で大きく異なることに気づ く。南狽1の柱状図 7、 8では、縄文時代後期

の基盤層である12層上面の標高が約3.0～ 3.2m、 上面が弥生時代前期に比定される11層 では、上面の標高が約

3.3～ 3.4mであるのに対し、北側の第28次調査地点において微高地と認識されている柱状図2の地点では12層

上面の標高は約2.2m、 11層 上面の標高は約2.7mであり、0,7～ lmの比高がある。これらの間にあたる範囲

は、今回の調査範囲では掘削深度が小さく中世以前の状況については不明な点があるが、本調査地点の柱状図 3

～5間の西に近接する第 5次発掘調査地点の調査成果りを参考にすると、この範囲には縄文時代後期～弥生時代

前・中期までの東西方向の河道が通ると推測される。このことから、縄文時代後期～弥生時代前期までは河道を

挟んで南北に標高差のある微高地が形成されていたことがうかがえる。弥生時代以降、この旧地形は反映されな

がらも、全体的には平坦化が進んでいく。

③ 遺構

本調査地点ではA地点の範囲で弥生時代から古代・中世までの東西方向の多数の溝群、B地点範囲で近世～近

代の溝と畦畔を確認した。

A地点 (図 13):弥生時代から古代・中世の東西方向の溝群である。多数の溝が約10mの 範囲に切 りあいなが

ら掘削されている。本地点より西へ約150mの 地点に位置する第19次発掘調査地点においても同時期の東西方向

の溝が多数切 り合つて検出されており0、
本調査地点の溝群と連接するものと考えられる。

B地点 (図 14):近世～近代の東西方向の溝と畦畔を確認 した。幅は畦畔が約1.2m、 溝が約3mである。現

在、大学構内を東西に貫流する座主川は条里の区画を反映していると考えられるが、この溝と座主川との心々間

5~背=~二m
(溝 1〉 ①明灰黄色～灰色砂質土

② 明灰黄色砂～粗砂
〈溝2〉 ③灰色粘質土

!黒色土プロック含む。
(濤 3〉 ④灰黄色～灰色砂質上

⑤灰責色～灰色粗砂

図13 A地点 溝群土層断面 (縮尺 1/60)

〈近代溝〉

砂色褐
砂
灰

色
暗
砂

褐

”
色

茶
色
褐

灰
褐
茶

明
灰
灰

⑩
⑥
②

土
　
　
砂

質
砂
　
粗

粘
粗
砂

”

色

”
色
砂

自
砂
白
色

灰
色
灰
自

明
灰
明
灰

⑥
⑦
③
◎

溝
　
溝

*基本上層は図12の 6・ 7断面の
上層に対応する。

着沈
土

土
分
質
土

質
鉄
粘
粘

砂
に
色
色

色
面
灰
灰

橙
底
青
緑

灰
　
暗
淡

①
　
②
③

溝

(溝 6)

(溝 7)

(北側畦畔〉       (南 側畦畔〉
④緑色～明緑灰色砂質土  ⑦暗灰色砂質土  ⑩ 明緑灰色土
⑥明茶褐色砂質土    ③暗緑灰色砂質上 ①黄橙褐色土
⑥灰～暗灰色砂     ⑨暗緑灰色砂質土

図14 B地 点 遺構群土層断面 (縮尺 1/60)

*基本土層は図12の 3・ 4断面の
上層に対応する。

0        1m

―
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第1章 津島岡大遺跡の調査研究

の距離は約105mと なってお り、今回検出 した溝 と畦畔は近世段階の条里の区画 を反映 した遺構の一部である可

能性が高い。

c.ま とめ

本調査地点では、南北約120mに わたって土層 を観察で きたことにより、地形復元のためのデー タを得 ること

がで きた。 また、近世段階の条里の区画 を反映 している遺構 を確認で きたが、このようなデータは立会調査で も

得 られるため、今後 も丹念にデータを積み上げ、確度の高い条里地割 を復元 してい く必要がある。  (野 崎 )

註 (1)こ こでは第28次調査地点の成果を参考にした。

忽那敬三2004「津島岡大遺跡第28次調査J『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要2002』 岡山大学埋蔵文化財調査研究セ

ンター pp.4-6
(2)阿部芳郎編1994F津 島岡大遺跡 4』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第7冊 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

(3)野崎貴博編2003F津 島岡大遣跡12』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第17冊 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

4。 その他の立会調査

個別に取り上げなかった調査地点のうち、中世層以下の土層まで掘削が及んだ地点の土層堆積状況は図15と な

る。その中で、「黒色土」及び縄文時代の土層を確認した地点は、No.21-1、 21-8、 15、 6地点である。

総合研究棟新営に伴う排水工事 (No.15)で は、地面から約2.5mの 深さまで掘削がなされた。この地点で

4

0           1m

―※柱状図上の数字は
調査番号 (表 1)に対応する。

２ 。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

５

17:旧 事務局庁舎改修工事
1造成上
2青灰色砂質土   く明治〉
3黄灰褐色砂質上  〈近世〉
4灰黄褐色砂質土  く近世〉
56灰 褐色砂    (中 世〉
7～ H灰 褐色粘質土 く古代～〉
12暗褐色粘質土 く古墳後期〉
13暗責褐色粘質土  〈弥生〉
14a b 黒褐色粘質土

(弥生早～前期〉
14c淡黒褐色粘質土
15淡黄灰色砂質土
16■ 7暗青灰色砂質土

211:公共下水桝Nol

l造成上
2青灰色砂質土 (明 治〉
3黄褐色砂質上 (近世〉
4～7暗灰褐色砂質土

(中世～近世〉

8暗青灰色粘質上 〈古代?〉   215:公共下水桝Nα5
9黄褐色砂質土  〈弥生〉  1造 成上
10a黒褐色粘質土
10b晴黒褐色粘質土
H晴 青灰色砂

15:総合研究棟新営
217:公 共下水桝No7         その他工事
1造成上          1造 成上
2明灰色砂質土  〈明治〉 2灰色砂質土  (明治〉
3灰黄褐色砂質土  〈近世〉 3灰黄褐色砂質土 (近世〉
4明灰褐色砂質上  (近世〉 4灰黄褐色砂質土 (近世〉
5明灰貴褐色砂質土 〈近世〉 5明灰褐色砂質土 (近世)

6明灰色弱粘質上  (中 世〉 6灰褐色弱粘質上 (中 世)

7灰茶褐色砂質上 (中 世 ?〉 7灰色粘土   (中 世〉
8暗灰色粘土  (古代 ?〉

:|:!怠ξgξヒ彗;|どこ:|::1写38緋
91溌循糧黒聾坐

質土〈
甕帯色;4:総合研究棟

礫
1 造成上
2青灰色粘質土  〈明治〉
3黄灰色粘質土  (近世〉

218:公共下水桝No8

1造成上
2明灰色砂質土  〈明治〉
3灰貰褐色砂質上 〈近世〉
4淡灰黄色砂質土 〈近世〉
5明灰白色粘土  (中世〉
6灰 白色粘土  (中世 ?〉

7暗灰褐色粘上
〈古代～古墳〉

8a暗褐色砂質上
8b淡灰褐色砂質土
9淡灰白色砂質土
10明黄褐色砂質上
11灰茶褐色砂質上

11:創立50周 年記念館

新築に伴 う掘削
1造成上
2'3明 褐色砂質土 〈近世〉
4明褐色粗砂   (近世〉
5明褐色粘質上  (中世〉

20:旧事務局棟周辺工事
1造戌上

2灰黄色砂質上 く明治〉  4黄 灰褐色粘質土 〈近世〉 2灰 色砂質上  〈明治〉
3砂・砂利混青灰色粘±   5灰 色粘質土  (中世) 34黄 褐色砂質土 (近世〉

(溝埋土〉  6灰 色粘土  〈古代?)5黄 褐色粘質上  (中世〉

図15 津島地区における立会調査地点土層柱状図 (縮尺 1/50)

21-5 GL
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第1節 立会調査のIFI要

は、弥生時代中期～後期頃に相当する土層から掘 り込まれた溝 (北東～南西方向)の一部が検出された。

公共下水桝接続工事 No.5区 間 (No.21-5)で は、近代層である2層 の下に、砂・砂利混 じりの粘質上であ

る 3層が、現状で80cmに わたって掘 り底まで堆積 していた。この土層は、東西方向にのびる近世段階の溝の埋

土であると考えられる。本調査地点は現在の座主川の北に隣接 しているが、座主川と同様の位置関係であつた津

島岡大遺跡第25次調査では、中世から近世に至る東西方向の溝が確認されている咀)。

したがってこの溝は、近世

段階の座主川の埋土である可能性が高いものと考えられる。 (光本 )

註 (1)野崎貴博2001「津島岡大遺跡第23・ 24 25次 調査」『岡山大学構内遣跡調査研究年報18』 pp.8-18 岡山大学埋蔵文化財調

査研究センター

表 1 2003年度津島地区調査一覧

番号 TH類 調査地区 構内座標 所 属 調 査 名 称 調査期間
掘削深度
(GL―m) 考

1 立 会 r■ 島北 BB13～ 15 事
ヨl立 F.十 周年記念館新築に伴 う掘削 (雨 水
排水桝 管埋設工事 )

4 7  10  17

59 13 中世層 まで掃肖1

2 立 会 津鳥北 AYO」 事 学務部テニスコー ト側澁設置工事 4 1 造成上内

3 立会 津島北 AZ04 教 育
教育学部講義棟身時者便所取設工事 (排水
管埋設 )

423 11 近世層 まで

4 立会 津島北 AX06 工
総合研究棟新言機械設備 モ事 (ガス配管埋

設工事 )

52  9  16 14 古代層 ?ま で掘削

5 立 会 津島南 BC02 事 サ ッカー坊練習板設置に伴 う掘削 513 造成土内

6 立 会 津島南 BC15 事 旧事務局庁舎改修電気設備工事
625～ 27

79 10 2 43
3と -19m黒 色土、CL-21mで 縄文基盤

苦確認

7 立 会 津島南 BB BC18 農
農学部総合研究棟改修電気設備工事 (仮 設

電力 電話引 き込み建柱工事 )

7 28 17
径05m、 GL-12m前 後 で 黒 色 上 層、
CL-15～ 16m前 後で縄文後期基盤層確

認

8 立 会 津島北
AX 06～ BA

06
エ 総合研究棟新営その他 工事 (雨 水排水 ) 84～ 92 17

標高33～34mで 黒色 土、弥生～古代 の

束西滞多数、近世 近代の束西滞 畦畔確

認
9 立会 津局市 BF14 発学部鉄骨柿強架構工事 8 20 03 造成上 内

立 会 津島北
AW01、
AX01ヽ 03

エ
総合研究棟新

4H‐
機械設備エヨ: 給水 (井 戸

水)配管埋設

821 22
28 29 12 近性唇確認

1ユ 立会 津島南 事
旧事務局庁舎改修その他工事 (EVピ ット
ほか)

造成上内

立 会 津 島前 由
辰

農学部総合研究棟改修機tlk設備工事 (既設
鮎水管撤去 新設配水管理設 )

9 22 造成土内

立会 津島南 BC BD15 農学部総合研究棟改修機械設備工事 (ガ ス

配管埋設)

9 24 造成上内

立 会 津島北
AW AX
06  07

工 総合斬究棟新営電気設備工事 (外灯 )

9 30

11 14  18 27
14 中性層 まで掘削

立 会 i辛島Jヒ
AW AX
06  07

工 総合研究棟新営その他工事 (排 水 ) 101～ 116 05～ 25 桝で縄文基盤層まで掘削 した箇所あ り、勤

生溝確認

立会 津島南 手
旧事務局庁舎改4多その他工事 (雨 水排水埋
設 )

107 8 14 明治層 まで掘削

立 会 津島南 BC BD15 事
旧事務局庁舎改修機械設備工事 (外部給
水 消火配管 )

1014 17 19
11 7

08ヽ 275 管路は造成 上内、桝で縄文基盤層確認

立 会 津島南 BE14 15 西
展

農学都総合研究棟改修機械設備工事 (ガス

配管埋設工事 )

10 29 1 17 造成上内

立 会 津島南
BC BD
15  16

事

旧事務局庁舎改修電気設備工事 (ハ ン ド
ホール埋設、ボ ックスカルバー ト、外灯設

置 )

1031 14
ボ ノクスカルバー ト、外灯地点は近世層 ま

で掘削

立会 津馬南 BD15 事 旧事務局棟周辺外灯設置工事 ll 1 45 中世目 まで掘削

21-1 立会 津島南 BG BH13

手

公共 F水桝接続工事 N。 1区 問 農学部合
併処理槽

12 22

～14227

18 縄文基盤層 まで掘削

21-2 立会 津島南 BE～ BG10 No 2区 岡 体育館束ヽ武道場西 195～ 225 桝で縄文基盤層、管路で弥生早 前期まて

掘削、弥生1甚 縄文北坑確認
21-3 立会 津島ij BG07 08 No 3区 間 学生 BOX西 14 中iし 層 まで掘削
21-4 立 会 津島北 AZ16 No 4区 間 文 法 経 2号館西 縄文基盤層 まで掘削、弥生溝確認
21-5 立会 津島北 BA10 No 5区 間 理学部 19 中世頃の座主川を確認

21-6 立会 津島南 BG22 No 6区 間 農学部 4号 館束 15～ 19 縄文基盤層 まで掘削、弥生～占墳初顕 ビッ

ト、近代 n■畔状遺構確認
21-7 立 会 津 島南 No 7区 問 津島宿 1白 所 115～ 13 中世層 までIll削

21-8 立会 津島南 B115 No 8区 間 南宿舎 20～ 245 縄文基盤層 まで掘削
21-9 立会 津島北 ATll No 9区 問 職員宿舎 12 近世層 まで掘削

立 会 津島北
AZ00
BA02 教育

教育学部美術工芸及養護教諭棟四阿設置工

事
04 1 13 造成土内

立会 津島南 BB10 保 保lrtl管 理センター増築その他工事 04 2 18 06 既説埋上

立 会 津島北 AU14 15 文法癬 文 法 維テニスコー トフェンス新設工母 04 2 27 造成上内

-9-





第 1章 津島岡大遺跡の調査研究

〈津 島北地

N

グラウンド

AU

BA

BC

BE

BG

■ 立会調査地点

← イよ図15の土層柱状図位置を示す。

※ 番号は表 1の調査番号に対応する。
0                                 2C
I     I     I

図 16

BK

2003年度の調査地点 【1】 ―津島地区 (縮尺1/4000)
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第 2節 津島岡大遺跡の研究

第 2節 津島岡大遺跡の研究

1.縄文時代後期の集落構造とその推移

山本 悦世

津島岡大遺跡は、東西1.4km、 南北0,8kmに 広がる岡山大学津島キャンパスの敦地のなかに、これまでに大

小あわせて29ケ 所におよぶ発掘調査が実施され、確認調査あるいは工事に際 した立会調査の成果も含めると、遺

跡全体の状況をある程度理解できる段階に至っている。また、同遺跡の南狽Jで は約1.5kmの 距離に位置する津

島遺跡や周辺遺跡、北側に隣接する朝寝鼻貝塚などの調査成果も報告されてお り、津島岡大遺跡の範囲内にとど

まらず、岡山平野西岸域の状況を広 く読み取ることができる。

ここでは、同遺跡の全体像を整理することによって、縄文時代後期における集落構造の一端を明らかにしたい。

(1)津島岡大遺跡における集落の実態

津島岡大遺跡の内容は、これまでに計14冊 の発掘調査報告書あるいは年報・紀要において報告されている°)。

報告にあたっては、縄文時代後期の集落構造と生業との関係を念頭においた論考
②のほか、居住域での石器出土

状況
⑤や炉の問題

m)か ら具体的な利用内容の解明が試みられてきた。

ここでは、遺構・遺物のあり方から各調査地点を類型化 し、地形 と空間利用の関係を模式的に捉えることで、

最も資料が豊富な後期前葉における集落構造の特徴を描 き出し、その後の推移も合わせて考えることとする。

a.縄 文時代後期 における地形復元

津島岡大遺跡は、岡山平野中央部を南流する旭川西岸に位置する。遺跡の北側には半田山丘陵が迫 り、南側に

張 り出す尾根から北側に大きく入り込む谷部の前面に、丘陵裾から平野部にかけての立地が認められる (図 17)

遺跡内には、東側に位置する旭川からの水流が半田山丘陵下端を巡って遺跡内に流れ込み、中心的な河道を形

成するほか、背後の谷部からの流路が遣跡の北側周辺における谷地形形成に影響 していることは、現状の地形や

水路からも容易に理解できる (図 17・ 18)。 特に注目されるのは、遺跡の中央部を走る河道Aである (図 18)。 同

河道は、第 3・ 15次調査、第 5次調査、第23次調査の 3地点における調査から、微高地との比高差や規模、ある

いは急峻な斜面形成や埋土から予想される水量の多さなどの点で、他の低地部とは明らかに異なる状況が共通 し

てお り、遺跡のほぼ中央を北東から南

西に向けて蛇行 しながら走る中心的な

河道と評価される。その他に、北東か

ら南西方向に並ぶ各地点 (第19次調

査、第10次調査、第14次調査、第26次

調査)に おいて、砂礫などの基盤層の

高まりが連続的に認められることか

ら、河道Aの南側に第26次調査地点に

続 く河道 Bの 存在が予想 される。一

方、遺跡の北側部分には、比高差が小

~         
― 予想される流路

図17 津島岡大遺跡の位置 と周辺環境

-13-
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シ

⑫_^9
.自
徹6∵

志
□・

(2～ 22m〉

奄碕 i

多%多 河道・谷部

|■|1微高地部
IⅢ■‖:微高地部の高まり

☆  中期遺物出土地点

●  試掘・確認調査地点

○ 番号 :発掘調査地点

図18 津島岡大遺跡における地形復元と調査地点

さく緩やかな起伏に富み、流路部があまり明確ではない谷地形状の河道C(図 18)が広が り、蛇行 しつつ第13

次 。12次調査区を経て遺跡の背後にあたる北西部に続 く可能性を有する。

縄文時代に対応する土層面の標高値を確認すると、遺跡北東端に位置する尾根付近が最 も高 く、標高 3m以

上を示す。同数値を示す地点は、河道Aあ るいは河道 Bの縁辺に限定される傾向が強い。各調査地点の位置関係

からまとまりを考えると、第 3・ 15。 17・ 22・ 6・ 9次調査地点、第 5。 19次調査地点、第10次調査地点の 3カ

所に高位部があげられる。それぞれの周縁には標高2.8～ 2.5m(第 7次調査 )、 さらにその外恨1に は同2m前後

の範囲が確認される。このレベルまで下がるのは遺跡の北西域あるいは南西域である。全体 としては北東から南

西への傾斜を示すが、細部にわたる地形形成に北東端の尾根の存在や河道A・ Bの影響が関わつていることが予

想される。

大小の河川が網の目状に走 り、その中に微高地が点在する状況というよりは、中心的な河道とその周辺に形成

された自然堤防状の高まりを核とした微高地の存在が特徴的である。また、微高地は、北狽1の 丘陵に近い部分で

は、その範囲は広 く安定的であり、南側に向けて、その広が りは狭小で点在的となる様子が見え隠れする。

こうした地形は、縄文時代中期後半には、ある程度出現 していたことが、僅少ではあるが各地点で出土する中

期土器の存在から予想される。その後、谷部は後期段階に埋没 し比高差を減少するが、弥生時代前期まで大きな

変化を認めることはできない。

b.集 落構造の復元

津島岡大遺跡における発掘調査地点の内容 (表 2)を もとに、各地点の類型化を行つて全体像を考えよう。

i)類型化の基準

類型化するにあたつては、遺構の分布 と遺物の出土状況に注目して基準を設定 した (表 3～ 5)。

Ｎ
Ｉ
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調査次

期 地 形 微 地 谷 部  河 道 郡
壇運
　
　
物

齢
ｍ

後  期 生
期

弥
早 微高地

微高見
―谷言「

◎河道部
○谷部

住居状
遺 構

土坑 ピット 溝 そ  の  他 炉 火処
中

ト

土
集
坑

ツ

焼
炭

土
ピ

貯蔵穴
土坑
ピット

土
坑

焼
土 その他

前業 中葉

3   15 2600 0 △ ① △ ◎ ] l ・557 サヌカイ ト集石 1 5 1・ 6 17 ⑥

① ◎ 0 10 ◎

17* ○ △ ○ 1
7(大 )

そ竹o∩ rl
数 条 7 0 ◎

22* 774 D O 1 104/x系

△ O ユ △

6 9 0 0 7 1 1 0 3 8 1 ◎

1798 C 3  140 △

① llg?

C C 4  26 1 1 V

C C 0 ・88 2 V

1472 Э ? O 4 V
C ◎ オ尤アJ △

△ ◎ 教 基 丞

3・ 13 3 2 △

26* 1550 7・ 0 1? 3 2

△ Э 9(大 )・ 0 4 V

8a 4 8 6・ 0 V

V
5 1537 ◎ 7 ◎

△ ◎ 3 V

―° 4  155 2? 2 2 2 △

7 800 0  642 2 V

Э

表 2 津島岡大遺跡調査概要一覧

第2節 津島岡大遺跡の研究

*:発掘調査報告書未 T」

道 物 の 集 中 的 な 出 十 域

微高地部
b 河道・谷部

(遺構〉

A類 :大形遺構を含み、遺構数も多 く複合的な構成を示

す。居住域の要素の強い類型である。

B類 :低湿地型の貯蔵穴が検出される場合であり、貯蔵

域 としての評価が可能である。

C類 :遺構の中で加熟関連遺構が特徴 となる類型であ

る。加熱活動域と評価される。

D類 :小形の土坑やピットが多少検出されるが、活動の

内容を積極的に示す遺構に乏 しい類型である。

E類 :明確な遺構は認められず、空間利用が極めて低調

な状態を示す。

F類 :他の地点には例がなく、利用状況を特徴付ける特

殊な遺構が認められる場合を示す。

DoE類 は利用頻度が低い地域を示 し、両者の差は大

きくはない。また、E類に関しては、各調査地点におい

て、縄文土器あるいは突帯文土器の細～小片が数点出土

表 3 遺構分布状況からの類型基準

類 型 基 準

A

微高地上に多数の遺構 (ビ ットでは数100基)が あ
る。
遺構の種類が複数である (加熱遺構が含まれる場合も
あり)。

81紀平雰督零針司駒尾慇|ま套髯壕謝ξが拿よ争る。

B
低湿地型の貯蔵穴が存在する。

R敷饗妄台基慨奈卍絡擦|)
C

加熟遺構が主体で、特徴をなす

Э炉が確認される。
②焼土 炭化物などの集中があり、加熟痕跡を残す

D 加熱遺構は無いが、微高地上にピット・土坑が多少認
められる。

E 明確 な遺構 は認め られない

F 特 殊 な 揖 構 が 詔 め ら れ る

表 4 遺物 (土器)出土状況からの類型基準

類型
運 物  量 (1箱=約 28ゼ )

表 2-記号 基 準

I ◎ 10箱以上。集中的出土。
○ 2～ 9箱。lヒ較的集中的に出土ω

Ш △ 0.5～ 1箱程度。分散的に出土。
Ⅳ V 0.4箱以下。分散的に出土。

表 5 各調査地点の類型表

調査次
縄文 Ht代後期

弥′と時代早期
縄 文後期面
標高 (m)後期前葉 傍期 中葵

B① lb A② Ⅲa Bl19 1 b 3m前 後ヽ1 3nl

A(1)Ia 3m+
EⅡ b EⅢ b

9 3m前 後 ヽ14m
2m前 後

DⅡ a― b

C IDⅣ ヽ18m
C②Ⅳa 22m前 後 ～17m
Э② Ⅳ a 22～ 1

F lll b B②Ⅲb 25m前 後～081a4

27 caぅⅢ 22～ 15m
じr19Ⅲ b DⅣ a B(2)Ⅳ b 26～ 16m
C(妙Ⅳa

DⅣ a 25～ 24m
5 BOIb B②Ⅲb 3ヽ lm

(C(1)lll a) C(1)Ⅲ a 3ヽ 23
7 (C(1うⅣa) Ⅳ D 28～ 24m

2m前 後

-15-



第1章 津島岡大遣跡の調査研究

する状況にあるため、その空間利用 を考える上では遺物が一定量出土 している場合、つ まり、 I～ Ⅲ類に当ては

まるもののみを対象 とした。

(遺物〉

出土量からI類～Ⅳ類、出上位置によってaob類にそれぞれ分類した。遺物量が多いと評価されるのは I・

Ⅱ類である。量の多さから考えて、利用場所との強い関係が予想される。Ⅲ・Ⅳ類は非常に少ない状態と言え

る。こうした遺物量に関しては、調査面積との関係が問題となることは当然であるが、ここでは、曖味ではある

が、出土状況を加味することで各地点の傾向として示した。

�)類型の相関関係からみた集落の特徴

前項で想定した類型の相関関係をみると、時期によってその状況に違いが認められる (表 6)。

後期では、類型間の相関関係の強さと類型数の多さが特徴である。相関関係では、多量の遺物量を示す I類は

A①類・B①類と関係が強く、その他の類型は遺物量が少量～僅少のⅢ類あるいはⅣ類となり、遺構密度が高い

ほど遺物量は多いという明快な関係を示す。その中で、E類でありながら遺物量の多いⅡ類を示す第22次調査地

点は、第17次調査地点に接する位置にあることが、遺物量の多さを生んでいる要因であると予想され、第17次調

査地点の端部として同一の空間域に含まれると判断される。B類 については、B① lb類に集約される点が注目

される。また、全体に類型数の多い傾向の中で、 I類の数の少なさは際だつ。そこには居住域あるいは土器使用

の作業空間の存在が明確な形で他と区分されていることが読みとれる。

以上の状況から、縄文時代後期では、遺構・遺物は広範囲に広がるのではなく、活動内容によってポイント的

に集中するというシンプルで明確な空間利用形態の存在が指摘される。

弥生時代早期では、類型の減少と遺構・遺物の希薄化が特徴である。類型は、A類・C類・F類が姿を消し、

明確な遺構としてはB類のみと言っても過言ではない状況を呈する。さらに、B類は細分化を示し、B②Ⅲ ,Ⅳ

類の出現と地点の増加が注目される。ここにも、遺構・遺物の減少化傾向が強く表出されている。こうした状況

から浮かび上がる集落には、居住域や加熟活動域の姿はなく、貯蔵域のみが点在することとなる。貯蔵域は、従

来型のもの (第 3・ 15次調査地点)に加え、遺物をほとんど共伴しない数基の貯蔵穴が分散的に点在する (第 5

次調査他 3地点)と いう新たな動きを見せる。その他にはEⅡ 類の出現があ
'デ

られる。遺構は確認できないで遺

物のみが出土する状況で、具体的な利用上の評価は困難であるが、注意しなければならない。

iii)類型分布と空間利用の推移

各類型が遺跡内において、どのような位置に分布するかを平面的に確認 し (図 19・ 20)、 集落内での空間利用

状況から時期的な特徴を抽出した上で、時間的流れを見てみよう。

縄文時代後期前葉 (図 19)

居住域を表すA類・B類 は遺跡の北東部に限定される (第 3・ 15次調査、第17・ 22次調査、第 6・ 9次調

表 6 類型の相関関係
a 縄文時代後期

I 1地点 (17次 )
(3/15次、6/9次 、5次

Ⅱ t地 点 (22次 )

Ⅲ 1地点(3/15次 )
1地 点
(27/26必 k)

1地点 (28次 ) と地点 (21次 ) 1地点 (23次 )

Ⅳ
９
次

点
９

地
″

2地点
(ii次 7次 】

3地点 1地点 (14次 ) D

b 弥生時代早期

頬 A( Aω じl17 B② CO C② E F
1地点 (3/15決 )

騒
1地点
(2/8b次 )

□
(5次、23次 )

1地点 (22次 )

1舶貞 (26次 〕
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査 )。 そ して、北東部 に位

置する丘陵裾部には朝寝鼻

貝塚 が広 が るけ
(図 19)。

同地域 は標高 3mを 超 え

る最も安定 した広が りが確

保 される場所であ り (図

18)、 さらに、水量の豊富

な河道Aの北側に位置する

ことから、比較的洪水等の

被害も被 り難い地域と判断

される。そこには、居住域

の選択基準を窺うことがで

きる。

居住域 (A類 )を詳 しく

分析すると、中心をなすA

① la類は第17次調査地点

多

Ｎ
Ｉ
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麗雷貯蔵穴群

匠Z河道
谷地形

○番号
:発掘調査次

0                300m

滋 縞 最 D「Fa

口
⑩

一

．

く加熱
作業

L④

蒻

由

図19 各調査地点の類型化と空間利用 1-縄文時代後期―

というさらに狭い範囲に限定される。貯蔵域はA① la類 を中心としA②皿・Ⅳ類が周囲を取り巻 く居住域内の

河道部 (第 3・ 15次、第 6・ 9次調査)に形成されている。貯蔵穴は群集し多数の遺物を伴うことから、日常的

に管理され盛んに利用される重要な遺構であったことが予想される。貯蔵穴の機能を考える上でも、居住域との

位置関係や貯蔵穴数の問題、遺物との関連性などは注目されるところである。集落内で、まとまった量の遺物が

出土する地点は極めて限定的であり、A①類とB①類との結びつきが非常に強い傾向を示すことは前述したが、

そうした状況から、遺物の利用あるいは廃棄が、それぞれの遺構と密接に関わった行為に伴って近辺で行われて

いたことは容易に想定できる。とすると、B①類の遺物は貯蔵穴の機能、つまり、堅呆類の加工作業に伴つた遺

物である可能性は非常に高いと判断される。居住域周辺での管理、貯蔵域内での加工作業の実施が、本時期にお

ける貯蔵域にみる特徴である。

加熱活動域を示すC類の位置は、標高1.6～ 2.2mを 沢Iる 。集落の北西部あるいは南西部に認められる。いず

れも居住域よりはかなり低く、面積もさほど広くはない微高地が選地されている。炉を有する①類は 3地点で確

認されているが、確実に前葉とされるのは、集落端部に位置する第11次調査地点と第27次調査地点周辺である。

この2地点では①類周辺に②類が認められており、少なくとも、北西部と南西側部の集落端部には、炉を中心と

し一定の広がりを有する加熱活動域の存在が想定される。ここで問題となる活動内容である“
)が

、遺物の出土状

態から貯蔵穴とは全く異なる行為であることは言えても、残念ながらそれ以上の決め手には乏しい。現状では集

落域の端部に位置する傾向が一つの手がかりになるかもしれないが、今後の検討課題である。

D類に関しては点在的な分布が認められる (第22次・28次 ,14次調査地点)。 A類域に近い位置ほど遺物量が

多くなる傾向があることや遺構の希薄性から考えて、同類型地点で出土する遺物は周辺からの流れ込みであり、

利用頻度は極めて低い地点であると判断される。このように、居住域近辺においても積極的に遺構を構築するよ

うな利用がなされない空間が、集落内の随所に点在する要因の一つには、安定しない地形があげられるかもしれ

ない。

遺跡の南東域では、一定の面積が確保される調査が非常に少ない点は問題であるが、地形や確認調査に関する

現状のデータからは全体に内容は希薄であった可能性が考えられる。

編∫EⅡ甘

ψR熱 、r〔コ⑩こ誉姿色Ib
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第1章 津島岡大遺跡の調査研究

縄文時代後期中葉 (図 19)

B① lb類が第 5次調査地

点に、C①Ⅲa類が第19調査

地′点に、C①Ⅳa類が第 7次

調査地点に認められるが、前

段階に比べると、同時期の遺

構数は少なく分布範囲も狭い

傾向が示される。ところで、

C類 とした第19次調査地点は

第 5次調査地点にごく近い位

置にある。標高は同じく3m
を測り、遺構数は他のC類 と

比較すると際だって数が多

い。こうした】犬況は、第 3・

15次調査地点の状態に近いこ

とから、河道部にあたる第 5

^

蓼

Ｎ
Ｉ

Aムra・ BⅣЪ
〈貯蔵域〉イ ////

匠物河道
谷地形

《9貯蔵穴

○番号
:発掘調査次

;'テ

'テ

タ,ウケそサイ

`そ`ク

イ

②・◎

0                           30

次調査地点および第19次調査地点を含めた範囲には居住域の可能性を考えることもできよう。こうした点から、

後期前葉から中葉にかけて居住域の若千の移動は起きたかもしれないが、類型の相関関係にも変化はなく、基本

的には同様の状態が継続 していたと判断される。

弥生時代早期

空間利用を示すのは貯蔵域 B類のみである。それ以外は姿を消 してお り、複数の類型によって構成される縄文

時代後期とは大きな違いを示す (図 20)。 利用場所についても、縄文時代後期における中ッとヽ的居住域 (第 17次調

査)は利用されていないのに対 して、前段階まではほとんど痕跡を残 していない遺跡南部にあたる第26次・ 2

次・8b次調査地点では出土遺物が多い (Ⅱ 類)こ とも大きく異なっている。さらに、貯蔵域に関しても、従来

の地点に加えて、遺跡の南よりに新たな分布域を見せる点が注目される。それらは、貯蔵穴数が少ない②類ある

いは遺物を伴わないⅢ・Ⅳ類であり、縄文時代後期のB① lb類 とは明らかな違いを示す。

このように、貯蔵域が点在するのみで、土地利用の中心がやや南に移動するという本時期の集落構造には、縄

文時代後期とは大きな変化を見ることができる。

c.各時期の特徴 とその背景

前項で整理した類型分布あるいは推移を念頭に置いて、各時期の特徴をまとめたい。

縄文時代後期

集落の立地は、丘陵下端部から遺跡中央部を流れる河道の自然堤防状の高まりを中心とした範囲が選ばれ、集

落は限定された居住域と周辺に広がる加熱活動域で構成される。居住域内には貯蔵域が取り込まれている。

居住域は、標高が高く面積が確保された安定的な微高地が選択され、2～ 3棟の竪穴住居と大形土坑、ビット

群、溝などの遺構群に加え、大量の遺物を包含している。近辺には貝塚も形成される。貯蔵域は、その機能が保

たれる地形や居住域との位置を考慮しつつ、効果的な利用を意識した河道あるいは谷部の選地が窺われる。炉を

中心とした加熱活動域は、やや低 くて面積はさほど広くない微高地が利用されており、集落の端に広がる傾向が

認められが、遺物は非常に希薄であり、加熱関連遺構以外の遺構はほとんど認められない場合が多い。

中棄段階には、遺構・遺物の出土量がやや少なくなり、集落の中心は若干移動する。不明確な点もあるが、集

・回 □′笠宅密笙≧妻

域 k懇 め鶴尊

図20 各調査地点の類型化 と空間利用 2-弥生時代早期―
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第2節 津島同大遺跡の研究

落構造などには変化を示さない可能性が高い。

弥生時代早期

縄文時代後期の集落とは構造面に大きな変化を見せる。最 も特徴的な変化は、居住域・加熱活動域の消失であ

る。貯蔵域に関しても、居住域と分離 して分散的に置かれる点やその立地が、従来希薄であつた南側に中心が移

動 し、遺物をほとんど伴わず数基で構成される点などにも新たな傾向が現れる。こうした居住域との分離は管理

面での低下を考えさせる。さらに、遺物をほとんど共伴 しない点からは、加工作業についても、後期に認められ

た集中的で定期的な加工作業の想定は困難であり、そこには堅果類に対する生業面での重要性の低下を感 じざる

を得ない。貯蔵穴や遺物出土地点に窺われる集落の南狽Jへの移動は、活動域が平野部へ進出する傾向の現れと理

解されるが、縄文時代に利用されていた微高地部には、なぜ遺構が残されていないのか。続 く弥生時代前期では

微高地上には水田畦畔が形成される。こうした変化の中にその理由が求められるであろう。

レ)周辺遺跡の状況

① 百間川沢田遺跡0

岡山県南部の岡山平野に位置する。津島岡大遺跡とは旭川を挟んで女す峙する位置に当たる。四元調査区におい

て、縄文時代後期中葉の遺構・遺物がまとまって出土 した。丘陵下端の微高地から斜面部に、貯蔵穴 3基を含む

土坑 8基・炉 7基・貝塚、そして多量の出土遺物が報告されている。土坑の形態や立地からその大半は貯蔵穴の

可能性が高いと考えると、B①類の地点と評価される。また、多量の遺物と炉の存在あるいは貝塚などからは、

AI類とも結びつくこととなり、居住域と貯蔵域との密接な位置関係が想定される。

弥生時代早期 (報告書では縄文時代晩期後葉)では、同遺跡の高縄手調査区あるいは百間川原尾島遺跡におい

て遺構・遺物が確認されている。遺構は土坑程度で貯蔵穴は検出されておらず全体に希薄である。いずれの地点

も平野部にあたり、丘陵裾部の四元調査区とはやや異なる立地を認めることができる。

縄文時代後期集落の状況や弥生時代早期における貯蔵穴の減少や平野部への移動・出土地点の増加などに、津

島岡大遺跡と共通した動きを見ることができる。

② 久田原遺跡
⑭

岡山県北部の山間部に位置する。山塊の裾部、谷回の比較的平坦な地形に立地する。山塊の反対側にあたる西

側には、隣接して河川が流れる。遺跡は縄文時代後期中葉、晩期中葉、弥生時代早期 (報告書では晩期後葉)の

3段階の時期が確認されている。

縄文時代後期は機能が明らかな遺構が少ないため、晩期に注目しよう。晩期中葉では、竪穴住居 3棟 と河道内

に袋状土坑 (貯蔵穴)14基が確認されている。その他に晩期として焼成土坑 5基、ピット多数、火処が報告さ

れ、出土遺物も多い。類型化すると、A① I類・B① I類、そしてC①類で構成されることとなり、居住域・貯

蔵域・加熱活動域を有する集落となる。弥生時代早期 (晩期後葉)では、竪穴住居 1棟 とピット群が報告され、

貯蔵穴は確認されていない。河道部は埋没し平坦化が進んでおり、地形や集落構造に変化が認められる。

このように、晩期中葉の集落構造や弥生時代早期 (晩期後葉)での変化は、津島岡大遺跡などと共通する状況

であることを指摘しておこう。

(3)縄支時代後期以降の集落動向と生業

津島岡大遺跡に認められる縄文時代後期集落の動向は、岡山県南部あるいは北部地域の後・晩期集落において

も確認することができる。縄文時代後期は遺跡の立地変化や遺跡数の増加などに、大きな変化が認められる時期
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第 1章 津島岡大遺跡の調査研究

表 7 低湿地型貯蔵穴一覧 (岡 山県)

遺  跡  名 所 在 地 後 期 前 葉 後 期 中 葉 晩 期 中 葉 弥 生 早 期

津島岡大遺跡 岡山市 (県南部 ) 40基 (2地点) 7基 (1地点) 15来 +α (4地点 )

百間川沢田遺跡 岡山市 (県南部 ) 3基 (他 に上坑 4基 )

南方前池遺跡 山陽町 (県南部 ) 8基
菅生小学校裏山遺跡 倉敷市 (県南部 ) 12基

舟津原遺跡 倉敷市 (県南部) 3基

久田原遣跡 奥津町 (県北部 ) 14テ誕

宮 の 前 損 跡 落合町 (県北部 ) 41テ表

である。同時期に平野部や扇状地を中心に展開する集落には、津島岡大遺跡に代表されるような、貯蔵域を形成

し明確な空間利用形態を示す場合があり (表 7)、 新たな集落構造が生み出されていく様子を窺うことができ

る。こうした動向の背景の一つに生業の問題があることは、前期・中期における海産資源への傾斜が、後期以

降、植物資源へと転換していく様子の一端を示す貯蔵穴の急増などからも読み取ることができる⑪
。岡山県下で

は、貯蔵穴B①類を示す遺跡は、縄文時代後期前葉に始まり、その多くが晩期中葉に属する。こうして成立する

生業形態は、石器組成など様々な点から堅呆類の他、狩猟 。漁労・農耕などがバランスのとれた形で構成するこ

とが予想される。

しかし、その貯蔵穴群も、最終段階まで残る津島岡大遺跡においても、水田遺構の形成時期前にはB②類とし

て生業内での比重を低下させ、弥生時代前期0に はほとんど姿を消していく。その弥生時代早期段階には、生業

面で貯蔵穴への傾斜が影を潜めるなかで、集落構造にも大きな変化が認められる。津島岡大遺跡では次の段階に

は水田畦畔が広範囲に覆うことを考慮すると、弥生時代早期段階に、生業の転換が起きていた可能性を指摘 して

おきたい。

註 (1)津島岡大遺跡に関する文献は付表 4・ 5にあげている。以下に述べる各調査地点の内容は、各報告書および年報・紀要を参考

としている①

(2)富樫孝志1995「縄文時代後期～晩期における津島岡大遺跡の構造」F津島岡大遺跡 5』 岡山大学構内遣跡発掘調査報告第 8冊

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

(3)忽那敬三2004「石器組成からみた縄文時代後期集落の空間利用J『津島岡大遺跡14』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 8冊

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

(4)高田浩司2003「津島岡大遺跡における縄文時代後期の炉」『津島岡大遺跡13』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第18冊  岡山大

学埋蔵文化財調査研究センター

(5)富岡直人1998『朝寝鼻貝塚発掘調査概報』加計学園埋蔵文化財調査室発掘調査報告書 2

(6)平井勝1993『百間川沢田遺跡 3』 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告84 岡山県古代吉備文化財センター

(7)弘 田和司2004『 久田原遺跡』岡山県埋蔵文化財発掘調査幸R告184 岡山県教育委員会

(8)註 (1)(6)(7)
岡山県教育委員会1976「宮の前遺跡」『中国縦貫自動車道建設に伴う発掘調査 7』 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告tD

下澤公明1988『本州四国連絡橋陸上ルート建設に伴う発掘調査Ⅱ』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告71 岡山県教育委員会

中野雅美1993「菅生小学校裏山遺跡」『山陽自動車道建設に伴う発掘調査 5』 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告81 岡山県教育

委員会

近藤義郎1995『南方前池遺跡』岡山県山陽町教育委員会

(9)第 19次調査において、弥生時代前期に属する貯蔵穴が報告されている。

岩崎志保他2003『津島岡大遺跡12』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第17冊  岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
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第 1節 発掘調査の概要

第 2章 屁田遺跡の調査研究

本年度は2件の発掘調査と12件の立会調査を行った (図 33・ 表 8)。 発掘調査は、医学部附属病院病棟建設に

伴う第14次調査と医学部総合教育研究棟建設 (2002年 度第13次調査実施地点)に あたっての外構工事に伴う第15

次調査である。病棟建設に関連した調査は、1998年 (平成10年 )度以降、第 9～ 12次調査として進めており、今

回は5回 目となる。立会調査は、こうした両棟建設に関しての周辺整備工事が主体を占めている。  (山 本)

第 1節 発掘調査の概要

1.鹿 田 遺 跡 第 14次調 査 (医鶉 [附属病院病棟2期、鹿田CD～ C K12区、CD～ C L13区、CD～ C M14～ 20区 )

a.調 査の成果

本調査では附属病院病棟新営予定地の1330ポ余を調査 した。その結果、弥生時代後期以降、近世に至るまでの

各時期において、耕作地あるいは集落に関連する遺構 。遺物を検出した。これまでの周辺調査地点での成果も併

せ、鹿田遺跡の南部における時期別の概観を以下に述べる。

近世には、この一帯は耕作地として利用されたものと考えられる。主要な水路 となる東西方向の溝を中心に、

規格的な用水路が東西・南北につ くられ、その一方でため池状遺構のような特異な遺構が営まれている。

鎌倉時代末から室町時代には、大型の溝で区画された屋敷地の存在が窺える。第 9・ 11次調査の成果もあわせ

ると、おおよそ35～ 70m毎に南北方向の溝がつ くられ、東西方向の溝 と併せて、大溝で区画された中に丼戸・

柱穴等が確認される状況である。その区画内でも、大まかには北側に建物、南狽1に耕作地といった土地利用形態

に違いが認められる。

平安時代末から鎌倉時代にかけても、井戸の存在などから調査区の北西部に集落が存在することは確実である。

古墳時代以前となると、遺構・遺物ともに希薄な様相を示すようになり、この点は隣接する第 9・ 11次調査地

点とも共通する。溝・畦畔等の状況から弥生時代後期～古墳時代には本調査地点付近は主に耕作地として利用さ

れていたことが窺え、同時期の集落は既調査地点の状況からは現在の外来診療棟付近に求めることができる。

調査期間 :

調査面積 :

調査担当 :

主な遺構・

2003(平成15)年 7月 31日 ～12月 17日

1331nご

岩崎志保 (主任)、 高田浩司、横田美香、野崎貴博

遺物 :近世～近代の畦畔・溝 4条・土坑10基・ため池状遺構 1・ 陶磁器・瓦

代後半～室町時代の井戸10基・土坑 5基・柱穴群・溝・土師質土器・

簡・櫛、弥生時代後期～古墳時代の畦畔 。溝・土器集中箇所 4箇所

・漆椀、平安時

白磁・青磁・木

b.調査の経過

2003年 7月 17日 より造成土取 りを開始し、同 7月 31日 より発掘調査を開始した。調査では近世から弥生時代ま

での遺構を確認し、12月 17日 に発掘調査を終了した。また10月 18日 には現地説明会を開催し、同日より10月 24日
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第2章 鹿田遺跡の調査研究

までの一週間、病棟内の一部を使用 してパネル展示会を実施 した。現

地説明会当日には約200名、パネル展示会期間を合計すると約370名の

見学者を得た。

c.調査の概要

① 調査地点の位置 (図 21)

本調査地点は、附属病院南病棟の東隣接地であり、調査以前は駐車

場として利用されていた。

② 層序 (図 22)

1層 :造成上である。現地表面の標高は2.5～ 2.7mである。

2層 :灰色砂質土で近代の耕作土である。 3区 では堆積が認められ

ず、部分的に削平されている。上面の標高1.3～ 1.5mで ある。

A:1区 北壁 B'3区南壁
//

＼

※□数字は調査次を 牲ヽ
一

――__00m
黒塗りは立会調査を示す

図21 第14次調査地点位置
(縮尺 1/5000)

3層 :淡灰色～灰白色砂質土であり、上下 2層 に細分できるところも

ある。近世の耕作土と考えられる。調査区北側では堆積が見られない。上面の標高は1.3～ 1.5mで ある。

4層 :淡灰褐色～緑灰色の砂質土である。中世の包含層である。上面の標高1.2～ 1.4mで ある。上下 2層 に細

分できるところもあ り、それぞれが遺構面である。上層の 4a層 は削平を受けているため、調査区の大半では

残っておらず、部分的に確認されるのみである。 4b層 はほぼ全域に堆積 しており、上面で井戸・溝等の中世の

遺構を多数確認 した。

5層 :暗緑灰色～灰褐色粘質土で、中世の包含層である。調査区北恨1では 2層 に細分できる。上面標高1.05～ 1.15

mである。 5層 でも中世の遺構を確認 した。また 3区 では 6層 上面に洪水砂 と考えられる責掲色砂質土 (5'

層)が部分的に認められる。

6層 :灰褐色～茶褐色の粘質土である。上面では中世のピット等を確認 しているが、 6層 自体は古墳時代の包含

層と考えられる。上面の標高0,9～ 1.05mである。

7層 :黄褐色砂質土である。弥生時代後期～古墳時代の包含層である。上面の標高は0,7～ 0,9mである。部分

的には 2層 に細分できるところがあり、上層の 7a層 は比較的砂質が強 く、下層の 7b層は粘質が強 く、耕作土

の可能性が考えられる。

2・ 3層 :近世

4 5層 :中世

6層 :古 墳時代

7層 !弥生 ～古墳時代

8層 :弥生 時代

9層 :弥生時代後期
20m     (基 盤層 )

1 造成上
2 灰色砂質土
3a淡灰色砂質土
3b灰自色砂質上

4a淡灰色砂質土
4b緑灰色砂質土
5a暗緑灰色粘質土

5b緑灰～灰褐色粘質土

6a灰褐色粘質土
6b褐色～茶褐色粘質土
7a黄褐～暗黄褐色砂質土

7b暗黄灰～灰褐色砂質上
8 灰色～茶掲色粘質土
9 黄褐～明黄褐色粘質上

10暗黄灰～暗褐色粘質土

ll 灰色粘質土

２３
　
１０ｍ．

５ａ

　

一
７ａ

８

断面位置図

土層断面柱状図 (縮尺 l海0)

C:2区東壁

図22
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第1飾 発掘調査のlFT要

8層 :灰色～茶褐色粘質土で、弥生時代後期相当の耕作土 と考えられる。上面の標高0.6～0.8mである。 8層

上面では、畦畔と考えられる高まりや溝数条を確認 している。

9層 :責褐色～明黄褐色粘質土である。基盤層であり、上面で弥生時代後期の土器片を含む土器集中遺構を確認

しているほか、隣接する第11次調査地点からつながる弥生時代の大畦畔を確認 している。上面の標高は0,55～ 0.75

mである。

10層 :暗黄灰色～暗褐色粘質土で、無遺物層である。

11層 :灰色粘質土であり、下層に行 くにつれ灰色砂をラミナ状に含む部分がある。無遺物層である。

② 遺構 。遺物の概要

(近 世〉 (図 23)

3層上面で、土坑11基・溝 4条 。ため池状遺構 1を検出した。これらの近世遺構は、主に調査区の南側 2,3

区で確認 した。北側の 1区では削平によつて中世遺構面上まで破壊が及んでいることもあるが、井戸・土坑等の

深い遺構も近世段階のものは認められなかった。

土坑は 3区西端と2区東側に偏在 して構築されている。土坑 1～ 4・ 6の 5基は、 3区 の西端に切 り合い関係

を持って集中的につ くられている。そのうち数基には木枠の痕跡がみられ、野壺 としての機能が窺われる。第12

次調査地点BoC地 点においても近世の上坑が20基確認されているが、これらのうち 1基は墓、他はゴミ穴と推

定され僧)、

本調査地点とは様相を異にしている。

3区 では近世の東西方向の畦畔 1条 を検出している。この畦畔は近世～近代にかけて継続 して営まれたものと

考えている。CL～ CMラ イン間には中世～現代まで掘 り返 しを繰 り返 しながら利用された東西方向の溝があ

り、この溝より南側には、畦畔や野壼等の存在から水田域が広がっていたことが窺える。

この東西溝の北側では、溝にとりつ く形で、ため池状遺構 (D13)を検出した。ため池状遺構は東西14m、 南

北 7m、 深さ1.6mの 隅丸方形で、西側には幅 2m、 深さ1.4mの溝がとりつき、第11次調査地点内で終わつてい

る。また南西角と南東角の 2カ 所から、幅1.5m、 深さ0.8mの 溝が検出され、南を流れる東西溝にとりついてい

る。ため池状遺構の中からは陶器片・瓦片のほか、漆塗 り椀・キセルなどが出土 している。こうした状況から水

を調整する機能を持つ水ためであったことが予想されるが、具体的な機能 ,用途については現在のところ不明で

ある。

(中 世)(図23)

4層 ～ 6層上面で、井戸10基、土坑 3基、溝25条、ピット多数を確認 した。柱穴群や井戸・土坑は調査区の北

西部を中心に検出された。これらの遺構は南北方向の大きな溝 (幅 4～ 5m、 深さ1.5m)や 、東西方向のやや

浅い溝 (幅 1～ 2m、 深さ0。 3m)に よって区画されてお り、屋敷地を構成 しているものと考えられる。

井戸は調査区北西部を中心に検出した。いずれも木枠等は認められなかった。井戸は平安時代後半頃につ くら

れたものが最 も古 く、以後、室町時代にかけて次々に構築されたものと考えているが、詳細な時期については検

討が必要である。井戸からの出土遺物のあり方は様々であり、調査区西端部で検出された井戸 1か らは土師質の

椀・杯・皿のほか、瓦器椀や白磁碗など豊富な遺物が出土 した。これらは多 くの炭や焼土 とともに出土 してい

る。井戸 1の所属時期は平安時代後半～末頃と考えられる。ほぼ近接 した時期 と考えている 1区 で検出した井戸

(土坑18)か らは、土師質土器椀・瓦器椀 と櫛・呪符木簡それぞれ 1点が出土 している (木簡については第 3節

参照)。 そのほか 2区 で検出した井戸 (土坑20)に は、土師質鍋がすっlFり と入れられていた。

南北方向の溝 3条 (D5・ 6・ 15)か らは椀・鍋などの土師質土器の破片のほか、輸入陶磁器・瓦が出土 し

た。これらの溝の時期は中世後半 (室町時代)の範疇で考えている。南北方向の溝のうち、最 も東に位置する溝

15は幅2.5～ 3mで、南端部は東西溝の北側で収束 し、東西溝 との間には幅20cm程の浅い導水路が とりついて

いた。収束部では底にウマ下顎骨を 1点検出 した。溝15底面より導水路部の底面は40cmほ ど浅 く、近世のため

-23-



第2章 鹿田遺跡の調査研究

ざ
代
よ
キ
キ
＼

土器集中箇所

畦畔   |

中～近世検出遺構

土器集中算T‐//

|

弥生時代検出遺構

1 
匪∃高まり

図23 検出遺構全体図 (縮尺 1/600)

池状遺構と同様に、水を調整する機能があつたことが窺われる。詳細な時期については今後の整理作業を経て慎

重に検討 していくが、南北方向の溝は、次第に東へと位置を変えている可能性があり、集落あるいは屋敷地が拡

大 している状況が推定される。

柱穴は調査区北西に偏在 して確認された。 l区西半に最も集中してお り、 2区の北西部と、 3区中央部分にや

やまとまっている。建物を復元するには至らなかったが、 1区南端寄 りで東西方向、 2区 の北狽」で南北方向に並

ぶラインを、それぞれ 1条確認 した。また 2区南東部に、方形に並ぶ 4基の柱穴を検出している。

(弥生時代後期～古墳時代)(図23)

7～ 9層 上面で、弥生時代～古墳時代にかけての遺構を確認 した。溝 9条 、土器集中箇所 4箇所である。当該

時期は、本調査地点周辺は耕作地として利用されたことが窺える。

7層 上面では 2区 で北西から南東に走行する小規模な溝を数条検出した。

8層上面では 1区で北西―南東方向の溝を 1条、また 2区 の南側で、南西から北東へ走行する溝 1条 を検出し

た。本溝は第11次調査地点で検出していた大畦畔に伴う溝に連なるものである。この滞の南側は基盤層である 9

層が高い部分にあたり、畦畔の可能性が考えられる。この高まりの部分で 2箇所、土器集中箇所を確認 した。特

に掘 り込みは設けず、複数個体分の上器片がひとかたまりに置かれている状況であつた。同様の土器集中箇所は

2・ 3区で他に2箇所確認 している。第 9次調査地点では畦畔の交差部分に同様の土器集中箇所を確認 してい

る。いずれも時期は弥生時代後期 と考えられる。

9層 上面では 2区 の北狽1部分で、高まり部分 2箇所を確認 した。同様の地形は第 9次調査地点でも確認されて

おり、機能としては水田耕作等の耕作活動による削平を受けずに取 り残された部分と考えられる②
。

7～ 9層検出中の遺物出土量はきわめて少なく、本調査地点の古墳時代以前については遺構・遺物ともに希薄

な様相と言える。

―

―

― こさ.＼

1土
坑群 1～ 4・ 6
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第1節 発掘調査の概要

以上、本報告の内容は暫定的であ り、詳細 な報告は今後の整理・検討 を経て正式 に行 う。   (岩 崎志保 )

註 (1)高田浩司2003「近世の櫛について」『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要2001』 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

(2)百間川原尾島遺跡等でみられる「島状高まりJに類するものと考えられる。

平井勝ほか1995『百間川原尾島遣跡 4』 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告97 岡山県教育委員会

2.屁 田 遺 跡 第 15次調 査 (総合教育研究棟ポンプ槽 ・検水槽設置、鹿田BQ～ B S45,46区 )

a.調 査の成果

本調査地点は鹿田遺跡第13次調査地点 (総合教育研究棟建設地)の南東隅に隣接する。今回の調査では、近世

の土坑、中世の溝群と土坑、古墳時代初頭の井戸 と溝を検出した。このうち、近世土坑、中世溝は第13次調査東

半でも検出されてお り、東狽1に 遺構が広がることを確認できた。古墳時代初頭の井戸では、上・中・下位の 3群

に分かれた遺物群を検出した。井戸での活動を考えるうえの良好な資料となろう。第13次調査で検出された大規

模な土器だまりが連続 して検出されることも予想されたが、本調査地点では確認されず、本調査区の北側に広が

るか、収束するものと考えられる。

調査期間 :2003(平成15)年 10月 16日 ～29日

調査面積 i30.4ポ   調査担当 :野崎貴博

主な遺構・遺物 :近世土坑 1基、中世の溝 5条 ・土坑 1基、古墳時代初頭の井戸 1基・溝 1条、古墳時

代初頭の上器・木器

b.調 査の経過

鹿田地区では、2002年度から総合教育研究棟の建設工事が行われており、建設に先立って2002年 4～ 10月 に第

13次発掘調査を実施 している(ゆ
。2003年度になり、建物周辺の外構工事が施工され、順次立会調査を行ってきた

が、総合教育研究棟の南東に隣接する本地点において、雨水・実験排水を排出するためのポンプ槽・検水槽の建

設計画が具体化するに至った。第13次調査では古墳時代の大規模な土器だまりをはじめ、井戸や溝などの遺構

や、中世の集落跡が確認されており、これらの遺構が連続することも予想されたため、対象となる面積は小さい

ものの、本地点についても発掘調査を実施することとした。

調査の実施に先立ち、2003年 10月 14、 15日 の両日で造成土・支障配管等の

攪乱を除去 した。発掘調査は10月 16日 から開始 し、近世・中世・古墳時代の

遺構面を調査 したうえで、10月 29日 に終了した。

c.調 査の概要

① 位置 (図 24)

本調査区は鹿田地区のほぼ中央にあたり、総合教育研究棟 (第 13次調査地

点)の東南隅に接する。北に記念会館、東に臨床研究棟、北東に管理棟 (第

5次調査地点)、 南西に基礎研究棟 (第 7次調査地点)が建つ。

② 層序 (図 25)

本調査地点は、調査区の北狽↓約 1/5が攪乱によって失われ、西狽]も 第13

次調査範囲に重複しており、残存状態は不良であった。そのため土層の観察

臨
床
研
究
棟
Ｂ。

RI研究センパー

0              50m

l第 15次調査地点
2第 13次調査地点 (総合教育研究棟)

3第 5次調査地点 (管理棟)

4第 7次調査地点 (基礎研究棟)

図24 第15次調査地点位置
(縮尺 1/2000)
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(W) 1 造成上

20里 ζょ層懸民毯縁著土!炭合む
3b緑灰色砂質土 :黄色粒含む
4a明緑灰色砂質土 :黄色粒含む
4b明黄緑灰色砂質土
5 緑黄灰色砂箕土

6明緑黄色土 !黄色粒合む
7暗褐色砂質土 I Fe含 む
8淡明灰禍色砂質土

:Fe Mn含む
9明黄白色弱粘質土

!Fe多 く含む Mn含む

溝1暗緑黄茶褐色砂質土 :黄色粒多く含む。
溝2明緑灰褐色砂質土 :底面Fe顕著、黄色粒多く合む。

l om ViH3晴 緑灰色～緑責褐色砂質土 :黄色粒多く合む。~~~溝
4緑灰褐色砂質土 :黄色粒多く含む。

溝?暗緑黄褐色砂質土 :Fe含 む、黄色粒多く含む。
溝6暗茶掲色砂質土 :Fe合 む。

0            1m

図25 調査区南壁土層断面 (縮尺 1/40)

は調査区南壁 。東壁で行つている。以下、各層の特徴を記 してお く。

1層 :大正時代以降の造成土で、現地表面から約 lm下位まで堆積 している。現地表の標高は約2.5mである。

2層 :暗灰色砂質上で、近代の耕作土である。上面の標高は約1.6mで ある。

3層 :緑灰色砂質上で、色調から上下に2分 している。 3a層 は暗緑灰色砂質土で炭・土器片を含む。 3b層 は

緑灰色砂質土で黄色粒を含む。近世に属する。3a層上面で土坑 1基 を検出した。上面の標高は約1.6mで ある。

4層 :明緑灰色砂質土で、色調から上下 2層 に細分 している。4a層 は明緑灰色砂質土で、中世の包含層である。

5層 :緑黄灰色砂質土で、中世の包含層である。調査区を南北方向に並行 して走る溝群、東西方向に走る溝はこ

の層に帰属する。

6層 :明緑黄色土で、黄色粒を含む。中世の包含層である。

7層 :暗褐色砂質土で、鉄分を含む。この層の上面は古墳時代前期の面であり、井戸と溝を検出している。

8層 :淡明灰掲色砂質土で、鉄分、マンガンを含む。遺物はほとんど出土 していない。隣接する第13次調査地点

の成果から、弥生時代後期の堆積層と考えられる。

9層 :明責白色弱粘質土で、鉄分、マンガンを含む。遺物は出土 していない。

③ 遺構・遺物

本調査区においては、近世 。中世 ,古墳時代初頭の遺構面を確認 した (図 26)。

近世 :3層上面で土坑 1基 を確認 した。南半は攪乱によって失われているが、北半の平面形は半円形を呈 してお

り、円形の土坑が復元される。隣接する第13次調査地点の調査区東半では多数の近世土坑が検出されている。本

調査地点でも近世土坑を検出したことにより、これらの上坑群の範囲がさらに東に広がることを確認できた。

中世 :5層上面から掘削された南北方向、東西方向に走る溝群・土坑 1基・ピット1基 を確認 した。また南壁で

溝と思われる 2ヶ 所の落ち込みを確認 したが、平面的に確認することはできなかった。

南北方向の溝 (溝 1～ 4)は並行 して掘削されているが、いずれも切 りあい関係を有 してお り、先行する溝が

埋没 した後、新たな溝を再掘削したものと思われる。東西方向の溝 (溝 5)は南北方向の溝群を切つて掘削され

てお り、今回検出した溝の中では最も新 しい段階に掘削されたものである。土坑は、溝群の西で検出した。大半

は攪乱によって失われてお り、本来の規模は不明である。

古墳時代初頭 :古墳時代初頭の遺構は、 7層上面で井戸 1基 と滞 1条 (溝 6)を検出した。

南北方向に走行する溝 6の規模は、幅約30cm、 深さ約15cmと 小規模なものである。溝の走行方向を中世の溝

群と比較すると、北東から南西に向かってやや斜行 している。第13次調査地点で確認された弥生時代後期の溝も

北東から南西に向かってやや斜行 しており、地形の影響をうけている可能性もある。

井戸は調査区西側で検出した (図 27)。 井戸の西側は攪乱により失われていたが、現状で南北約150cm、 東西

約130cmで、やや歪んだ長楕円形を呈 している。井戸の断面形は、上方の約 1/4は 橋鉢状に大 きく開き、屈曲
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1 灰欄色砂質上
2 灰褐色砂質土
3 暗灰褐色砂質上
4 暗褐色粘質 i
5 灰褐色粘質土
6 炭色弱粘質上
7 灰色砂質i
3 灰色土
9 暗灰色劇粘質上
10灰 色砂噴 上
11 暗灰色砂質i
12暗 灰色粘質上
13暗 灰色粘上
14暗 黄灰色粘 i
15皓灰褐色粘上
16培 灰色粘上
17暗 灰色

～暗茶褐色粘上
18明 灰色砂
19暗 偶色粘 I
20明 灰色砂
21 晴茶IB色腐植上

BS

a中世  1   0       2m    b古 墳時代
|

― 図26 検出遺構平面図 (縮尺 1/100)

部から底面までは径約40cm程度の筒状の掘 り方となる。

埋土は 1～ 3層が砂質土、 4・ 5層 は炭化物を多量に含み、ビット状に落

ち込む粘質土層である。 6～ 11層 は大きく皿状に開く開口部を埋める砂質土

図27 井戸 平 。断面図
(対言ナ里1/30)

～粘質土層、12～ 17層 は厚 く堆積する粘土層、粗砂 と植物遺体を多 く含む粘土層が交互に堆積する18～ 21層 に大

別できる。

井戸の内部に認められた遺物群は、上位 。中位・下位の 3群に分かれる。上位の遺物群は井戸筒部の埋没後、

径約30cm、 深さ約20cmの 規模で掘 り込まれたピットの内部 (4、 5層 )で、甕がつぶれた状態で検出されたう

え、埋土には炭化物を多 く含んでいる。中位の遺物群は、上位の遺物群から約10cmの無遺物層を挟んだ14層 で

検出された。ほぼ完形の壺 2個体、杭 2本、板材 1枚が出土 している。壷は直口壺、小形丸底重が出土 している

が、直口重は井戸のほぼ中央に、小形丸底壼は東側に寄せて収められていた。 2個 のこの上には、礫がのせられ

た状態で入れられている。 2本の杭はいずれも横倒 しの状態であった。この遺物群の最上位には板材が置かれて

いる。下位の遺物群は、20層 の最下部から出土 した。土器の量は少なく、小形の台付鉢 1点、甕の破片数点が出

土 したのみである。小形の台付鉢は逆さに伏せた状態で出土 した。

これらの遺物の出土状況と堆積の状況をあわせて考えると、下位の遺物群は湧水点より下位にあたり、井戸の

使用段階における行為を示すと考えられる。中位の遺物群は湧水点より約50cm程 度堆積が進んだ段階であ り、

井戸廃絶後、埋没途中の段階における行為を示す。また、上位の遺物群は悟鉢状に開く開口部付近まで筒部が埋

没した後、ピット状の掘 り込みを掘削 し、その掘 り込みの中で甕を用いて煮炊 きを行っていると考えられる。

以上のように、この井戸では使用から廃棄までの間に、土器を用いた行為が 3回行われていたことが判明 し

た。井戸における土器を用いた行為を考えるうえで重要な事例 といえよう。

④ 第13次調査地点との関係

隣接する第13次調査の東半部では、中世段階の遺構として、北側 。南佃1に東西方向の溝、本調査地点と接する
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東側に南北方向の溝が掘削されている。これらの溝で区画された内狽‖では、多数のピット群、建物や井戸が確認

されているが、建物の主軸と溝の方向はほぼ合致 してお り、溝で囲まれた屋敷地と考えられる空間が形成されて

いることがわかる。本調査区で確認 した溝は、第13次調査地点東辺を南北に走行する溝 と並行 しており、一連の

区画溝 と考えられる。

次に、弥生～古墳時代の遺構についてみておきたい。第13次調査地点の地形は、南北が比較的高 く、中央には

東西に窪地が通るが、調査区中央からは南東に折れて本調査地点に至るように延びる。今回の調査区は狭小な範

囲であったため、明確な落ち込みは確認できなかったが、調査区全体が窪地の中に含まれる可能性もある。

さて、第13次調査地点で確認された東狽Iの 土器だまりは窪地の中に形成されてお り、今回の調査区にも延びる

可能性があつたが、北半が攪乱を受けていたためか、検出されなかった。 しかしこれ以上南に延びる可能性はな

く、東に伸展するか、あるいは収束するかのいずれかであると推定される。

今回の調査地点で検出した井戸は、この土器だまりの南に隣接 して位置する。ところで、第13次調査地点で

も、B046付近では土器だまりの東に方形の井戸が確認されている。この井戸の底には完形の奏が 2個体入って

いた。第13・ 15次調査地点で確認したこれらの井戸はともに、①土器だまりに近接して井戸が掘削されること、

②いずれも土器を用いた行為が確認されること、という共通点があり、井戸と土器だまりとの関係が注目される。

なお、本調査の成果は現在整理途上にあるため、本報告の内容は現時点での理解を示す暫定的なものであり、

今後、4多正・変更の可能性があるものであることを断つておきたい。               (野 崎)

註 (1)光本順2003「鹿田遺跡第13次調査」F岡 山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要2002』 pp.26-29 同山大学埋蔵文化財調査

研究センター

第 2節 立会調査の概要

鹿田地区では前節で報告 した第14次調査・第15次調査以外に、小規模工事に伴 う立会調査 を12件実施 してい

る。このうち、包含層が確認されたものは 9件である。ここでは、遺構が確認 されたもの、地形復元に有用な

データが得 られたもののうち、総合教育研究棟新営屋外排水敷設工事に伴 う調査 (表 8、 調査番号 5)、 総合教

育研究棟外構工事 (雨水・汚水 ,実験排水路敷設)に伴う調査 (表 8、 調査番号 9)について報告する。

総合教育研究棟新営屋外排水敷設工事に伴う調査 幌田BS～ BZ躯、CA～ C046区、C045回

a.調 査の経過

本調査地点は、鹿田地区のほぼ中央、総合教育研究棟からエネルギーセンター西狽Jの駐車場入 り日までを南北

に接続するもので、管路長約90mを はかる。周辺には、北西に第13次調査地点 (総合教育研究棟 )、 東に第 9・

11次調査地点 (病棟 )、 南東に第12次調査地点 (エ ネルギーセンター)がある。調査は2003年 8月 21日 から9月

12日 までの期間で、工事の進行にあわせて随時実施 した。

b.調 査の概要

1層 は造成土である。 2層 は近代の暗灰色粘土、 3層 は近世の明緑灰色粘土である。桝 4-5間 で近世土坑を

確認 した。 4層 は明灰茶褐色砂質土で、中世の包含層であり、最も南端の桝 1では柱穴と考えられるピット数基

を確認 した。 5層 は茶褐色砂質土で古代、 6層 は灰茶褐色砂質土で弥生時代後期～古墳時代の包含層と考えられ
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図28 調査位置 (縮尺 1/1500)

~      4明 灰茶褐色砂質土:Mn多 い。 ①暗灰色粘土
l造成±           5茶 褐色砂質土 :Fe、 Mn含む。 ②暗灰茶褐色粘土
2暗灰色粘土 1炭多い。     6灰茶褐色砂質土 :Fe多い。   ③灰茶褐色粘土～粘質土
3明緑灰色粘土 :辰、Mn含 む。 7灰褐色粘土 I Fe多 い。     ④黄灰茶褐色砂質土

図29 土層柱状図の位置と土層断面 (縮尺 1/1250、 1/50)

る。7層 は灰褐色粘土で、弥生時代中期の包含層の可能性がある。また、桝

4-6間で確認した①～④層では、粒子が細かく粘性の強い湿地性の堆積物と

考えられる粘質土層が確認された。

土層観察から、同地域は、桝 1～ 4間では大きな地形の起伏は認められず、

おおむね平坦な地形であるといえる。lA1 4-5間 で 2層 から切 り込むかたちで粘性の強い粘土が堆積 してお り、

この部分には谷状の落ちがあつたものと推定される。ただし、桝 6で はこの堆積が認められず、谷状の落ちは桝

4-6間 の幅で収まると考えられる。

c.ま とめ

今回調査 した汚水管が南端部で接続する汚水配管は1999年度に立会調査を実施 した調査46の 区間
(1)に あたる。

鹿田地区の南半部を南北に約170mに わたって掘削 したことになる。その成果もあわせると、鹿田地区では南辺

付近に中世段階の幅広の溝が多数掘削される。それ以北では、第 9・ 11次調査地点で検出した溝が通る部分もあ

るが、今回の調査の桝 5付近で確認 した谷状の落ち込みまで、中世以降は比較的安定 した微高地が広がることが

予想される。                                        (野 崎 )

註 (1)横田美香2000「鹿田地区」『岡山大学構内遣跡調査研究年幸R17』 pp.23-25 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

総合教育研究棟外構工事に伴う調査 (鹿 田BL～ B S45～ 53区 )

a.調査の経過

本調査は2002年度に発掘調査を実施した鹿田遺跡第13次調査地点の周囲に埋設される雨水・汚水・実験排水設

備敷設に伴う立会調査である。本調査地点の周辺には、北東に第 5次調査地点 (管理棟)、 南西に第 7次調査地

点 (基礎研究棟)がある。また、第13次調査地点では近世 。中世・古墳・弥生の各時期で遺構が密に検出されて

おり、今回の工事においても掘削深度の大きい部分では遺構にかかることが予想された。調査は2003年 10月 8日

から11月 19日 までの期間で、工事の進行にあわせて随時実施した。

0       20m
十

一
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第2章  鹿田遺跡の調査研究

b.調 査の概要

1層 は近代以降の造成上である。 2層 は明灰褐色粘土で近代の堆積である。 3層 は暗灰色粘上で近世の堆積で

ある。 4層 は暗緑灰色粘質土、 5層 は暗緑灰褐色砂質土で、中世の堆積層である。 6層 は暗灰責褐色砂質土で、

古墳時代初頭の遺構が上面から掘削されている。 7層 は灰黄褐色砂質土で、弥生時代後期の包含層である。 8層

は南辺で確認された淡青灰色粘質土、 9層 は明黄褐色砂質土でいずれも弥生時代後期以前の堆積層 と考えられ

る。

遺構は第13次調査範囲の東側管路 (断面 6)で密に検出された。検出された遺構は 5層 、 6・ 7層 上面から掘

削されている。 5層 では井戸、土坑を確認 した。土坑からは情鉢、椀等の中世の遺物が出土 してお り、 5層 から

掘削される遺構は中世に属すると考えられる。 6・ 7層 では溝、ピットを確認 した。溝からは高杯等が出土 して

おり、 6・ 7層 の遺構は弥生～古墳時代前期に属すると考えられる。

c.ま とめ

本調査区は第13次調査範囲を取 り囲むように設定された排水路であるが、北辺 。西辺では掘削深度が小さく、

遺構の広が りを確認 し得なかった。東辺・南辺では周辺へ遺構が広がることを確認できたが、第13次調査地点で

確認された 3ヶ 所の大規模な土器だまりの延びについては明確にはできなかった。

0          1m

―

(野崎 )

1 造成上
(E)2 明灰褐色粘土

3 暗灰色粘上
4 暗緑灰色粘質土

知m工 諮層離 ぁ畳皇
粒魏

5b暗緑茶褐色粘質土
6a暗灰黄褐色砂質土 :Fe合むc

6b暗灰褐色粘土
7 灰黄褐色砂質土 :Fe含む。
8 淡青灰色粘質土

1°m≧坑現写緑魯P質
土:Fe含む。

① 暗緑色粘土 :炭含む。
② 暗緑褐色粘上
⑥ 暗緑灰色強粘土

1/40)図31 土層柱状図 (縮尺

※矢印は柱状図
断面図の位置

図30 調査位置・土層柱状図位置
(縮尺 1/800)

⑥
　
肺
一

７⌒５⌒　［
ω
　
臨
一

井戸
① 暗灰褐色粘土  ⑥ 緑灰褐色砂質土
② 灰褐色粘土   ⑦ 明緑色弱粘質上
③ 明灰褐色粘土  ⑥ 淡緑灰色砂質土
④ 緑灰褐色砂質土   :Fe多 く合む

1炭多く含む。  ③ 緑灰色土
⑤ 明緑灰褐色砂質土 :黄色ブロック含む。

0         1m

―

土坑①暗緑責灰褐色砂質土   溝①緑灰色土    ビットPl ①暗黄緑灰色砂質土
:炭多く、黄色プロック含む。 ②緑灰色砂質土       ②暗緑灰色砂質土

②明緑灰黄褐色砂質土:炭   ⑥明緑灰色砂質土    P2 暗緑灰色砂質上
③明灰黄白色砂質土      ④暗黄緑灰色砂質土    P3 暗黄灰褐色砂質土
④暗緑茶褐色土        ⑤明緑灰色砂質土    P4 暗灰褐色～晴緑灰褐色砂質土
⑤明緑茶褐色砂質土      ⑥淡緑灰色砂質土    P5 明緑灰黄褐色砂質土

:Fe多 く、Mn含 む。     ②淡緑灰自色砂質土   P6 明灰黄褐色砂質土

図32 5～ 7区間 土層断面 (縮尺 1/40)

第13次調査地点
(総合教育研究棟)

羮霞
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表 8 2003年度鹿田地区調査一覧

番号 種類 構内座標 所属 調 査 名 称 調査期 間 掘削深Px(Grm) 備 考

] 発掘 CD～ CM12～ 20 医病 病棟新営 2期工事 731～ 1217 17
調査面積1331ド、弥生～古墳時代 の畦畔 溝、

中世の井戸 土坑 溝、近世のため池 土抗 く廣

田遺跡第14次調査 〉

2 発掘 BQ～ BS45 46 医
総合教育研究棟外構工事 (ポ ンプ槽 校

水槽 )

1016～ 29 と,9 調査面積304mを、中世溝群、古墳初頭井戸 溝

〈鹿田遺跡第15次調査 〉

3 立会
CN12

CM CN21、 CR27
医病

基幹 染境整備工事 (外灯 樹木 自範

車置場撤去 移設、排水配管掘削 )

7 14,23 外灯移設地点では近世層 ?ま で掘削、その他造う

土内

4 立 会 よM5、 Bレ 3～ 45 医
総合教育研究棟新営機械設備工事 (ガス

配管埋設 )

821～ 22 085 近世層確認

5 立 会
BSヽ BZ45

CAヽ C046、 C045
医

総合教育研究棟新営その他工事 (屋外夢|

水)

821～ 912 17
称生中期 ?包含層 まで掘削、近世土坑 中世ピッ

ト多数確詔、低地部確認

6 立 会 B」43～ 45 医 総合教育研究棟新営電気設備工事 916～ 17 10 〕L-065mで 近tr層確認

7 立会 AK61 医 医学部外灯建柱工事 10 造成上内

8 立 会 BQ～ BS45 医
総合教育研究棟新営機械設備工事 儲

水 ‐消火配管埋設 )

近世層確認

9 立会 BL～ BS45～ 53 医
総合教育研究棟外特工事 (雨 水 汚水

実験排水 )

108～ 1119 08～ 175 林生中期包含層まで掘削 した箇所あ り、古墳時傘

善、中世井戸、近世土坑等を確認

立会 BR～ BS50～ 54 医 総合教育研究棟給水配管埋設工事 11,11～ 13 085～ 133 多 くは既設、一部で中世唇確認

11 立会
BK47～ 53

BS50 53 医 総合教育研究棟外椿工事 (樹木移植 ) 1117■ 8、 12ち 065～ 0,9 多 くは造成土内、一部で近代層確認

立 会 BK BR46 医 総合教育研究棟外構工事 (車止め設置) 1119 0_6～ 08 造成土内 既掘工事内

立 会 BR53、  BL54 医 総合教育研究棟外構工事 (外灯 ) 14 中世層まで掘削

立 会 ASヽ AY65 68 医
安全衛生管理対策 (床  換気等改修)工
事 (解剖実習棟改修工事 )

04116 05～ 09 靴設工事内
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第 2章  鹿田遺跡の調査研究

彪Z褒珍
発掘調査地点 (丸囲み番号)

100 kn

■ ● 立会調査地点       ※番号は表2の調査番号に対応する。

図33 2003年度の調査地点 【2】 ―鹿田地区― (縮尺1/2500)
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第 3節 鹿田遺跡の研究

第 3節 鹿田遺跡の研究

鹿田遺跡第14次調査出土木簡について

岩崎 志保

a. |よ じど心に

2003年度に実施した鹿田遺跡第14次調査では、中世の井戸より木簡1点が出土した。鹿田遺跡での木簡の出土

は今回で4例 目であり、貴重な事例が増加したことになる。調査の概要については「第 1節Jを 参照されたい。

本稿では今回出土した木簡の概要を紹介し、これまでの事例も加え、その意義について考えてみることとする。

なお、遺構・遺物に関する詳細については、まだ整理途上であることを断っておきたい。

bi第 14次調査出土木簡

① 出土遺構

木簡が出土した遺構は、調査区の北側、鹿田地区構内座標ではC E18区 に位置する土坑 (井戸)である。上面

が径 lm程のほぼ円形を呈する素堀 りのもので、検出面からの深さは1,6mで ある。上面から深さ0.5mま では

ややすり鉢状に傾斜し、それより下位はほぼ垂直に近い傾斜である。

埋土は9層 に分けられる。木簡は、使用中の流入土と考えられる9層 〈灰色粘土〉の上に堆積する8層 〈灰色粘

土〉中より出土している。8層 には有機物を多く包含している。木簡と一緒に出土した遺物には木製櫛 1点・土師

質椀 1点 。瓦器椀 2点等があり、これ

らの遺物から推定される本遺構の年

代は平安時代後半～末である。

② 木簡の形状と釈文

出土 した木簡は大きく3片 に割れ

ているが、接合する破片であり、最

大 長43.3cm、 最 大 幅5。 5cm、 最 大

厚0.6cmで ある。上端は角 を落 と

して円みをつけている。下端は欠損

しているため、全長や、全体の形】犬

は不明である。保存状況は比較的良

く、上部 1/4の 墨書は肉眼でも判

読が可能であった。中央部分はおそ

らく外気にさらされていた影響と考

えられる面の荒れや、反 りが認めら

れる。この部分については赤外線カ

メラ撮影装置による撮影での判読を

行った。

本資料は「呪符」木簡である。表

面には上から「天岡星」の文字が認

められる。天岡星は道教の神で北半

図34 鹿田遺跡第 9・ 11・ 14次調査木簡出土地点 (縮尺 1/1600)

ミ

Ａ
弐
キ

Ｃ

　

　

Ｃ

※第14次調査 土坑18② 第H次調査 SD 4
①第9次調査 SD24 ③第9次調査 井戸4

ｍ

一〇２〇一

図35 木簡出土状況
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第2章 鹿田遺跡の調査研究

~監

影 多

多

①第9次調査 (縮尺1/4)

9   仰 8鶏絆 濫Nlパ

図36 鹿田遺跡出土木簡

七星の別名ということである。天岡星の効能には治病・消災・延命が主たるものとして挙げられる。続いて星座

を示した図柄と、「辟邪」とも見られる顔面、「星」と見られる字が描かれている。星座を示すと見られる図柄は

中央部より下位にも認められる。また下の破片には、ちょうど断裂部分に集中して文字が書かれている。四文字

ずつ、少なくとも三段、おそらく四段にわたって書かれていることがわかる。最上列には「王王王王」、二段目

「□田□□」三段目「木火金水」、四段目「□□□□」、その他にも墨痕は認められるものの、判読することはか

なわなかった。「木火金水」とは陰陽五行説に関連する文言である。中国に起源する思想で、日本では古代にお

いて特に重んじられたものであり、古代人の生活に必要な五つの素材 (木火土金水)を示している。木火金水の

順となるのは「五行相生説」が基礎となるものである。

裏面にははっきり文字と認められるものはないが、下方に墨痕かと思われるものは見られる。

このような「天岡星」呪符木簡の出土例は、草戸千軒遺跡 (13次 SX落ち込み。27次 S K1825)。 尾道市街地

遺跡等、他にも数例が知られている (図 37)。

c.そ の他の鹿田遺跡出土木簡

鹿田遺跡からは、以前にも木簡3点が出土している (図 36)。 これらのうち、③の詳細については既に報文が

あるため、ここでは①②の2点について述べることとする。
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①は今回の出土木簡と近似 した時期の、同じく「呪符

木簡」である。一辺25m程 の方形を呈する池状遺構の

底面から出上した。墨書の内容については残存状況が悪

く、赤外線カメラ撮影装置によってようやく判読できる

程度であった。

②は墨痕がほとんど見えず、墨で書いた部分の木質が

わずかに浮き上がっていることから判読できた内容であ

る。かなり風化が進んでいることから、野外でさらされ

ていたことが窺える。「×正四年Jの年号から推定され

る元号は「寛正四年 (1463)J 。「永正四年 (1507)J ・

「天正四年 (1576)」 のいずれかである。内容は何らか

の仏事に関するもので、菩提か逆4界のため供養法楽をお

こなった記録であることが窺える。

d.ま とめ

これまでに鹿田遺跡から出土 した木簡は、大きく分け

ると呪符木簡と供養木簡とに大別できそうである。また

時期的にみると呪符木簡は平安時代のもの、供養に関す

るものはそれよりも新 しく室町時代以降のものと分ける

ことも可能である。

第3節 鹿田遺跡の研究

①革戸千軒町遺跡SX639
②草戸千軒町遺跡SK1825
③ 4ヽす|1城跡
④尾道市街地遺跡

…
・

∝m

ヽ
都

④

図37 本簡の類例 (縮尺 1/4)

目

目

――

．
．

日

日

望

②

呪符木簡は、全国的に見てもその多くが集落跡からの

出土であり、鹿田遺跡の例も同様である。その使用目的としては①物忌み、②地鎮、③疫病除け、④悪霊除けの

4つ に大別される。このうち「天岡星」符は疫病除けに使用されることとが多いようである。また9次調査の呪

符木簡については判読できる文言から、「急ク如律令」という呪句が続いていたものとみられ、物忌みに使用さ

れた可能性が高い。

このような中世におけるまじない 。信仰の証左は、日本各地で見つかってきており、当時の生活の一端を示す

貴重な資料である。鹿田遺跡が特異な場所であったのでは決してなく、たとえば近隣では、岡山市百間川米田遺

跡や福山市草戸千軒町遺跡でも呪符木簡の出土が認められるように、中世の集落には普通に見られる習慣・風習

であったといえる。その一方で、平安時代後期の星宿信仰は主として貴族の間に流行していたということゃ、祈

祷にはそれなりの財力が必要といったことから、呪符木簡を出土する集落の性格や位置づけといった点も興味深

いところである。

今回は資料紹介にとどまったが、今後遺構・遺物の詳細な検討を行っていく中で、鹿田の集落での空間的・時

期的変遷を整理して、改めて木簡資料についても考えていくこととしたい。

鹿田遺跡の木簡釈文に関しては、岡山大学文学部久野修義 。今津勝紀先生より御教示を得た。なお、木簡資料

については、暫定的な内容であり、今後の整理・検討を経た後に正式報告を行うこととする。

引用・参考文献

山本悦世・久野修義2000「 岡山・鹿田遺跡J『木簡研究』第22号 pp.203-205 木簡研究会
喜田敏・岩崎志保2000「鹿田遣跡第 9次調査・鹿田遺跡第11次調査J『岡山大学構内遺跡調査研究年報』17 岡山大学埋蔵文化財調査
研究センター

広島県立歴史博物館1990『中世の民衆とまじない (春の企画展図録)』

巽淳一郎1996「 まじないの世界ⅡJ『 日本の美術』No.361
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第 3章  その他地区の調査研究

第 3章 その他地区の調査研究

第1節 東山地区の調査概要

2003年度は東山地区で 1件の立会調査を実施 した。調査 1は 附属教育実践総合センター環境整備工事に伴う外

灯移設である (表 9)。 移設元・移設先の 2カ 所で、いずれも0.8× 0.8mの 範囲をGL-lmま で掘削 し、近代

層と思われる青灰色粘質土まで達 した。                            (岩 崎 )

表 9 2003年度東山地区調査一覧

■立会調査地点

【3】 ―東山地区― (縮尺1/3000)

番
号 種類

内
標

構

座 所属 調 査 名 称 調査期間
掘削深度

(GL m)
備 考

1 立 会 教育 教育学部附属教育実践総合センター環境整備工事 04.2.25
青灰色粘質土 (近代 ?)
まで掘削

図38 2003年度の調査地点
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第 1節 調査資料の整理・研究

1.調査資料の整理

2003年度において調査資料の整理で中心となったのは、津島岡大遺弥第15次調査 と第17・ 22次調査、そして第

27次調査の資料である。いずれも、特に縄文時代後期の遺構 ,遺物が注目された調査地点である。

津島岡大遺跡第15次調査では、生業に関する遺構として貯蔵穴から水田への推移を、縄文時代後期から弥生時

代前期に向けて提えることができた。その中で河道部と微高地上の土地利用状況や変化を分析できた点は大きな

成果である。第27次調査では、縄文時代後期における微高地上の利用状況を確認 し、その中で、炉の存在に注目

した分析を行つた。

遺物面では、こうした 4地点の調査からは縄文時代後期前半を中心とした遺物が豊富に出土 しており、中期末

～中津式、あるいは福田K2式 などの土器編年を考える上で、貴重な資料を提供することとなった。

以上の分析・整理作業の結果を受けて、2003年度に刊行 した発掘調査報告書は、『津島岡大遺跡13」 と F津島

岡大遺跡 14』 である。年度前半期に刊行 した前者は、2001～ 2002年度に発掘調査を実施 した津島岡大遺跡第27次

調査の報告書であり、縄文時代後期の炉の形態と機能についての考察を行った。年度末に刊行 した後者は、1995

～1996年度に調査 した津島岡大第15次調査の報告書であり、縄文時代の貯蔵穴と弥生時代の水田に注目した考察

と出土地点別の石器組成から土地不1用 を考えた考察を掲載 した。いずれも、縄文時代の集落遺跡をして、遺構・

遺物ともに良好な資料を報告することができた。

自然科学的分析では、鉄津類 (津島岡大遺跡第10次調査・第19次調査出土)の成分分析 と棒火矢 (同遺跡第12

次調査出土)に使用された火薬の成分分析を行つた。鉄津に関しては川鉄テクノリサーチ株式会社に伝頼 し、棒

火矢の火薬に関しては、岡山大学理学部地球科学科松田敏彦助教授にご助力頂いた。その他に、津島岡大遺跡に

おいて弥生時代早期～前期の鍵層 となっている「黒色土Jの形成原因を解明する試みとして、土壌分析を行い、

岡山理科大学の白石純氏にご協力頂いた。それぞれの分析結果については、次項で報告 している。  (山 本 )

調査資料の分析

(1)津島岡大遺跡 (第 10次・第19次調査)出土鉄滓類の分析

津島岡大遺跡第10次調査 (保健管理センター新営予定地)お よび第19次調査 (コ ラボレーションセンター新営

予定地)か ら出土していた鉄津について、自然科学的分析を川鉄テクノリサーチ株式会社に依頼して実施した結

果、「古墳時代後期においては、津島10次・19次調査地点周辺で、鍛冶等に関連する作業が行われた」という想

定を補強するデータを得た。分析結果は、以下に報告する。なお、両調査に関する発掘調査報告書は、『津島岡

大遺跡11』
(D・

F津島岡大遺跡12』
②として2002年度に発刊されている。

註 (1)山本悦世 岩崎志保2003『津島岡大遺跡■』岡山大学構内遺跡発掘調査報告第16冊  岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

(2)野崎貴博2003『津島岡大遺跡12』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第17冊 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
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津島岡大遺跡から出土 した製鉄関連遺物の自然科学的分析

川鉄テクノリサーチ株式会社

tよ じめに

調査の観点 として、鉄津の製鉄原料の推定、製鉄工程上の位置づけ、観察上の特記事項などを中心に調査 し
た。その結果について報告する。

調査項 目および試験・観察方法

(1)調査項目

調査資料の記号、出土遺構・注記および調査項目を表10に示す。

(2)調査方法

i)重量計測、外観観察および金属探知調査

資料重量の計量は電子天秤を使用 して行い、少数点 2位以下で四捨五入 した。各種試験用試料を採取する前
に、資料の外観をmm単位まであるスケールを同時に写 し込みで撮影 した。資料の出上位置や資料の種別等は
提供された資料に準拠 した。

着磁力調査については、直径30mmの リング状フェライ ト磁石を使用し、感応検査により「強・補強・中・補
弱・弱Jの 5ラ ンクで、個別調査結果 を表示 した。遺物 内の残存金属の有無 を金属探 知機 (MC i metal
checker)を 用いて調査 した。

�)化学成分分析

化学成分分析は鉄鋼に関する」IS分析法に準 じて行つている。
・ 全鉄 (T Fe):三塩化チタン遠元一ニクロム酸カリウム滴定法。
。金属鉄 (M Fe):臭 素メタノール分解―EDTA滴定法。

・ 酸化第一鉄 (FeO):ニクロム酸カリウム滴定法。
・ 酸化第二鉄 (Fe203):計算。  ・ 化合水 (CW):カ ールフィッシャー法。
・ 炭素 (C):燃焼―赤外線吸収法。
・ ライム (CaO)、 酸化マグネシウム (MgO)、 酸化マンガン (MnO)、 酸化ナ トリウム (Naッ 0)、 イオウ (S)、

珪素 (Si)、 マンガン (Mn)、 リン (P)、 銅 (Cu)、 ニッケル (Ni)、 クロム (Cr)、 アルミニウム (Al)、 バナ
ジウム (V)、 チタン (Ti)i ICP発光分光分析法。

・ シ リカ (Si02)、 アル ミナ (Alz03)、 酸化 カジレシウム (CaO)、 酸化マ グネシウム (MgO)、 酸化 チ タ ン

(Ti02)、 酸化リン (P205)、 酸化カリウム (K20):ガ ラスビー ド蛍光X線分析法。
但 しCao、 MgO、 MnOは含有量に応 じて ICP分析法またはガラスビー ド蛍光X線分析法を選択。

。カルシウム (Ca)、 マグネシウム (Mg)、 酸化ナ トリウム (Na20):原 子吸光法。
なお、鉄淳中成分は、18成分 (全鉄 T Fe、 金属鉄 M Fe、 酸化第一鉄 FeO、 酸化第二鉄 Fe203、 シリカ

Si02、 アルミナ A1203、 ライム CaO、 マグネシア MgO、 酸化ナ トリウム NttO、 酸化カリウム K20、 酸化チタン
Ti02、 酸化マンガンMnO、 酸化 リンP205、 化合水 C W、 炭素 C、 ヴァナジウム V、 銅 Cu、 コバル トCO)を
化学分析 している。

鉄器中成分の化学分析は、13成分 (炭素 C、 シリコン Si、 マンガンMn、 リン P、 イオウ S、 銅 Cu、 ニッケル
Ni、 コバル トCO、 アルミニウム Al、 ヴァナジウム V、 チタン Ti、 カルシウム Ca、 マグネシウム Mg)を 化学
分析 している。

�)顕微鏡組織写真

資料の一部を切 り出し樹脂に埋め込み、細かい研磨剤などで研磨 (鏡面仕上げ)す る。金属鉄はナイタール

(5%硝酸アルコール液)で腐食後、顕微鏡で観察 しながら代表的な断面組織を拡大 して写真撮影 し、顕微鏡組
織および介在物 (不純物、非金属鉱物)の存在状態等から製鉄・鍛冶工程の加工状況や材質を判断する。原則と
して100倍および400倍で撮影を行う。必要に応 じて実体顕微鏡 (5倍～20倍)に よる観察もする。
�)X線回析測定

試料を粉砕 して板状に成形 し、X線 を照射すると、試料に含まれている化合物の結晶の種類に応 じて、それぞ
れに固有な反射 (回析)さ れた特性 X線が検出されることを利用 して、試料中の未知の化合物を観察・同定する
ことができる。多 くの種類の結晶についての標準データが整備されており、ほとんどの化合物が同定される。
測定装置 理学電気株式会社製 ロータフレックス (RU-300型 )

測定条件
①  使用X線 Cu―Kα (波長=1.図178A)
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②  Kβ 線の除去

③  管電圧・管電流

④  スキャニング・スピード

⑤  サンプリング・インターバル

⑥  DSス リット

⑦  RSス リット

③  SSス リッ ト

③  検出器

グラフアイト単結晶モノクロメーター

55kヽ/・ 250よ狂a

4.0° /min
O.020°

1°

0.15mm
l°

シンチ レーシ ョン・カウンター

v)胎土・耐火材遺物の耐火度試験および耐火度推定

耐火物及び耐火物原料の耐火度試験は、」IS R 2204(耐 火物及び耐火物原料の耐火度試験方法)及 び JIS R 8101

(耐火度試験用標準コーン)に準拠 して測定する。

遺物資料を粉砕 (180μmの舗通過)し 、規定 (量的に少量であるから寸法は第 2種の小型 :幅 7mm、 高さ27

mm)の ゼーゲルコーンを成型する。このゼーゲルコーンを傾斜80° で受台に装着 し、毎分 5℃で加熱する。
コーンの先端が曲が り始め、受台に接触 したときの温度を溶倒温度とする。

これまでの耐火度の測定結果と胎土の化学成分の分析結果を146資料について整理 した。

耐火度 y(ゼーゲルコーン溶倒温度、℃)と 胎土の化学組成因子 fxと の関係について、次を得ている。すな
わち、y=110。 98 �+927.82

ここで、�=(25.8A1203+5.2Si02)/(146MgO+448MnO+78.6CaO+12.5T Fe+10.4Ti02)

調査結果および考察

分析調査結果を図表にまとめて42～ 44頁 に示す。表10に調査資料と調査項目をまとめた。表中の○印が調査実

施項目を示す。表11は鉄津の化学成分分析結果、表12は胎土の化学成分分析結果と耐火度の計算値ならびに表13

は鉄津資料のX線回析鉱物・顕微鏡組織をそれぞれ示す。

化学成分分析、顕微鏡観察およびX線回析の結果等を考慮 し、考察する。各資料について、タイ トル :資料番

号、資料種別 (括弧内は推定された製造工程 )、 着磁力、MC(金属探知機判別)を 一行で示す。そ して、各資

料の調査項目、すなわち、外観観察、顕微鏡組織観察、X線回析測定、化学成分分析および SEM観祭の調査結
果をまとめ、考察する。各資料の最 も確からしい推定結果を最後にまとめる。以下、資料番号順に述べる。

(資料 No.1〉 輔羽回、着磁力 :無、MCi無
外観 :外観写真を42頁図39に 示す。総重量は81.6g、 長さ68mm× 幅55mm×厚 さ22mm。 先端に灰色の発泡 し

た溶融津が付着 している羽口片で、遺存部分から推定すると外径70mm、 内径25mm程度か。着磁力は先端付着
津部でわずかに感応する。内側の胎土はやや濃い肌色で白色・褐色の砂礫が混入し功 (ス サ)と 思われる植物繊

維痕も見える。灰色の土と表皮側の熱影響部を避けて試料採取する。

耐火度 :胎土の耐火度 yを 化学成分因子 fxか ら推定 した計算結果 を表12に 示す。耐火度は1,420℃ (� =
4,33)と 得られ、図43に プロットした。耐火度の測定結果は1,405℃ と得 られた。既往の値 と比較 して、本資料
の耐火度は羽口として通常の温度である。

化学成分 :胎土の化学成分分析の結果を表12に 示す。シリカ (Si02)、 アルミナ (A1203)を 主成分 (87.2%)
とするムライト (Mullite i 3 A1203・ 2 Si02)系耐火材で、酸化鉄 (2.8%Fe203)と アルカリ成分 (K20+Na20=
3.5%)を 含んでいる。原料には、通常の木節系粘土に、シリカ成分の高い陶石系または長石系の胎土原料を配
合し焼成 したもの、と推察される。

したがつて、本資料は、製鉄用羽日の上質粘土材で、使用には十分耐えた羽口胎土と推定される。

(資料 No.2)鉄淳 (鍛冶津 (含鉄銹化物 ))、 着磁力 :強、MCi無
外観 :外観写真を42頁 に示す。総重量は19.5g、 長さ29mm× 幅26mm×厚さ20mm。 全体が橙色の水酸化鉄 と

上の酸化鉄瘤に覆われた小型資料。銹化鉄塊系遺物か。銹化瘤を避けて切断し、試料採取する。銹化鉄児か鉄淳
か切つてみないとわからないが、着磁力が強いため残存金属鉄の小片でも見つかるとよいが。試料調整時に残存
金属は見られなかった。

顕微鏡組織 :ミ クロ組織写真を43頁 に示す。No.2-1、 No.2-2と も、写真全体に白く霞がかかったよう
に見える。オキシ水酸化鉄 (安定なゲーサイ ト)が存在すると推察される。写真 No.2-1は 、オキシ水酸化鉄
で、本来は自色繭玉状ウスタイ トと金属鉄が共存 していたと推察される。写真 No.2-1は 、金属鉄 と炉壁材が

接 した資料で、金属鉄は完全に銹化 し、オキシ水酸化鉄 (ゲーサイト)に なっていると推察される。なお、着磁
力が強で、MC反応が無の資料は、金属鉄が存在 しないで、マグネタイ ト (Magnetite i Fe304)が 存在すること
を示す。 (参考 :鉄 さびの経年過程を参照 )

X線回析 :回析結果を表13に示す。マグネタイト、ゲーサイト、ウスタイトとヘマタイ トが同定された。酸化
鉄 。水酸化鉄の鉱物である。

化学成分 :化学成分分析の結果を表11に 示す。全鉄 (T Fe)54.5%に対 して、酸化第一鉄 (ウ スタイ ト :
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FeO)は 16.6%、 酸化第二鉄 (ヘ マ タイ トi Fe203)は 59.2%で 、Fe203と FeOの 比率 は、78:22で 、シリカ

(Sttica i si02)12%で は平衡状態図 (参考 :鉄津の平衡状態図を参照)の マグネタイ トとヘマタイ トの境界領
域に近 く、金属鉄は完全に銹化 していると推察される。また、化合水を4.7%含 むことからも金属鉄が銹化 し、
オキシ水酸化鉄 (ゲーサイト)を生成 していると推察される。

津化 (溶融ガラス化)成分の指標 となる造津成分 (Si02+AL03+CaO ttMgO ttNaヮ OttK20)は 16%で ある。

砂鉄原料に含まれていたと考えられる二酸化チタン (Titanium dioxide i Ti02)は 0。 2%と 低 く、バナジウム

(Vanadium i V)0.002%と 低い。鉱石に含有する成分の一つである銅 (Copper i cu)は 0.001%と 少ない。酸
化マンガン (MnO)含有量は、砂鉄系に含まれる値よりも、 5～ 10倍高い。

本資料の製造工程の位置づけとして、これまでの化学成分分析の結果 (データ)を整理 し、図40～ 42に 示す。
図40・ 41で は鍛冶津を、図42で は、MnO/Ti02比 とTi02/T Fe比の関係から鉱石系鉄津を示 している。金属組

織から金属鉄は完全に銹化 し、顕微鏡組織を消失 しているが、鉱石系の精錬鍛冶滓または鍛錬鍛冶津の金属鉄が

含まれていた、と推察される。

以上の結果を総合すると、本資料は、①鍛冶滓 (含鉄銹化物)で、②鉄源には鉄鉱石を使用 した可能性が高
い、と推定される。

(資料 No.3〉 鉄津 (鉄鉱石系精錬鍛冶淳)、 着磁力 :強、MCi無
外観 :外観写真を42頁 に示す。総重量は19.5g、 長さ56mm× 幅47mm×厚さ29mm。 3面 に割欠面を有し、 2

片に割れたものを接着してある資料。破面からは黒色発泡粗愁な淳の様相を呈する。表面には灰色の土が固着し
ているが、剥がれた部分からは緻密な黒い鉄津が確認できる。表度の土は除去して試料採取する。
顕微鏡組織 :ミ クロ組織写真 を43頁 に示す。写真 No.3-1の 前面に白色繭玉状・樹枝状のウスタイ ト

(Wustite:FeO)と 写真の背面にファイヤライト (Fayalite i 2 FeO・ Si02)が観察される。写真No.3-2も
ウスタイトと多量のファイヤライトが観察される。
X線回析 :回析結果を表13に まとめた。ウスタイト (Wustite:FeO)、 マグネタイト (Magnetite i Fes01)が

同定された。

化学成分 :化学成分分析の結果を表11に示す。全鉄51.7%に対して、ウスタイトは49%、 ヘマタイトは19,2%
で、Fe209と FeOの比率は、28:72で、シリカ14%で、平衡状態図のウスタイトの領域にあり、還元反応が進行
していたと推察される。酸化マンガン (MnO)含有量が、砂鉄系に含まれる値よりも、約10倍高い。
津化成分の指標となる造津成分は29%で 、砂鉄原料に含まれていたと考えられる二酸化チタン0,17%で 、バナ

ジウム0.006%、 銅0.001%と 少ない。本資料の製造工程の位置づけとして、図40～ 42に 、分類を示す。本資料
は、図40,41に おいて、砂鉄系か鉱石系か判断が難しいが、鍛冶津に近い。図42で は、鉱石系製錬津のグループ
に属している。したがって、製錬の後期から精錬の中期の工程で生成した鉄津で、金属鉄が生成する段階にあっ
たと推察される。
以上の結果を総合すると、本資料は、①精錬鍛冶津で、②鉄源には鉄鉱石を使用した可能性が高い、と推定さ

れる。

(資料 No.4)鉄津 (炉壁付着津 )、 着磁力 :弱 、MC:征
外観 :外観写真を42買 に示す。総重量は364.9g、 長さ128mm× 幅62mm×厚 さ60mm。 全体が灰褐色と黒色の

まだら模様で、牡蠣状の大きな資料。ガラス質で一方に炉壁材と思われる変色部分があり、炉壁溶融部か炉壁付

着津であろう。中央の黒灰色の瘤状になった部分から試料採取する。

顕微鏡組織 :ミ クロ組織写真を43頁 に示す。写真 No.4-1の前面に軟化溶融 した胎土成分中に気泡が観察さ
れる。写真 No.4-2にはやや赤色を呈するガラス質津が観察される。したがって、炉壁材が軟化したガラス質
津と推察される。

X線回析 :回析結果を表13に示す。シリカ (Quart2:Si02)と クリス トバライ ト (Cristobalite i Si02)の みが

同定された。胎土成分がガラス化 しているため、回析されない。

化学成分 :化学成分分析の結果を表11に示す。全鉄3.8% に対 して、ウスタイ トは0.6%、 ヘマタイトは4.4%
で、Fe203と FeOの比率は、87:13で、シリカ73%で 、平衡状態図のクリス トバライ トの領域にあ り、胎土成分
と推察される。

津化成分の指標となる造津成分は93%で 、砂鉄原料に含まれていたと考えられる二酸化チタン0.6%で、バナ
ジウム0.005%、 銅0.001%と 少ない。本資料の製造工程の位置づけとして、図40・ 41に、分類を示す。本資料
は、図40・ 41に おいて、炉壁付着津のグループに属 している。
以上の結果を総合すると、本資料は、①炉壁付着淳、と推定される。

(資料 No.5)鉄淳 (鉄鉱石系製錬津)、 着磁力 :弱 、MCi無
外観 :外観写真を42頁 に示す。総重量は182.8g、 長さ77mm× 幅44mm× 厚 さ40mm。 害1欠面は 2つ。ごろり

とした礫状資料。発泡 した凹凸のある面には、灰茶色の土砂が凹部に詰まっている。平坦な一面には石英質の砂

礫や長さ5mm、 幅 3mm程 度の白い石灰質状のものもある。小魚の骨ででもあろうか。試料採取は付着土砂や
埋没砂礫を除去 して行う。

顕微鏡組織 :ミ クロ組織写真を43頁 に示す。写真 No.5-1の 前面に僅かに白色繭玉状・樹枝状のウスタイト
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および写真の背面には多角形がやや変形 したファイヤライ ト観察される。写真 No.5-2に も大きなファイヤラ

イトが観察される。

X線回析 :回析結果を表13に示す。ファイアヤライトとウスタイ トが同定された。

化学成分 :化学成分分析の結果を表11に示す。全鉄43%に 対 して、ウスタイトはM%、 ヘマタイ トは2%で、

Fe203と FeOの比率は、 4:96で、シリカ28%で 、平衡状態図のファイアヤライトの領域にあり、遠元反応は僅

かに進行 していたと推察される。

淳化成分の指標となる造淳成分は40%で、砂鉄原料に含まれていたと考えられる二酸化チタン0。 27%で 、バナ

ジウム0.002%、 銅0.001%と 少ない。酸化マンガン (MnO)含有量が、砂鉄系に含まれる値 よりも、10～ 20倍

高い。

本資料の製造工程の位置づけとして、図40～ 421こ 分類を示す。本資料は、図40・ 41において、鉱石系製錬淳ま

たは砂鉄系鍛冶滓に属 している。図42において、鉱石系製錬津に属 している。顕微鏡組織では、フアイヤライト

が主成分であり、酸化マンガン含有量が高いので、鉱石系製錬津と推察される。

以上の結果を総合すると、本資料は、①製錬淳で、②鉄源には鉄鉱石を使用 した可能性が高い、と推定 され

る。

(資料 No.6)鉄津 (鉄鉱石系製錬滓 )、 着磁力 :補強、MCi無
外観 :外観写真 を42頁 に示す。総重量は193.Og、 長さ78mm× 幅50mm×厚 さ45mm。 割欠面は 2つ。全体に

滑らかな凹凸があり、赤橙色の水酸化鉄が凹部に詰まっている。下部には径 8mm程 度の白色鉱物が埋没 してい

る。裏は平らで細かな発泡痕がある。試料採取は付着土砂や埋没砂礫を除去 して行う。

顕微鏡組織 :ミ クロ組織写真を43頁 に示す。写真 No.6-1の全面にやや尖つた多角形のフアイヤライトと僅

かにウスタイ トが観察される。写真 No.6-2に は、No.6-1の多角形が崩れた短冊状のフアイヤライ トが観

察される。製錬岸にみられる組織である。

X線回析 :回析結果を表13に示す。ファイヤライ ト、ウスタイトとマグネタイ トが同定された。

化学成分 :化学成分分析の結果を表11に示す。全鉄43%に 対 して、ウスタイ トは51%、 ヘマタイ トは4%で、

Fe203と FeOの比率は、 8:92で、シリカ30%で 、平衡状態図のファイヤライ トの領域にあり、還元反応は僅か

に進行 していたと推察される。

岸化成分の指標となる造津成分は42%で、砂鉄原料に含まれていたと考えられる二酸化チタン0。 39%で 、バナ

ジウム0.006%、 銅0.005%と 少ない。酸化マンガン (MnO)含有量が、砂鉄系に含まれる値 よりも、約10倍高
い。

本資料の製造工程の位置づけとして、図40～ 42に 分類を示す。本資料は、図40・ 41に おいて、鉱石系製錬津ま
たは砂鉄系鍛冶淳に属している。図421こ おいて、鉱石系製錬淳に属している。顕微鏡組織ではファイヤライトが
主成分であり、酸化マンガン含有量が高いので、鉱石系製錬淳と推察される。
以上の結果を総合すると、本資料は、①製錬淳で、②鉄源には鉄鉱石を使用した可能性が高い、と推定され

る。

まとめ

各資料の調査結果および考察結果を以上に述べた。それらの結果を以下にまとめる。

調査資料は、輔羽日片と鉄岸から構成されている。

(1)資 料 No.1の 羽 口片 は、シ リカ (Si02)、 ア ル ミナ (A1203)を 主 成 分 (87.2%)と す る ム ラ イ ト

(Mulite i 3 A1203・ 2 Si02)系 耐火材で、やや上質胎土と推察される。耐火度は、測定では1,405℃ と計算

では1,420℃ と得られ、通常製鉄用羽口材 として使用には十分耐えた羽口胎土と推定される。

(2)資料 No.2は 、金属鉄が完全に銹化 したオキシ水酸化鉄 (銹化鉄)と 鍛冶淳が共存 している。鉄源は、酸

化マンガン含有量が高いので、鉄鉱石を使用 した可能性が高い、と推定される。

(3

(4

資料 No.3は 、精錬鍛冶滓で、鉄源には鉄鉱石を使用 した可能性が高い、と推定される。

資料 No.4は 、造津成分が93%で 、炉壁付着岸、と推定される。

(5)資料 No.5と 資料 No.6は 、製錬滓で、酸化マンガン含有量が高いので、鉄源には鉄鉱石を使用 した可

能性が高い、と推定される。

【付記〕試料 NO.4の弥生時代後期の「炉壁付着津」については、溝からの出土という点と時期的な問題を鑑
みて、慎重に検討することとしたい。

(岩崎)
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勤ヽ静 斡ゞ斡 2

図39 出土鉄滓外観写真 (番号は資料呑号と一致する)
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註(1)資料番号・記号、資料種別
等は、埋蔵文化財調査研究セ
ンターの記載資料による。

(2)○ は、観察・測定調査の実

施項目を示す。
(3)MC反 応 と は、メ タ ル

チェッカー (金属探知機)に
よる残存金属の有無を示す。

く附記〉

No.1 図102-1
2 図102-M5
3 図102-M4
4 図104、 図版21-1
5 表 3中 「椀形窪J

6 表 3中 「製線法か ?」

表10 調査資料と調査項目 (津島岡大遺跡出土資料)

資
料
Ｎ。

出土 地 点  層 ・遺 構
料
別

資
種 重量 g

着
　
磁
　
力

Ｍ

Ｃ

反

応

外

観

写

真

化

学

成

分

組

織

写

真

Ｘ

線

回

析

耐
　
火
　
度

1 津島岡大10次  7層上半 輔羽口 81.6 征
【

鉦
ヽ

○ ○ ○

2 津島岡大10次  竪穴住居 2

古墳時代後期 鉄津 19.5 強 鉦 ○ ○ ○ ○

3
津島岡大10次  7層下半
図102-M4 鉄淳 84.7 強 鉦 ○ ○ ○ ○

4
津島岡大19次  10層 溝13

弥生時代後期 製錬淳 征 ○ ○ ○ ○

5 津島岡大19次  9層 溝46・ 49
古墳時代後期

製錬津 182 8 え白昂∃ 征 ○ ○ ○ ○

6
津島岡大19次  9層 溝47
古墳時代後期 製錬淳 193.0 冶 強 径 ○ ○ ○ ○

表悧 津島岡大遺跡出土鉄滓の化学成分分析結果 (%)

資料No T Fe M Fe FeO Fe203 Si02 A1203 CaO MgO NaゼO KゼO
|ヒヨ岳 (%)

Fe203 FeO
2 54.5 0.19 59,2 1 67 0。 12 0.12 0.24 21.9

3 51.7 0.17 49,0 13.7 2.16 1.27 0.18 0,85 28.2 71.8

4 3.77 0.19 44 72.6 1,95 1.25 3.16 87.3

5 0.22 53.6 28.2 4.97 4.29 1.55 0.38 0.82

6 42.8 0.11 51.1 30.0 4.30 0.80 0,22 7.7 92.3

資料No Ti02 MnO P205 Co CヽAr C V Cu Ti02/T Fe MnO/TiO? 造津成分

2 0.18 0.30 0.181 0.014 4.66 0.77 0 002 0,001 0.003 1.667

3 0,17 0.71 0.714 0.030 0.89 0.03 0 001 0.001 0.003 4.176 29.2

4 0.65 0.17 0 192 0.001 0.93 0.02 0.005 0.001 0.172 0.262 93 3

5 0.27 1.20 0 205 0.010 0.03 0.002 0.004 0 006 4.444 40.2

6 0.39 0.54 0 203 0.021 0.03 0,006 0.005 0.009 1,385

CW=化 合水、造津成分=Si02+A1203+CaO tt MgO ttNa20+K20

表12 胎上の化学成分分析結果 (%)と 耐火度測定結果 (℃ )

Ig10ss I Ignition toss(1000℃ 加熟減量 )

y(耐火度 (ゼーグルコーン溶倒温度 y)試験法 :」IS R 22能 (耐火物及び耐火物原料の
耐火度試験方法)お よび」IS R 8101(耐火度試験用標準コーン)に準拠 して測定。
y=118fx+912   (粘土遣物未帰属)(化学成分因子 tx<7.0)

ここで、
微=(25,8A120B+5.2Si02)/(146MgO+448MnO+78.6CaO+12.5T Fe+10.4Ti02)

表13 鉄滓資料の X線回折鉱物・顕微鏡組織と製造工程の分類

No T Fe FeO Fe303 CヽV SiOを A1203 CaO MgO
1 2.34 0,46 2.83 2.40 72.0 15.2 0,46

No Ti02 MnO Na20 KヮO C Igloss
耐火度 y(℃ )

f(x) y(計算) y(測定)

1 0.67 0.04 1.15 1.97 0.17 2 70 4.33 1,420 1,405

資料No 資料の種別 X線 回析鉱物 製造工程の分類 出土遺構記号

2 鉄 淳 M、 Co、 おヽ「、 H 鍛冶津 (含鉄銹化物) 津島岡大10次  竪穴住居 2

3 鉄 淳 、Ar、    lvI 鉄鉱石系精錬鍛冶淳 津島岡大10次  7層下半 図102-M4
4 製錬淳 S 炉壁付着津 津島岡大19次 10層  溝13

5 製錬淳 F、  W 鉄鉱石系製錬淳 津島岡大19次  9層 溝46・ 49

6 製錬淳 F、 W、 l�l 鉄鉱石系製錬津 津島岡大19次  9層 溝47
ト

ト

ラ

ガ

ガ

付

ス

マ

ア

ψ

ヘ

フ

Ｗ

Ｈ
Ｆ

1塁罵士迅 決)YG:蚤祭と争弁ヽ i晋礎謝駐よ許路も溜デ、
イト :Fayalite― Fe2Si01)、  S(シ リカ :Quartz― Si02)

鉱物記号
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第 1節 調査資料の整理 研究

(2)棒火矢の火薬成分分析

津島岡大遺跡第12次調査で出土 した近世の棒火矢°)に ついて使用された火薬の成分分析を試みた。事前に火薬

専門機関等数力所に問い合わせたところ、通常江戸時代のものであれば「黒色火薬Jであろうとの予測を得 られ

た。黒色火薬の成分は硝酸カリウム・硫黄・木炭の 3種であり、分析の結果、カリウムと硫黄が検出されれば、

黒色火薬であると確定できるということである。

そこで2003年 7月 に、理学部地球科学科松田敏彦助教授に実物を見て頂いたうえで、サンプルを採取 し、X線

回析装置による分析を実施 して頂いた。

その結果、期待された成分は得られなかった。その要因として、発掘後長時間が経過 していること、保存処理

を経ていることことから、カリウム・硫黄ともにすでに溶け出してしまったものと考えられる。出土直後に周辺

土壌も一緒に取 り上げたうえで、分析することができれば、あるいは良い結果が得られたものと思われる。

今回の成分分析では期待 された成果ではなかったものの、今後の調査・研究に活用される貴重な点が得 られ

た。                                             (岩 崎 )

註 (1)山本悦世・岩崎志保2003F津 島岡大遺跡11』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第16冊

(3)津島岡大遺跡第28次調査土壌分析

津島岡大遺跡第28次調査 (自 然科学系総合研究棟新営予定地)は
)に おいて、主に「黒色土」層の成因を探るこ

とを目的として、土壌の成分分析を実施 した。実施にあたっては白石純氏 (岡 山理科大学自然科学研究所)の御

協力・御教示を得た。

分析試料 :津島岡大遺跡第28次調査共同溝地点の北壁及び東壁より、縄文時代後期～近世まで 9枚の土層につい

て、各 5点ずつ土壌のサンプリングを行った。

分析結果 :表14に土壌の分析値を示 している。各土層からは、合計 5点の上壌をサンプリングし、その平均値を

表に掲載 した。なお、東壁土壌 もほぼ同じ結果となったため、ここでは省略 している。

①各土層で比較すると、10元素のうち Fe元素にのみ差がみられた。

②Fe量は6層 (明黄褐色砂質層)に最も多く含まれ、ついで1l a層 (黒褐色粘質=「黒色土J)に多く含まれて

いた。このことから、Feの量が土層の色調に反映していることは、十分予測される。また、その他の元素に

は、顕著な差がみられず、分析値からはこれ以上の検討はできない。

③土壌のpH値を調べた。すると、5層 までの上層では微アルカリであったが、 6・ 11・ 12層 では中性で、13層

では微アルカリであった。

まとめ :こ の結果を受けて、以下の 2点 についての検討を行った。

表14 土壌サンプリング分析値 (%)

層 位 土 層 PH値 時期 Si Ti Al Fe hln Ⅲ7生g Ca Na K P

黄褐色砂質土 7.3 近 世 62.51 9。 90 7.87 0.23 2.16 2.00 3

黄褐色砂質土 中世 63.24 1.03 9.63 7.10 0.22 2.18 2.82 4

黄褐色砂質土 7.5 中世 66.14 0.92 8.33 5,76 0.13 2.58 2.18 8

4c 淡責灰色粘質土 中世 64.29 9.53 6.23 2.20 2.87 6

5 淡責灰色粘質土 7.3 古代～中世 63.91 9,70 6.30 0。 13 2.08 3.18 5

6 明黄褐色砂質土 古墳 59.69 9,02 12.19 0.19 2.08 2.38 3

1l a 黒褐色粘質土 弥生前期 61.69 9.26 9.50 0.24 2.06 2.31 2.04 0.18

淡黄褐色砂質土 縄文後期 62.65 9.57 7.96 0.23 2.13 0.22

淡青灰色粘質土 7.2 縄文後期 64.46 0,95 9.46 6.26 2.10 2.78 2.08 0.20
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1.鉄分が多いということは、上層から沈殿 してきたものが、黒色土で止まることにより、その上層に多 く堆積

しているものと考えられる。

2,pH値 について、 6,11・ 12層が中性であることの原因は不明である。 しかし黒色上の周辺の土層のみに認

められることから、黒色上の成因を解明する手がかりになる可能性がある。

今回の分析の結果、依然として、不明な点は多いものの、黒色上の成因を考えるひとつの手がか りとはなっ

(岩崎 )た。今後 も様 々なアプローチを試みることとしたい。

註 (1)忽那敬三2004「津島岡大遣跡第28次調査J『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要2002』

ンター

岡山大学埋蔵文化財調査研究セ

表15 保存処理工程表

処 理 回 数 年 月 日 濃 度

第 6期処理 2002/11/12 40%で 開始

2003/4/18 509:ハ＼

2003/5/29 6093ハ＼

2003/8/25 70勁3ハ＼

2003/9/30 8093ハ＼

2003/11/10 90レ3^＼

2004/2/4 95%フ＼

2004/3/31 100%へ上昇中

調査資料の保存処理

木製品の保存処理作業

PEG保 存処理 2002年 度11月 より開始 している第 6期 保存処理

を、今年度 も継続 して実施 した。経過は表15の 通 りである。PEG濃

度を95%か ら100%へ向けて上昇させている途上で、次年度に継続 と

なった。

今回は津島岡大遺跡第19次 ・22次調査および、鹿田遣跡第 7次調査出土木器の処理を行っている。なお今年度

も保存処理の外部委託は行つていない。                             (岩 崎)

第 2節 調査成果の公開 。活用

2003年度は、鹿田遺跡第14次調査において現地説明会ならびに地域の公民館講座の中での説明会を実施 したほ

か、鹿田キャンパスと津島キャンパス両地域において展示会を開催 した。また、博物館学実習あるいは中学生の

職場体験の受け入れなど、学校教育現場との連携 も積極的に行い、調査成果の公開・活用に対 して、様々な形の

取 り組みを行つた。

公開・展示

(1)鹿田遺跡第14次調査現地説明会の

実施

発掘調査における現地説明会は、学内および

一般向けに 1度開催することが常であつたが、

今回は、地域の公民館講座に関わる見学依頼が

あったため、 2回 の説明会を行 うこととなっ

た。 図45 鹿田遺跡第14次調査現地説明会風景
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第 2節 調査成果の公開・活用

① 学内・一般向けの説明会 :10月 18日 (土 )

鹿田遺跡第14次調査では、 7月 から発掘調査を開始していたが、終盤にさしかかった10月 に、本地点の調査成

果として中心になる近世～古代末の調査がほぼ終了した段階であったことから、説明会を行うこととした。日程

は、10月 18日 (土)の 14時 ～16時である。調査地点が、新病棟の東隣であったことから、外部からの見学者に加

えて、入院患者や見舞い客など病院関係の方々の姿も少なからず見受けられた (図 45)。 見学者は106名 となり、

2組に分かれての見学となった。

調査現場では、近世の導水施設が設置されたと考えられる溜め池状遺構や中世あるいは古代末に遡る井戸など

が注目された。また、出土した遺物に関しては、新病棟内において開催した鹿田キヤンパス特別展示の中で、そ

の説明を行った。

② 公民館講座に伴う説明会 110月 5日 (土 )『岡山市立御南公民館むかし探検隊』

地域の歴史を学ぶというテーマで一連の講座を開催されている御南公民館から、鹿田遺跡の内容、特に「鹿田

庄」に関しての講演と遺跡見学の依頼があつた。それを受けて日程を調整した結果、10月 5日 (土)の午前中に

同遺跡の説明と歴史的位置づけに関する講演を、続いて午後に遺跡見学を行った。それに加えて、これまで出土

した遺物の中で、特色あるものに直接触れられる簡単な展示を提供し好評を博 した。        (山 本)

修)鹿 田キャンパス特別展示

鹿田遺跡は、岡山大学が埋蔵文化財調査室 (現埋蔵文化財調査研究センターの前身)を設置した1983年から、

本格的な発掘調査が開始されており、2003年 は鹿田遺跡発掘20周年の年にあたる。また、定期的に開催している

展示会は、津島キャンパスでは6回 を数えるのに対して、鹿田キャンパスでの開催は1990年の第 2回 目にあたる

1回 だけで、以来行われていなかった。こうした状況から、現地説明会を契機に、これまでの鹿田遺跡の調査成

果を概観できる「鹿田遺跡発掘20周年特別展示」を併せて計画することとなった。

展示会場は、新たに建設された南病棟エレベーター前のフリースペースを利用 し、期間は2003年 10月 18日

(土)～ 24日 (金)の 7日 間である。会場の利用などには医学部附属病院の協力を得た。初日の18日 は第14次調

査の現地説明会にあわせた展示であり、順次、調査研究員が解説を行った (図 46)。 その内容は、①鹿田遺跡の

位置と概要、②鹿田追跡の林生～古墳時代、③中世の鹿田、④近世の鹿田、の4コ ーナーに分けて遺構の写真や

主だった遺物の展示を行うものとした。遺物に触れてもらうほか、遺構では井戸の土層はぎ取りや模型も加える

ことで、全体に、実物を実感してもらうことを主眼においた。

当日は、200名 を超す見学者があつた。初日の開催時間は14:00～ 16:00の 予定であったが、昼過ぎには、通

りすが りの方を含め、次々と見学者が会場に

来られ、また、終了後も絶えず数名の方が残

る状態であったため、実際は13:00～ 17:00

が開催時間となった。見学者の中には、現地

説明会以上に病院患者さんの姿が目につき、

車いすを利用されている方やパジャマ姿の小

学生などが興味深げに訪れるのが印象的で

あった。

19日 は休日であったが、20日 からは職員の

勤務時間にあわせて、 8:30～ 5:00にパネ

ル展示を継続 した。平日は発掘調査を行つて 図46 鹿田キャンパス特別展示会風景
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いるため、調査研究員は展示に立ち会うことができず、残念なが ら展示ケースの無い状態にある遺物の展示は、

保管上の問題か ら不可能 と判断せ ざるを得なかった。遺物に関 してはパネルを用いることで、少 しで もそれを補

うこととした。会場には解説パンフレットを 1日 に50部程度を置いたが、毎日全て無くなっており、その数から

期間中に370名以上の見学者があつたことが予想される。

今回はいわゆる「出前展示」とでもいうものであった。こうした試みを通常の生活からは隔離されてしまう多

くの方々を抱える病院という場所で行うことができたことは、今までの展示とはまた違う意味で有意義な展示で

あつたと言えよう。                                    (山 本)

(3)第 7回岡山大学キャンパス発掘成果展

概要 i2002年 度以降、年 1回 の定例となっている岡山大学キャンパス発掘成果展を開催した。第 7回 目である。

本年度は、発掘調査の実施と報告書刊行が重複した状況にあり、それに加えて、鹿田キヤンパスでの展示も企画

されたため、限られたスタッフと時間の中で、より効果的な展示方法を模索することが望まれた。その結果、開

催期間は、本学附属図書館による「池田家文庫貴重資料展Jの期間を考え合わせて、2003年 10月 27日 (月 )～ 11

月 1日 (土 )、 会場は埋蔵文化財調査研究センターの収蔵庫 2階展示室周辺となり、昨年度に比べると、期間は

1/2に 短縮し、会場スペースも大幅に限定した状態で行った。見学者は延べ109名 であつた。

内容と成果 iテ ーマは『遺跡の土層を切る !!Jで 、今年の特色は土層に焦点をあてたことにある。発掘調査の

際に、「どのような観察から遺構をとらえるのか」、あるいは「土層と遺物の密接な関係を伝えることJに主眼を

置いた。また、発掘現場の臨場感を出す展示をめざし、現場で撮影したビデオでは、現場の音声をそのまま使用

したほか、津島岡大遺跡・鹿田遺跡で採集した土層のはざ取 りを全体に巡らせるなど、随所に工夫を凝らした。

土層のはざ取 りは、遺跡や時代によって土質が異なることがわかりやすいように並べ、土層と遺物の時期を対応

させた展示を、現代から縄文時代まで各時期ごとにレベルを考えながら行つた。さらに、遺構に関しては、井戸

の断面や炭化米集中土坑の平面でのはぎ取りを展示し、「その掘 り方を考えてもらう」という企画を一つの目玉

に据えた。その他に、チャレンジコーナーとして、昨年度の展示会で好評を博 した「石器を探 してみよう」の

コーナーを再度設けたほか、新たに「土器の時期を当ててみよう」の企画を追加した。

こうした試みが一定の成果を上げたことは、アンケート結果から窺うことができる。展示の中でE「 象に残つた

(司 収準 )

に残つたもの おもしろかった やってみたいこと
21(43%)
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図49 津島キャンパス展示風景

ものあるいはおもしろかった企画について、土層に関連することをあげた人が最も多 く、回答者の61%に のぼっ

ている。第 2番 目は、昨年人気の高かった「石器を探そう」が35%と 根強い人気が示された。遺構のはぎ取 りな

どに関する展示方法をあげる人も22%あ り、目的としたテーマあるいは展示方法の工夫が、見学者に評価された

と考えられる。

一方、実験的に行つた 7時までの夜間開催に関しては、効果ははかばかしいものではなかった。時期的に日没

時間との関係で、 5時以降は暗 くなってしまう点なども問題であったのかもしれない。

広報活動 :広報活動は昨年と同様であるが、その中で、本センターの展示会や発掘調査現地説明会の参加者に対

する案内が効果的であることも、見学者におけるリピーター比率の高さから窺われる。

課題と展望 :見学者合計109名 という数字は、昨年の252名 を大きく下回る。昨年の 1/2に到達 しない数字であ

る。減少の要因としては、期間が10日 間から5日 間と短かつたことや、その期間内に日曜日を含まなかったこと

が大きいことは、日曜日1日 のみで全体の 2割強となる60名 の来場者を得た昨年度の実績から容易に導き出され

る。さらに、今年度の状況を確認 してみると、月曜日～木曜日の平日は10～ 15名程度で推移 し、終了間近となる

金曜日に30名 、土曜日に26名 を数えた (図 47)。 昨年度 と比較すると、平 日の状況は共通 してお り、やはり休 日

開催が効果的であることが再確認されることとなり、今年度の数値は期間からすると妥当といえるのかもしれな

い。

アンケートの回収率を見ると、今年度は49枚で回収率45%であり、昨年の75%と 大きな違いを示す。回収率が

激減した背景には、見学者の満足度に昨年度との違いが現れている可能性があるのではなかろうか。体験型を全

面に出した昨年の展示が強く支持された結果といえるかもしれない。しかし、「楽しかったです」「たびたび展示

会を開いてください」「来年も楽しみにしています」「こんな展示もありなんだなというのがたくさんありまし

た。」「いろいろおもしろい展示があり楽しめました。」という声も得られており、展示方法に一定の評価があつ

たことも確かである。昨年度に比べると、体験の度合いは減少したが、はぎ取 り土層という実物本意の展示から

は、発掘現場の雰囲気を伝えることができたのではなかろうか。

また、「やってみたいことは?Jの問いでは、発掘体験と土器接合が三分する状況を示した。両方をあげた人

は多くはないことから、体験希望者に関しては、現場指向と室内指向に分かれることが浮き彫 りとなったこと

も、アンケートから読み取れた点である。

今回の見学者に占めるリピーター率は39%に のぼっており、継続的な展示会への期待の大きさを示している。

今後も、こうした様々なデータを活用しながら、いろいろな実験的展示方法に取り組み、安易な体験型にとどま
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らず、効果的な展示方法を模索 しつつ、魅力的な展示会を企画・実施することが重要であろう。業務全体の中

で、それぞれのバランスを考慮 しながら、より多 くの期待に応えられるような工夫を考えつつ、今後も内容の濃

い情報発信を継続 していきたい。                               (山 本 )

141 その他の展示・開放

前述の津島・鹿田両キヤンパスにおける展示会、あるいは本センター建物内における常設展示の他に、学内に

おいては、附属図書館内でのパネル展示、そして、岡山大学考古資料展示室における常設展示にも展示コーナー

を設けている。

① 附属図書館内での展示 :11月 4日 ～11月 28日 に展不

例年、年に1回パネル展示を行っている。今回は、津島キヤンパスでの展示会が直前に予定されたため、第 7

回展示の内容と関連した「発掘調査と地層の観察」という題を設定し、発掘調査では、どのような視点で遺構を

確認し、どのような方法で調査するのかを、地層との関係を示しながら解説した。

② 岡山大学考古資料展示室

文学部考古学研究室が録管する資料を中心に、本センターの資料を含めた展示を行っている。常設展示ではあ

るが、見学に際しては希望を受付けた上で随時対応している。大学関係者から一般の方々、さらには各地の高

校・大学の生徒・学生が団体で訪れる場合も多い。 (山本 )

(5)報道機関への公開

新聞紙面への掲載としては、津島岡大遺跡第12次調査 (附属図書館)で出土 した棒火矢、鹿田遺跡第14次調査

(医学部附属病院病棟)で確認 した近世の溜め池状遺構、鹿田遺跡第 7次調査 (医学部基礎棟)で出土 した猿形

木製品があげられる。

棒火矢は幕末頃の砲術に使用する武器であるが、全国的にも、これほど完形に近い状態で出土 した例は無 く、

2002年度に山陽新聞で取 り上げられ、その後、2003年度には読売新聞でも紹介された。鹿田遺跡の溜め池状遺構

は、現地説明会の前に山陽新聞で報告された。鹿田遺跡第 7次調査の猿形木製品は、かつてその希少価値から新

聞報道があつたが、類似資料から使用方法に関する分析が進んだことを受けて山陽新聞が取 り上げた。 (山本 )

2.資料・施設等の利活用

(1)教育機関への支援 (授業等の受け入れ)

① 博物館学実習:8月 1日 ～8日

例年通 り、岡山大学文学部が実施 している学芸員資格取得のための授業 (博物館学実習)の受け入れを行つ

た。期間は、 8月 1日 ～ 8月 8日 のなかで 6日 間である。全体を3グループに分けて、それぞれ 2日 間の受講日

程を組んだ。内容は、埋蔵文化財の取 り扱い方に関する知識を体験できるように設定している。幸いに、同時期

が鹿田遺跡第14次調査の発掘調査中であったことから、第 1日 目は発掘調査、第 2日 目は本センター施設内で出

土遺物の洗浄・注記・接合作業を実施 した。さらに、展示コーナーを利用 して、大学内に広がる構内遺跡の概要

説明とともに遺物の展示状況を見学 し、埋蔵文化財が出土 してから一般に公開されるまでの一連の作業工程を組

み込んだ。その他に、木器の保存処理作業の体験 も一部で行つた。
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② 中学生の職場体験 :11月 19日 ～20日 ・21日 、岡山市立高松中学校 。竜操中学校、生徒計 5名

岡山市内の中学校から、「中学生の職場体験」の受け入れ依頼が 2件あった。 1件 は昨年にも依頼された岡山

市立高松中学校で、もう 1件は、今年度新たに申し入れのあった岡山市立竜操中学校である。担当教論 との打ち

合わせならびに生徒の下見を経た後、職場体験を実施 した。作業内容にあたっては、竜操中学校の教諭から、

「大学研究者の仕事も伝えて欲 しい。」 との希望があったため、通常、よく行われている埋蔵文化財資料に関す

る実務的な体験だけではなく、考古学研究室の協力を得て、研究活動面の実態に触れてもらうことを新たに盛 り

込んだ。

期間は、岡山市立高松中学校の中学 2年生 3名が11月 19日 (水)～ 20日 (木 )、 岡山市立竜操中学校の中学 2

年生 2名が11月 19日 (水)～ 21日 (金)である。内容は、第 1日 目に本センターの施設見学・室内整理作業、第

2日 目に考古学概論受講・文学部の考古学研究室見学・考古資料展示室見学等、そして午後に鹿田遺跡第14次調

査の発掘体験を予定 した。 しかし、第 2日 目の天候が悪い予報が出たため、急返予定を組み替えて以下のような

内容となった。

第 1日 日午前 :本センターの施設見学と概要説明後、室内整理作業を実施。図書整理、施設内の整理・整頓

午後 :鹿田遺跡第14次調査の発掘 (残念ながら、降雨のため短時間の体験 となった。)。 土器注記

第 2日 日午前 :考古学概論受講、文学部考古学研究室見学、考古資料展示室見学・掃除・遺物の展示作業体験、

午後 :出 土土器の洗浄・接合 。注記作業。

第 3日 日午前 (竜操中学生のみ):施設内整理、レポー ト作成

③ 中学生の総合学習

。岡山市立京山中学校生徒見学

(2 調査 。研究への支援

① 資料提供

(一般〉・縄文時代後期土器 (津島岡大遺跡第15・ 17次調査):2件
・ 植物遺体一種子 (津島岡大遺跡):1件

・ 磨 り石・敲き石 (津島岡大遺跡・鹿田遺跡):1件
・ 飯蛸壷 (鹿田遺跡第 5次調査):1件
。年代測定資料 (津島岡大遺跡第 3・ 5・ 15次調査、鹿田遺跡第 7次調査):1件

津島岡大 3次―弥生早期土器・堅果類、同 5次―縄文後期土器・堅果類

同15次―縄文後期土器 。弥生早期土器、両時期の竪果類、鹿田 7次 ―古墳初頭土器

(学生)・ 縄文時代後期土器 (津島岡大遺跡第17次調査):1件 ―岡山大学考古学修士課程

・ 猿形木製品 (鹿 田遺跡第 7次調査):1件 ―名古屋大学博士課程

② 図書の外部貸し出し:21件 (岡 山大学文学部学生他)

③ 保有機器の外部利用 :鉄製品の保存処理1件 (岡 山大学文学部考古学研究室)

(3)資料の貸 し出 し

① 出版物への資料提供

・ 考古資料大観 (小学館):鹿田遺跡第 1次調査―古墳時代初頭の本製短甲・古墳時代後期の土器一括

・ 季刊考古学84号 (雄山閣):鹿 田遺跡第 1次調査一古墳時代初頭の甕
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② 他機関の展示・公開支援

(写真)・ 大阪府立弥生文化博物館 :津島岡大遺跡第 3次調査―弥生時代早期 。前期土器

・ 岡山県立博物館 :鹿 田遺跡第 5次調査―鎌倉時代井戸

・ 岡山県古代吉備文化財センター :鹿 田遺跡・津島岡大遺跡

〈遺物〉・大阪府立弥生文化博物館 :津島岡大遺跡第3次調査―弥生時代早期。前期土器

・岡山県立博物館 :鹿 田遺跡第5次調査―鎌倉時代井戸出土遺物 (牛頭骨・土師質土器皿)

ク 井戸枠模型

(山本 )

第 3節 2003年度調査研究員の個別研究活動

1.科学研究費採択状況

山本悦世:平成15年度科学研究費 (基盤研究C)「 4邑文時代から弥生時代における景観比較と植物遺体の標本

化」 :研究代表者

岩崎志保 :平成15年度科学研究費 (若手研究B)「東周時代墓葬の比較考古学的研究」 :研究代表者

平成15年度科学研究費 (基盤研究C)聯電文時代から弥生時代における景観比較と植物遺体の標本

化」 (研究代表者 山本悦世):研究分担者

横田美香 :平成15年度科学研究費 (基盤研究C)聯電文時代から弥生時代における景観比較と植物遺体の標本

化」 (研究代表者 山本悦世):研究分担者

2.論文・資料報告

山本悦世 :『津島岡大遺跡14』 (編集)

「津島岡大遺跡における生業変遷―貯蔵穴と水田の実態」『津島岡大遺跡14』 岡山大学埋蔵文化財調

査研究センター

『遺跡出土の種子集成図録』(共著)平成15年度科学研究費 (基盤研究C)聯鼠文時代から弥生時代に

おける景観比較と植物遺体の標本化」の報告の一部

岩崎志保 : F遺跡出土の種子集成図録』(共著)平成15年度科学研究費 (基盤研究C)聯鼠文時代から弥生時代に

おける景観比較と植物遺体の標本化」の報告の一部

野崎貴博 :「吉備地域における円筒埴輪製作技法の伝播と受容」『埴輪―円筒埴輪製作技法の観察・認識・分

析―』第52回埋蔵文化財研究集会実行委員会

忽那敬三 :「石器組成からみた縄文時代後期集落の空間利用」『津島岡大遺跡14』 岡山大学埋蔵文化財調査研究

センター

「『子 ども観』の系譜―子ども墓の比較を通 して一」『文化の多様性と比較考古学』考古学研究会50周

年記念論文集

高田浩司 : F津島岡大遺跡13』 (編集)
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「津島岡大遺跡における縄文時代後期の炉」『津島岡大遺跡13』 岡山大学埋蔵文化財調査研究セン

ター

『弥生・古墳時代の手工業生産と集団関係』 (岡 山大学大学院文化科学研究科提出学位論文 )

光本 順 : F認知考古学とは何か』青木書店 (共者、執筆部分「世界像としての古墳被葬者の身体―死者の身体

をめぐる行為と認知―」)

「行為と身体の考古学における方法と実践 (素描)一弥生時代から古墳時代を事例として一」『メ

タ・アーケオロジー』第4号

「身体の考古学と儀礼研究」F文化の多様性と比較考古学』考古学研究会50周年記念論文集

「近代的身体と考古学」『シンポジウム近現代考古学の射程』

3.研究発表等

山本悦世 :「生業から見た縄文から弥生への変遷― ドングリ貯蔵穴から水田―」東京大学公開セミナー

(9月 27日 )

「埋蔵文化財から見る鹿田荘」F岡 山市立御南公民館むかし探検隊』(10月 5日 )

「鹿田遺跡の調査成果」考古学研究会例会発表 (11月 8日 )

岩崎志保 :「呉墓と呉系遺物からみた春秋戦国時代の社会」日本中国考古学会九州支部例会発表 (4月 12日 )

「埋蔵文化財から見る鹿田荘」『岡山市立御南公民館Ⅲかし探検隊』(10月 5日 )

野崎貴博 :「吉備地域における円筒埴輪製作技法の伝播と受容」第52回埋蔵文化財研究集会 (8月 17日 )

忽那敬三 :「発掘の基本と実際」加古川市民生涯大学講師

光本 l贋 :「吉備の陶棺」倉敷埋蔵文化財センター秋の考古学講座 (11月 23日 )

「岡山地域の分銅形土製品における身体表現の二相―型式学的検討と比較から一」人類史研究会第15

回大会 (3月 21日 )

4.資料収集 。実態調査

山本悦世 :縄文時代中期末～後期土器の実見 (岡 山県 )

縄文・弥生遺跡の実態調査 (石川県、富山県、神奈川県 )

四国における古代 。中世土器の調査 (愛媛県 )

岩崎志保 :縄文時代中期末～後期土器の実見 (岡 山県 )

縄文・弥生遺跡の実態調査 (石川県、富山県 )

野崎貴博 :中 ・後期古墳の踏査 (愛媛県 )

高田浩司 :古墳の踏査、銅鏃・石器の実見 (岡 山県、香川県、東京都、埼玉県 )

光本 順 :弥生時代絵画資料ほかの調査 (奈良県・愛知県)

忽那敬三 :縄文時代の足型付土製品の資料調査 (財 団法人北海道埋蔵文化財センター、苫小牧市博物館 )

―
路 ―
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第 5章 2003年度における調査・研究のまとめ

調査 発掘調査は鹿田地区での 2件 (鹿 田遺跡第14次調査・15次調査)があげられる。第14次調査は、1999年

から始まった医学部附属病院病棟新営工事における最後の調査であり、鹿田地区の南東部域における遺跡の状況

を示す遺構・遺物が検出された。近世～弥生時代の資料なかで、近世における導水施設が設置された大規模な溜

池状遺構や、中世の木簡の出土は特に注目される。木簡に関しては、本紀要にその類例などを含めた報告を掲載

した。こうした一連の病棟新営工事に伴 う調査からは、鹿田遺跡の南東部の状況が明らかとなってきており、中

世段階の集落の範囲、あるいは弥生時代においては水田域の端部の状況など、鹿田遺跡の全容を解明するにあ

たつて欠くことのできない重要な成果をあげている。第15次調査は小規模な調査であったが、古墳時代の井戸を

確認するなど、古墳時代前期の資料を豊富に出土 した第13次調査地点とあわせて、同時期の集落実態を解明する

のに貴重な成果を得ることができた。

立会調査では、津島・鹿田両地区とも比較的規模が大きいものが多く、これまでの成果を補足するデータとし

て、両地域における遺跡の全体像を理解するために必要な資料の蓄積が進められている。

研究 今年度は、『津島岡大遺跡13』 と『津島岡大遺跡 14』 の 2冊の発掘調査報告書を刊行 し、津島岡大遺跡の

縄文時代に関して居住域周辺地点と炉を中心とした活動域の状況、あるいは弥生時代早期における水田の広がり

を報告 した。また、貯蔵穴から水田への生業転換の推移、石器出土状況からの空間利用形態の解明、縄文時代後

期の炉の機能に関する考察などがなされ、縄文集落の実態解明にとって重要な知見が示された。

そのほかには、津島岡大遺跡第17次調査の報告書作成での成果があげられる。同地点は、まさに縄文集落の中

心をなす地点であり、多数の遺構 。遺物が調査 されている。特に、縄文土器は質量共に際だつており、土器研究

にとって注目される資料として分析の進展が期待される。

本紀要に掲載 した鉄淳の分析 。棒火矢の火薬成分分析は、すでに報告書を刊行 した資料の分析である。報告書

刊行後、必要な資料に関しては研究・分析を継続 し、報告を補足できた点は意義深い。また、分析に際して、火

薬分析・土壊分析については学内外の研究機関所属の方々と協力・連携することによって行うことができた。今

後もこうした研究体制を積極的に取 り入れていくことは重要であろう。

展示・ 公開 発掘調査の現地説明会・鹿田キャンパス特別展示会・第 7回 岡山大学キャンパス発掘成果展な

ど、本年度は展示・公開に関して様々な取 り組みを行った。展示会の成果は、鹿田地区では予想を通かに上回る

入場者数を記録 し、津島では多 くのリピーターの参加が確認できるなど、本センターの活動が地域において強 く

求められていること、そして、定期的な開催は地域に根付いてきたことを示す結果として現れている。ただし、

こうした展示にあたっては、本センターだけの力ではなく、学内諸機関の御協力・御援助があってこそ、有意義

な開催が可能となる。今回、特に鹿田地区では病院の御協力を頂けた点は、そうした良き事例 といえるであろ

う。

このように、埋蔵文化財という資源を、より多くの人に提示するために、教育現場での活用・地域公開 。学内

での公開・研究会など様々な場での取 り組みがあげられるが、今年度は、そう言う点では、例年以上に幅広い対

応ができたと評価されよう。

その他に、専任職員の発掘調査 と整理作業に関する能力向上を促す試みや、高度機材の導入による調査の効率

化を積極的に行つた。限られた条件の中で、様々な活動を支えるためには、こうしたセンター業務に対する質の

向上を絶えず意識することが重要である。今後、施設の充実などの外的条件整備に加えて、調査・整理 。研究な

どの内的な質の向上をよリー層高める努力を目指 していきたい。
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岡山大学構内埋蔵文化財保護対策要頂

1.岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの規程

(1)岡山大学埋蔵文化財調査研究センター規程 (2004年 3月 31日 まで)

昭和62年 11月 26日 岡山大学規程第48号

改正 平5.2 25 規程4号

平7.3 31 規程19号

ヨ降±2. 3  31  方兄お呈381チ

(設置)

第 1条  岡山大学 (以下「本学」という。)に 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (以下「センター」という。)を 置く。

(目 的)

第 2条 センターは、本学の敷地内の埋蔵文化財について、次の各号に掲げる業務を行い、もって埋蔵文化財の保護を図るこ

とを目的とする。

一 埋蔵文化財の発掘調査に関すること。

二 発掘された埋蔵文化財の整理および保存に関すること。

三 埋蔵文化財の発掘調査報告書の作成等に関すること。

四 その他埋蔵文化財の保護に関する重要な事項。

(自 己評価等)

第 2条の2 センターは、岡山大学学則 (平成 6年 岡山大学規程第64号 )第 2条 の定めるところにより、センターに係る点検

及び評価 (以下「自己評価」という。)を行い、その結果を公表する。

2 前項の自己評価については、本学の職員以外の者による検証を受けるよう努めるものとする。

3 第 1項の自己評価を行うため、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター自己評価委員会 (以下「自己評価委員会」とい

う。)を置く。

4 自己評価委員会に関し、必要な事項は、別に定める。

(教育研究等の状況の公表)

第 2条の3 センターは、教育研究及び組織運営の状況等について、定期的に公表する。

(セ ンター長)

第 3条  センターにセンター長を置く。

2 センター長は、専門的知識を有する本学の専任教授のうちから学長が命ずる。

3 センター長は、センターに関する業務を掌理する。

4 センター長の任期は、 2年 とし、再任を妨げない。

(調査研究室)

第4条  センターにセンターの業務を処理するため調査研究室を置く。

2 調査研究室に室長、調査研究員及びその他必要な職員を置く。

3 室長は、専門的知識を有する本学の専任教官のうちから学長が命ずる。

4 室長は、センター長の命を受け、センターの業務を処理する。

5 室長の任期は2年 とし、再任を妨げない。

6 調査研究員及びその他の職員は、上司の命を受け、センターの業務に従事する。

(調査研究専門委員)

第 5条 センターに、センターの業務のうち特に専門的な事項についての調査研究の推進を図るため、調査研究専門委員 (以

下「専門委員」という。)を 置く。

2 専門委員は、本学の専任教官のうちから学長が命ずる。

3 専門委員の任期は、 2年 とし、再任を妨げない。
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(管理運営の基本方針等)

第 6条  センターの管理運営の方針等は、岡山大学部局長会で審議する。

(運営委員会)

第 7条 センターに、センターの運営に関する具体的な事項を審議するため、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員

会 (以下「運営委員会」という。)を 置 く。

2 運営委員会に関し、必要な事項は別に定める。

(事務)

第8条  センターの事務は、施設部企画課において処理する。

(雑則)

第 9条  この規則に定めるもののほか、センターに関し必要な事項は、学長が別に定める。

附 則

1 この規程は、日召和62年 11月 26日 から施行する。

2 この規程施行後最初に任命されるセンター長。室長及び専門委員の任期は、第3条 4項、第 4条第 5項及び第 5条第3項

の規程にかかわらず、昭和64年 3月 31日 までとする。

附 則

この規程は、平成 5年 5月 25日 から施行する。

附 則

この規程は、平成 7年 4月 1日 から施行する。

附 則

この規則は、平成12年 4月 1日 から施行する。

121 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員会規程 (2004年 3月 31日 まで)

昭和62年■月26日 岡山大学規程第50号

改正 平12.3.31規程93号

(趣旨)

第 1条 この規程は、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター規則 (昭和62年岡山大学規程第48号 )第 7条第 2項の規程に基づ

き、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員会 (以下「運営委員会」という。)に 関し、必要な事項を定めるもの

とする。

(審議事項)

第 2条 運営委員会は、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (以下「センター」という)の運営に関する具体的な事項を審

議する。

(組織)

第 3条 運営委員会は、次の各号に掲げる委員で組織する。

一 埋蔵文化財調査研究センター長 (以下「センター長」という。)

二 本学の教授のうちから学長の命じた者若干名

三 センターの調査研究専門委員のうちから学長の命じた者 1人

四 センターの調査研究室長

五 施設部長

2 前項第 2号の委員の任期は、 1年 とし、再任を妨げない。

(委員長)

第4条 運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。

2 委員長は、運営委員会を招集し、その議長となる。

3 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。

(委員以外の者の出席)

第 5条 委員長が必要と認めたときは、委員会以外の者の出席を求め、その意見を聞くことができる。

(庶務)

第 6条 運営委員会の庶務は、施設部企画課において処理する。
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附 則

1 この規程は、昭和62年 11月 26日 から施行する。

2 この規程施行後最初に任命される第 3章第 1項第2号の委員の任期は、同条第 2項 の規程にかかわらず、昭和64年 3月 31

日までとする。

附 則

この規程は、平成12年 4月 1日 から施行する。

(0 岡 山大学 埋蔵 文化 財調査研 究 セ ンター 自己評価 委 員会 規 程 (2004年 3月 31日 まで )

平成 5年 2月 25日 岡山大学規程第 5号

改正 平12.3.31 規程94号

(趣旨)

第 1条  この規程は、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (昭和62年岡山大学規程第48号 )第 2条 の 2第 4項の規程に基づ

き、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター自己評価委員会 (以下「委員会」という。)の組織および運営に関し、必要な事

項を定めるものとする。

(審議事項)

第 2条 委員会は、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (以下「センター」という。)に係わる点検及び評価の実施並びに

その結果の公表に関し、必要な事項を審議する。

(組織)

第 3条 委員会は、次の各号に掲げる者で組織する。

一 埋蔵文化財調査研究センター長 (以下「センター長」という。)

二 埋蔵文化財調査研究センター調査研究室長

三 センターに勤務する教官のうちから若干名

四 埋蔵文化財調査研究センター運営委員会委員のうちからセンター長が委嘱した者若干名

五 施設部長

3 前項に定める委員のほか、センター長が必要と認めた者を加えることができる。

(委員長)

第 4条 委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。

(会議)

第 5条 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。

2 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。

(庶務)

第 6条 委員会の庶務は、施設部企画課において処理する。

(雑則)

第 7条 この規程に定めるもののほか、委員会に関し必要な事項は、別に定める。

附 則

この規程は、平成 5年 2月 25日 から施行する。

附 則

この規程は、平成12年 4月 1日 から施行する。
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９

留 2003年度岡山大学埋蔵文化財調査研究センター組織

センター組織一覧

(埋蔵文化財調査研究センター長〉稲田孝司 :併・文学部教授

く調査研究専門委員〉

千葉喬三 :大学院自然科学研究科教授

今津勝紀 :文学部助教授

沖 陽子 :環境理工学部教授

(2)運営委員会

【委 員】

稲田孝司 文学部教授 (セ ンター長、委員長)

新納 泉 文学部教授

久野修義 文学部教授

村上宅郎 大学院医歯学総合研究科教授

名合宏之 環境理工学部教授

【2003年度審議・決定事項】

第51回  2003年 5月 30日

第52回  2003年 12月 (持 ち回り会議)

第53回  2003年 12月 25日

第53回  2004年 1月 13日

(調査研究室長〉

(調 査研究員〉

く,F常 勤職員〉

。平成14年度決算について

。平成15年度事業計画について

。その他

。平成15年度予算に関して

・技術補佐員の雇用について

・鹿田遺跡第14・ 15次調査完了報告

。その他

。平成16年度予算について

山本悦世 :専・文学部助教授

岩崎志保・忽那敬三・高田浩司・野崎貴博・

光本 順・横田美香  :専・文学部助手

伴 祐子 :技術補佐員

井口三智子・片山純子・黒藪美代子 :補助員

沖 陽子 環境理工学部教授 (調査研究専門委員)

柴田次夫 大学院自然科学研究科教授

山本悦世 文学部助教授 (調査研究室長)

齋藤健次 施設部長

3.岡山大学構内遺跡の発掘調査にかかわる安全管理事項

岡山大学構内遺跡の発掘調査にかかわる安全管理事項

平成12年 5月 15日

埋蔵文化財調査研究センター長

施   設   部   長

I.請 負 業 者 が 留 意 す べ き事 項

1.請負業者は現場代理人を発掘作業の現場に常駐させ、作業員の安全と健康の管理につとめること。

2.発掘作業の現場に「地山掘削」と「土止め支保工」の技能講習修了者をおき、作業員の安全や健康にも注意するこ

と。

3.工事用電力の保安責任者をおくこと。
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1  4.非常停止装置を備えたベルトコンベアーを用いること。

1  5,重機の運転は、免許所有者がおこなうよう厳守させること。

IⅡ .発掘現場で注意すべき事項

1  1.服装・装備・用具等

1   1)安 全で機能的な服装にする。

1   2)平 坦面から2m以上の穴等を掘削する場合は、ヘルメットを着用する。

1   3)ベ ルトコンベアーの移動時および周辺での作業の際には、ヘルメットを着用する。

1   4)グ ラインダーを使用する際は、手袋・防護眼鏡を着用する。

1   5)ス コップ・草削りなどの用具は、危険がないように使用方法や置き方や保管方法に十分注意する。

1  2.掘削

1   1)の り面の角度

1     造成上 :通常の上壊の場合は50～ 60度 とし、これを確保できない場合は土止め等の手当をおこなう。砂地の造成

1         上の場合は35度 とし、これを確保できない場合は土止め等の手当をおこなう。

1     堆積土 :基本75度 とし、状況や土質に応じて安全な角度をとる。

1        発掘区の壁際を深さ1.5m以上掘削する場合は、原則として途中で段を設ける。その場合の段の巾は、

1        60cm以 上とする。

1   2)の り面の保護

|     のり面はシート等で覆うなどし、崩落防止のために必要な保護措置をとる。

1   3)深 い遺構 (深 さ1.5m以上の遺構)

1     遺構掘削者以外の者が上面で安全確認を行い、十分な注意を払う。場合によっては周囲を広 くカットして対応す

|     る。

|     なお、作業現場内への昇降のために、階段を設置する。

1  3.高所 (高 さ2m以上の場所)での作業

1   1)作 業中には安全帯を使用する。

1   2)架 台を組んだ場合は最上段に手すりを設け、安全を確保する。

1   3)2段 以上の架台は、分解して移動させる。

1  4.発掘用機械類の操作

|   (ベ ルトコンベアー・ポンプ等)

1   1)調 査用電源の設置と取扱いについては、工事用電力の保安責任者が安全確認を行う。

1   2)ベ ルトコンベアー・水中ポンプ等の知識を持つ者が整備・稼働させる。

1   3)ベ ルトコンベアーを重ねたつなぎ目の部分には、なるべ く上が落ちないような措置をする。

1   4)原 則としてベルトコンベアーの直下での作業・通行を避ける。

1   5)ベ ルトコンベアーの移動時は作業員の中で指揮者を決め、周辺の安全性を確保したうえで移動させる。

|  (重 機関係)

1   1)重 機の免許所有者以外は運転しない。

1   2)運 転者は、周囲の安全に注意する。

1   3)稼働中は、重機の旋回半径内に立ち入らない。

1  5.健康管理

1   1)作業中に体調が悪くなった場合は直ちに申し出る。

IⅢ 。その他

1   1)作 業現場内の状況の変化に絶えず注意し、異常を発見したら、直ちに作業を中止して現場代理人に報告し、施設

1    部の監督職員の指示を受ける。

1   2)調査区の状況や遺構などの特殊性・重要性等により、上記の2の 1)～ 3)どおりに発掘作業を実施することが

1    困難な場合は、現場代理人が監督職員と協議のうえ、安全に留意し作業を行う。
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4。 2004年度の新規程およびセンター組織に関する事項

2004年度は、国立大学の法人化に伴って、埋蔵文化財調査研究センターも組織上の改変が行われ、センター長は大学理事が

担当することとなり、副センター長があらたに設置された。また、調査研究員の所属が、従来の文学部から埋蔵文化財調査研

究センターヘ移行した。その結果、センター規程および組織体制は以下のように変更となった。

(1)岡 山大学埋蔵文化財調査研究センター規程 (2004年 4月 1日 から)

1早骨臭解が9き 1亨 )

(趣旨)

第 1条  この規程は、国立大学法人岡山大学管理学則 (平成16年 同大学則第 1号。以下「管理学則」という)第 26条 の規定に

基づき、管理学則第21条の規定により学内共同利用施設として置かれる岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (以下「セン

ター」という)の組織及び運営に関し、必要な事項を定めるものとする。

(目 白色)

第 2条 センターは、岡山大学 (以下「本学」という)の敷地内の埋蔵文化財について、次の各号に掲げる業務を行い、もつ

て埋蔵文化財の保護を図ることを目的とする。

一 埋蔵文化財の発掘調査に関すること。

二 発掘された埋蔵文化財の整理及び保存に関すること。

三 埋蔵文化財の発掘調査報告書の作成等に関すること。

四 その他埋蔵文化財の保護に関する重要な事項

(自 己評価等)

第 3条 センターは、センターに係る自己点検及び評価 (以下「自己評価」という)を行い、その結果を公表する。

2 前項の自己評価については、本学の職員以外の者による検証を受けることを原則とする。

(教育研究等の状況の公表)

第 4条 センターは、教育研究及び組織運営の状況等について、定期的に公表する。

(セ ンター長)

第 5条 センターにセンター長を置く。

2 センター長は、国立大学法人岡山大学役員規則 (平成16年岡大規則第 3号)第 5条第1項第 5号 に規定する財務・施設担

当理事をもって充てる。

3 センター長は、センターを代表し、その業務を総括する。

(副センター長)

第 6条 センターに副センター長を置く。

2 副センター長は専門的知識を有する本学の教授のうちから学長が任命する。

3 副センター長は、センター長の職務を助ける。

4 副センター長の任期は、2年 とし、再任を妨げない。

(調査研究室)

第 7条 センターにセンターの業務を処理するため調査研究室を置く。

2 調査研究室に室長、調査研究員及びその他必要な職員を置く。

3 室長は、専門的知識を有する本学の教員のうちからセンター長が命ずる。

4 室長は、センター長の命を受け、センターの業務を処理する。

5 室長の任期は、2年 とし、再任を妨げない。

6 調査研究員及びその他の職員は、上司の命を受け、センターの業務に従事する。

(調査研究専門委員)

第 8条 センターに、センターの業務のうち特に専門的な事項についての調査研究の推進を図るため、調査研究専門委員 (以

下「専門委員」という)を置く。

2 専門委員は、本学の教員のうちからセンター長が命ずる。

3 専門委員の任期は、 2年 とし、再任を妨げない。
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(管理運営の基本方針等)

第 9条 センターの管理運営の基本方針等は、役員会で審議する。

(運営委員会)

第10条  センターに、センターの運営に関する具体的な事項を審議するため、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員

会 (以下「運営委員会」という)を 置く。

2 運営委員会に関し、必要な事項は、別に定める。

(事務)

第11条  センターの事務は、施設企画部施設企画課において処理する。

(雑則)

第12条  この規程に定めるもののほか、センターに関し、必要な事項は、別に定める。

附 則

この規程は、平成16年 4月 1日 から施行する。

(2)岡山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員会内規 (2004年 4月 1日 から)

睡
成槃多督

1赳

(趣旨)

第 1条  この内規は、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター規程 (平成16年 同大規程第93号)第 10条 第 2項の規定に基づき、

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員会 (以下「運営委員会Jと いう。)に 関し、必要な事項を定めるものとす

る。

(審議事項)

第 2条 運営委員会は、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (以下「センターJと いう。)の運営に関する具体的な事項を

審議する。

(組織)

第 3条 運営委員会は、次の各号に掲げる委員で組織する。

一 埋蔵文化財調査研究センター長 (以下「センター長」という。)

二 埋蔵文化財調査研究センター副センター長

三 岡山大学の教授のうちからセンター長の命じた者若千名

四 センターの調査研究専門委員のうちからセンター長の命じた者 1人

五 センターの調査研究室長

六 施設企画部長

2 前項第 3号の委員の任期は、2年 とし、再任を妨げない。

(委員長)

第4条 運営委員会に委員長を置き、センター長をもつて充てる。

2 委員長は、運営委員会を招集し、その議長となる。

3 委員長に事故があるときには、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。

(委員以外の者の出席)

第 5条 委員長が必要と認めたときは、委員以外の者の出席を求め、その意見を聞くことができる。

(事務)

第 6条 運営委員会の事務は、施設企画部施設企画課において処理する。

附 則

この内規は、平成16年 4月 1日 から施行する。
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(3)セ ンター組織一覧 (2004年度)

(調査研究専F号委員)

沖 陽子 :環境理工学部教授|

今津勝紀 :文学部助教授

鈴木茂之 ,大学院自然科学研究科助教授

(埋蔵文化財調査研究センター長)阿部 健.:併―、財務・施設担当理事

運営委員会

(副センター長)稲田孝司 1併、大学院文化科学研1究科教授

(2)運営委員会 (2o04年度)

【―委 員】

阿部 健 財務・施設担当理事 (セ ンター長)

稲田孝
―
司 大学院文化―科学研究科教授 (副センター長)

新納 泉 文学部教授

久野修義 文学部教授

大塚憂二 大学院医歯学総合研究科教授

山本悦世 :専・埋蔵1文化財調査研究センター助教授

岩崎志保・高田貫太・野崎貴博 ,光本1 順 '

横田美香 (5月 31日 で退職)

:専・埋蔵文化財調査研究センター助手

景山 明香 :技術補佐員

井口三智子・片山純子・黒藪美代子:補助員

柴田次夫 大学院自然科学研究科教授|

沖 陽子 環境理工学部教授 (調査研究専門委員―)

山本比世 埋蔵業化財調査研究センター助教授 (調査研究1室長)

斎藤健次 施設企画部長

(調査研究室長)

(調 査研 究 員)

く
'F常

勤職員〉
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付

付表 1982年度以前の構内主要調査 (1980～ 1982年度)

文献
1 光永真 - 1983「 岡山大学医学部附属病院動物実施設新営工事に伴う排水管付設I事に伴う立会調査J FI司 山県埋蔵文化財報告』13 岡山県教育委員会
2 河本 清 1983「岡山大学医学部附属病院タト来診療棟改築に伴う確認調査」F岡 山県埋蔵文化財報告』13 岡 J県教育委員会
3 き留秀敏 1985 『岡止1大学津島地区小橋法日黒遺跡 (AW14区 )の発掘調査』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第1集 岡III大 学埋蔵文化財調査室

付表 2 2002年 度以前の構内主要調査 (1983～ 2002年度)

1 凡 夕J ・ 総合番号 :調査地区別の通 し番号 (立 会調査は選択的に保存)                                        ヽ

キ       津島岡大遺跡第 1次調査は本機関設置以前の調査であることから、総合番号 を※ 1と して区別 している。                     |
、       発掘調査には番号に○を付す。                                                      、
1       試掘確認調査で、その後、発掘調査範囲内に入った地′点は、範囲内の番号記載を省 き、全てが範囲内に含まれた場合には総合番号に ( )を付す。  |
 ヽ      立会調査で、何表に保存する基準 :①中世土層以下を確認 した調査 ②明確な遠構 遺物 を確認 した調査                     ヽ

、     ・ 番号 :年度別報告番号                                                           、
 ヽ    。文献:付 表4 5の番号に対応する。                                                    |
と______´ __‐ ‐‐‐‐‐″‐‐――‐十一‐‐‐―‐――‐‐‐‐‐́―一―‐一‐‐一‐‐‐‐一″́ ″́一一十一一‐‐́―‐‐‐́一一‐一十一―‐‐‐‐‐‐‐‐″‐́―キ十一一‐́‐́一‐‐‐‐一‐‐‐‐‐‐″J

付表 2-(1)発掘調査

〈津島地区 :津島岡大遺跡)

合

号

総

番 年 度 呑号 悔 内 座 標 所属 調 査 名 称 調 査 期 間
面 積

(ln)
概 要 文献

※ ユ 1982 AW14 文
小橋法 目黒遺跡 (津島岡大遺跡第 1次

調査):り ,水集中楷 (NP-1)埋設
821028～ 1124 弥生時代中期 古代lt 3

① 1983 11
BE14 18、 BF17 18、

BG14、  BH14 15
山
反

津島岡大遺跡第 2次調査

:排水管埋設
8419～ 35 弥生時代早～前期集落 4

② 1983 BH13 農
辞島岡大追跡第 2次調査

:合併処理槽埋設

14～ 1122
9～ 3 5

弥生時代早ヽ前期水 田関連遺構 (滞

他 )

4

⑮
2

1

AV00
AWF00 01

学
辞島岡大遺跡第 3次調査

:男 子学生寮

12 1～ 87 618
824ヽ   9 5 1550

縄文時代後期～弥生時代 早期の貯蔵穴
と河道および集落、弥生時代の前期～

近代の水田 浩、古代の条里関連滞

年度 地  区  名 種類 所属 調 査 名 称 調 査 組 織
調査面積

(ln)
備 考

1980 鹿  田 立会 歯 同附属病院棟新営 岡山市教育委員会 8

津 島南 BD26 寄宿舎新営

津島北 文法 合併処理楷施設

津島北 文法経 合併処理槽施設

津島南
BD09、 BC09
～ 11

基幹整備 (共 同滞取付 )

津鳥南
BD～ BE04～
07

陸上競技場改修 (配水管施設 )

鹿  田 医病 高気圧治療室新営

動物実験棟新営
岡遭県教育委員会

大学が市教委への確認調査の伝頼

をせずに掘削。その後、岡山市

同山県教委が残存壁面等の調査 を

実施

病理解剖体臓器処理保管庫新営 岡山市教育委員会

医 運動坊改修

1982

津 島

AV06 10、
AW05 14、
AX08、 BD07、

BE10

:式掘 排水基幹整備

津島 AW14区 で弥生時代 包含層

確認、脇議一津島岡大追跡第 1次

調査ヘ

津島北 AヽV14 発掘 法文 排水集中槽 (NP-1)処 設 岡山大学 24 0 3
小橋法目黒遺跡 :津島岡大第 1次

調査

津島南 試 堀 学 武道館新営 岡 I山市教育委員会 23

津島北 AY15 16 法経 校舎新営 70

鹿  団 医 標本保存庫新宮 岡山県教育委員会

医病 外来診療棟新営
岡山市教育委員会

40 2

立会 医 動物実験施設関連排水管 ガス管埋設 岡山県教育委員会 1

鹿 RI
AEヽ AN22、
AE22～ 26

歯 電話ケーブル埋設 岡山市教育委員会

岡山大学埋蔵文化財調査室
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付  編

合

号

総

番 年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称 調 査 期 lPl

囲 慎

(ド )

lTA 要 文献

⑬ 1986 3 BF B609 学
津島岡大遣跡第 4次調査

:屋 内連動場
87 1 19～  122 弥生時代前期の溝、中世河道 6

〇 1988 1

AY06～ 08

AZ06 07
大 自

辛島岡大進跡第 5次調査

:自 然科学研究科棟

627～
89  3 19

1537

縄文時代後期 弥生時代早期の貯蔵穴

と1可道 弥生時代末ヽ近世の水田閲適

遺梼

⑫
2

1
AV AW04 05 I

津島岡大遺跡第 6次調査

:生物応用工学科棟

920～
89 531

600

縄文時代後期の貯蔵穴と河道、古代条

里関連滞、弥生時代前期ヽ近世 の水

田 1肯

⑮ 1988 3 AV AW05 06 I
津島岡大遺跡第 7次調査

:陪報工学科棟

1012～
89  3 31

縄文時代後期集落、弥生時代前期～近

世水田

⑩ 1990 1 AY AZ08 大 自
津島岡大遺跡第 5次調査

:自 然科学研究科棟
43～ 421 古墳時代後期の浦

⑭ 2 BD18 19 捜 葵
津島岡大遺跡第 8次調査 (A地点 )

:遺伝子実験施設
723～ 1225 縄文時代の上坑、弥生時代～近世の滞

⑮ 3 BH13 農 英
津島岡大遺跡第 8次調査 (B地点 )

:合併処理槽
723～ 12 2 弥生時代 l■、古代 ～近世水田

⑩ 1992 1 AU～ AW04 工
津島 41大遺跡第 9次調査

:生体機能応用工学科棟

7 1ヽ
93  1 29

650
縄文時代後期の貯蔵穴と河適、弥生時

代～近世の水田址

◎
2

1
BB～ BC10～ 11 保

津島岡大遣跡第10次調査

:保健管理センター

93 2 1～ 331
417～ 73ユ

400
弥生時代後期～古墳時代集落、近世耕

作 F.E連 遺構

⑭ 1993 2 AV～ AWll～ 12
津島岡大遺跡第11次調査

:総合情報処理センター
914～ 94 1J 縄文時代後期還構

⑤
９３

％

3

1
AV～ AW13～ 14 図

津島岡大遺跡第12次訓査
:図 き館

9429～ 331
4 1～ 1130

1472

弥生時代前期水Ш、弥生時代時代中期
～古墳 H寺代満、古代ヽ近世滞 (条 里関

連 )

⑫
2

1
AW～ AXll～ 12 事

津鳥岡大遺跡第13次調査

:福利厚生施設北棟

10 6～ 1130
95 710～ 10 4

縄文時代後期 ビット、弥生時代水田、

弥生～占墳時代溝、近代耕作面

⑩ 1995 2 BB～ BC12 13 聯
津島岡大遺跡第14次 .l・l査

:福利厚生施設南棟
1025～ 96 214 弥生時代前期水日、弥生～占墳時代の

滞

⑩
3

1
AヽV00 01 サ

津島岡大違跡第15次調査
:サ テライトベンチャービジネスラボ
ラトリー

96 116～ 425
縄文時代後期 弥生時代早期の貯蔵穴

と河道、縄文時代後期集落、弥生時代

前期水田、古墳～中世水田 溝

３８

紀

⑭ 1996 2 BD19～ 20 農 薬
辞鳥岡大遺跡第16次調査

:動物実験棟新営
96 5 7～ 15

A地点 :紀文時代 と古墳時代の上坑、

B地点 :中 世のI‖、占代の柱穴ア1、 弥

生時代の水田

〇 3 Alh102～ 04 環
津島岡大遺跡第17次調査

:環境理工学部新営
96 521～ 1 9 縄文時代後期の集落、弥生時代の溝

水 EU、 古代の水田

〇 2 BBll 事
津島岡大遣跡第18次調査 :率遭利施設

(南 )新営に伴 うポンプ4曽取設
9847～ 410 古代の溝状遣構

⑮ 1998 3 AZ09 10 l■
辞島岡大送跡第19次調査
:コ ラボレーションセンター

98 727～
99  2 18

縄文時代後期遺構、弥生時代前期の河

道、占墳時代 中世の溝、近世道路状

遺格 溝

⑨ 1998 5 AY07 環
津島岡大第20次調査 :校舎 (I期 )新 営

に伴 うボンブ楢取設
981019～ 28 黒色土■面に溝、中世満

⑭ 1998 6 AX09 工
津島岡大遺跡第21茨調査

:エ レベーター設置
9811 6ヽ 24

縄文時代中期土坑、弥生時代早期ヽ前

期市、古代土坑 満

⑩
９８

９９
AW02 03 環

津島岡大追跡掃22次調査

:校舎 (1期 )

3 1-712 773 5

縄文時代後期 ,可道 集落、弥生時代河

道 水田畦畔、古墳時代 TI、 古代 ～近

世溝 (条 里関連)水 田畦畔

⑪
5

1
AZ15 BA14 大文

|キ島岡大遺跡第23次調査
:総合研究棟

00 2 3～ 728 1339

縄文時代後期河道 杭列、弥生時代前

期河道 堰 溝、弥生時代中期～近 ll

満

⑪ 3 AZ14 大文
津島岡大遺跡第24次 調査

:総合研究棟渡 り廊下建設
5～ 14 イ電文時代後期河道 杭列

① 2000 4 BA15 津島岡大遺跡第25次 調査

:散水施設設置
01 129～ 31 20 0 中世～近世の澁 杭

⑪
5

1
BC～ BD14～ 15 軍

津島岡大遣跡第26次調査

:事務局
01326～ 930 1550

I・t文 ～弥生時代 の河道 貯蔵穴 十

坑 炉、近世の溝 堰

⑪

００

００

2

1

BB～ BC14ヽ 15 事
津鳥岡大遺跡第27次調査

:創 立50周年記念会館
02 2 1～ 624 1648

縄文時代後期の炉、弥生時代 古墳時

代の滞、中世の畦畔 (条 里関連 )

① 2002 2 Attrヽ AY06～ 08 大自
津島岡大遺跡第28次調査

:自 然科学系総合け究棟

430～   920
1128～ 03 115

弥生時代前期の畦畔、中世～古代 の

畝 滞
71

⑮ 2002 4 農
津島岡大遺跡第29次調査

:共 同溝
02 918～ 10 3 62 6 弥生ヽ古墳時代の溝 ピ ント 71

(鹿田地区 :鹿田遺跡)

合

号

総

番
年 度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称 調 査 期 間 齢

ｍ
概 要 文敵

① AU～ BD28～ 40 医病 鹿田遺跡第 1次調査 ,外来診療棟
727～ 1122

84 1 9～ 831
2188 弥生時代 中期後半 ～中世集路 7

② 1983 BG～ Bl18～ 21 医病 鹿田遺跡第 2次調査 :NMR CT室 81ヽ 1230 176 弥生時代後期ヽ中世集落 7

⑩ 1986 1

CN～ CU27 28
CT～ CY19～ 27

CX～ DD16～ 25

DD～ DG22 23

医短 鹿田遺跡第 3次調査 :校舎 62～ 1129 2390 中との集落、古代の河道 と橋脚
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付 表

合

号

総

審 年 度 番 号 格 内 座 標 所 属 調 査 名 称 RR査 期 間
面 積

(na)
概 要 文献

⑫ 3
DD～ DF25
DG～ D127 28

医 短
鹿田遺跡第 4次調査

:校合周辺の配管
11 2～ 1121 古代の河遭 10

① 2 BB～ BH35～ 42 医病 TL田 遺跡第 5次調査 :管理標
10 6ヽ 88 3 2
323～   331 1192 弥生時代中期後半～中世の集洛 24

⑩ BW～ CC67～ 71
鹿円遺跡第 6次調査

:ア イツ トープ総合センター
1120～ 91 630 弥生～古墳時代の集落、中世集落 40

④
4

1

BR55～ BX61
BY56～ 57

医
鹿田逮跡第 7次調査

:基礎医学椋
98 227～ 8 6 829

古墳時代初頭 中LIの集落、近世の水

日 i浄

② 4 BPヽ BS30～ 32 医 病 鹿田遺跡第 8次調査 :RI治療室 98 728～ 9 1 156 古墳時代溝 中世溝

②
7

1

CD33～ 37

CE CF28～ 37
CG～ CJ20～ 37

CK Cと 25～ 37

医 病
鹿田遺跡第 9次調査

:病棟

98■ 27～

99  5 11
2088 弥生時代水 田 溝、中世 ～近世集洛 53

① 3
CD CE10～ 12

DD～ DF16～ 22
医 病

鹿田追跡第10次調査

:共同溝関74

99 5 7～
99 10 14

244 1
古代の杭列 (河道内 )、 弥生時代 ピッ

ト、近世溝

⑫ 4 CDヽ CM19～ 42 医病
鹿田遺跡第11次調査

:病 棟
99 819～ 1222 弥生時代水円堕畔、古代池状追構、中

世～近世集落

⑩
2

CO～ CV35～ 44

CN CM38～ 41

CN28～ 38

医 病
鹿田違跡第12次調査
:エ ネルギーセンター

00 10 2ヽ
01 05 10

1897
弥生時代滞 河道、古墳時代 中世集

落、近世上坑 溝

⑮ 2002 3 BLヽ BR46～ 51 連
脂

鹿田遺跡第13次調査

:総合教育絣究棟
02 430～ 1025 弥生時代の溝、古墳 時代 の土器溜 ま

り 溝、中LTの 集落、JIT L十 抗群

(三朝地区 :福呂遺跡〉
△
口
［▼

総

番 年 度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称 調 査 期 間
面積

(l14)
概 要 文 耐

① 1997 1 回
褐呂i色 跡第 1次 詞企

:実験研究棟

97 510～ 20

728-31 269
紐文時代 早期 弥生時代中期 中世

近世集洛

② 3 同
福呂逮跡第 2次調査 :実験研究棟新営

に伴 う工車スロープ部分
971125～ 12 5 120 近 世 中世 古代の集洛

付表 2-121 試掘・確認調査

(津島地区 :津島岡大遺跡〉
号

号

総

香
一十え

年 番号 格 内 座 標 所 属 調 査 名 称
掘 肖」深 度

(m)

造成上厚

(m)
概 要 文献

(3) 1983 1 BH13 農 合併処理槽予定地 →津鳥岡大第 2次調査 :1983年 度 1

4 1983 2 BF17 排水管 中間ポ ンプ柑予定地 1

5 3

BE～ BG14
3E BH15
BE18、 BF16～ 18

BC18

排水管埋設予定地
29ケ 所で試掘→津島岡大第 2次調査

1983年 度
1

6 4 BF22 23 農坊畜舎新営予定地 20～ 30 2ケ 所 、土 器 片  (1987年 度 工 事 立

会〉
1

(7) 5 BC BD15 事 大学事務局新宵予定地 20～ 30 09
2ケ 所、→津島岡大第26次調査 :2000

年度
1

(8) 983 6 BB10 保 保lIPttJTセ ンター新営予定地 20～ 30 →津島岡大第10次調査 :1999年 度 1

9 983 事 津島宿舎新営予定地 土器片 (1987年 度工事立会〉 l

983 8 AM105 工 校舎新
/12予

定地 1 土器片 1

1985 ユ BE08 教養 講義棟予定地
遣構 な ど未確認  〈1986年 度工事立

会〉
5

13 985 2 AX02 教育 研究棟予定地 26～ 34 12 3ケ 所、縄文ヽ弥生土器出土 5

14 3 AV AW99～ 01 学 男子学生寮新営 予定地 20～ 30 1 →津島岡大第 3次調査 :1986年度 5

(17) 986 3 BF BG09 学 屋内運動場新営 予定地 24、 12～ 1 1 1 →津島岡大第 4次調査 :1986年度 6

986 4 AY AZ07 大 自 自然科学研究科棟新営予定地 16～32 06～ 08 →津 島岡大第 5次調査 :1988年度 6

22 4 AP02(土 生地区 ) 事 外国人宿舎建設予定地 22～ 28 縄文時代  弥生時代  近世の追構面 8

987 5 AVll 総合情報処理センター新営 予定地 20～ 30 2 一津島岡大第11次調査 :1993年度 8

24 1987 6 AY09 理 身体障害者用エレベーター建設予定地 30～ 35 約10 中世 近世の遣物、古代 中世の水田

く継続 して調査〉

1987 7 BD09 教養 身体障害者用エレベーター建設予定地 07
縄文時代遺構、縄文 中世 近世土器
(継統 して調査 〉

8

1988 17 AX04 06、 AW04 |[ 校舎建設予定地 20～ 35 一津島岡大第 6 7次 調査 :1988年度 1〕

1988 BD18 19 農 薬 動物実験飼育施設 遺伝子実験施設 23 11～ 12 →津島岡大第 8次調査 :1991年度 11

1988 BC29 国際交流会館
中世 近世の遺物出土 (1988年 度工事

立会〉
11

1989 2 AZ BA05 教育 身体障害者用エレベーター 25
紀文時代後期 弥生時代 早期の落込

み、縄文時代後期～中世土器片

く継続 して調査、面積3851n〉

34 1989 3 AZ17 大自 合併処理梢設置予定地 40 16～ 20 中世ヽ明治の水日の畦 1伴 溝
(1989年 度工事立会〉

1989 4 BD02 学 学生合宿所予定地 20～32 ユ
弥生時代早 前期の吐畔 〈1989年 度工

事立会〉
14

(36) 1989 5 AV AM113 Eal 図書館新笛予定地 30 14～ 16 →津島岡大第12次調査 :1993年度 14
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付  編

号

号

総

番 年度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)

造成上厚

(m)
概 要 文献

3 BC02 学 学生合宿所ポンプ槽予定地 25 1 1 弥生時代前期畦畔、中世上器片 18

6 A部「 AXH 事 福利厚生施設予定地 14～ 16 →津鳥岡大第13次調仕 1994年 度 18

3 BE～ BF22～ 23 震 農学部汎用耕地実験実習施設 中～近 性耕作上 30

3 BD20 農 薬 動物実験施設 20
GL-14mで 黒色土、縄文土器 1点出土

〈盛 り土保存〉
33

1995 4 BE26 事 国際交流会館新営予定地 41、 24 16
明治～中Llの上層確認、以下は湿地状

態、遺構 造物無 し (明 治畝のみ )

く工事立会〉

1995 5 AW02 03 県 環境理工学部新営 12 →津島岡大第17次調査 :1996年 度

褐 1995 6 BF07 学 ボクシング部ボックス移設 3
標高25mで 黒色土、弥生～占墳時代

の溝 2条、古代満 1条

1998 9 AZ09 理
コラボレーションセンター新営に伴 う試掘

調査
27～ 34 13 →津島岡大第19女調査 :1998年度

10 A耶「02 03 環 校舎 (Ⅱ 期)新営に伴 う調査 45 →津島岡大第22次調査 :1998年度

13 AW04 工 ステムエ学科棟新営に伴 う調査 CL-18mで 黒色上、4t文後期の遺構

1998 14
AU02 03 06
AV03

事 遺跡保護区整備に伴 う調査 24～ 38 08～ 16

5カ 所、TP 1 3 5:微 高 地状、

TP2 4は 低 湿 地 状、TPlで 弥 生

溝、TP3で 弥生溝  ビッ ト、TP4で
中世溝

粥

1999 6 AZ15、 BA14 財
経

総合校舎新営に伴 う調企 27、 35 08、 ユユ →津島岡大第23次調査 :1999年度

1999 7 AV08 工 電波暗室新営に伴 う調査 12 呪表土以下、碁継 となる岩盤婚

2000 6

AV 00、

02  03、

AW08

Ｘ００

Ｚ０６

Ａ

Ａ
縄文～弥生時代における味境復元に伴 う調

査
26ヽ 32 17～09 6カ 所掘削、縄文 弥生時代 の微 高

地、古代浩を確認
61

2000 7 BB14 創立50周年記念館新営に伴 う調査 2 一津島岡大第27次調査 :2001年度

5 BD15 事 事務局旧本部棟移転に伴 う調査 2〕 黒色上の落ち検出 71

〈鹿田地区 :鹿田遺跡〉
号

号

総

番 年度 番号 構 内 座 標 所 le~ 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)

造成土厚

(m)
概 要 文 献

1984 ユ 3U30 31 医 病 百病棟北側受水槽予定地 14 05～ 07 中陛土器 包含層確認  く蘇土保存 〉 2

(5, 1984 2
CT CU25
CZ19 20 23 24

医 短 医療筵期大学部校舎新宮予定地 27 08～ 10 →鹿田第 3次調査 :1986年度 2

6 1985 4
AJ33、 A140
AT AK26 医病

外来診療棟環境整備I事に先立つ範囲確認

訓査
22～ 30 09ヽ 14 弥生時代ヽ中世の遺物 5

(17) 1990 5 BY BZ68 ア アイツ トープ総合センター予定地 23 12～ 13 →鹿 岡第 6次調査 :1990年度

BT57 医 基礎医学棟 22 09 →鹿田第 7次調査 :1997年度

CF CG43 44
CH25 26
CK35 36、  CK15

医 病 病棟新営に伴 う調査 20～ 24 10 →鹿m第 9次調査 :1998年 度

(倉敷地区〉
号

号

総

番 年度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称
掘 苗1深 度

(m)

造成 上 厚

(m)
概 要 文献

1 1990 4 否源生物科学研究所遣跡確認訓査 25 07 中世後半以降の上器片

2 1998 イヾオ実験棟新言工事に伴う調査 04 近世 干拓地内、遺構未確認

(三朝地区 :福呂遺跡〉
号

号

総

呑
年 度 番号 椎 内 座 標 所 属 調 査 名 rt

掘 削 深 度

(m)

造成 上厚

(m)
概 要 文献

3 実験研究棟新営工事に伴 う試掘調査 166～ 08 2カ 所→福 呂第 2次調‐ 1997年度 50

付表 2-(3)立会調査

(津島地区 :津島岡大遺跡)

≡

［巧

総

番 年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称
jl 深 度

(m)

造成土暉

(m)
概 要 文 献

11 1984 B115～ 17 事 南宿舎合併処理槽 F/R係 配水管埋設 10～ 22 溝 土坑、弥生土器 須恵器 2

19 1986 12 BE08 09 数 養 校舎新営 13 中 近世の溝 土 器 6

1986 BG08 学 ンドボールコート新設 08 黒色上確認 6

1986 BF07 08 教養 校舎新営に伴 う電気配管 18 中世包含層 6

1988 17 BG10 11 教養 テニスコー ト夜間照明施設 15
GL― 約 2mで 黒色土、西 に向か う落

ちを推定
[1

1989 8 AZ08 大 自 自然科学研究科棟新営 :工事用道路 14 弥生時代後期水 |ヨ 消

AU05 工 校舎新営に伴 う電柱架設 19 黒色土確認

1990 AV04～ 10 夢
岡山市道本町津島束線拡幅に伴 う補償工事

I:電柱移設
04～ 30 06～ 14 5ケ 所、黒色土確認、条里南北満 18

43 1990
BC02～ 04

BD03 04 事
岡止1市道本町津島東線拡幅に伴 う補償工事

I:学生合宿所倫排水管設置
23 12 GL-23mで 黒色土

199 9 BC18 農 薬 防火用水救 去 20 08 基盤唇 まで掘削、石鏃出上

47 1991 17 BB16 事
津島地区基幹整備 (電 気 )

:ハ ンドホール アース板
17～ 18 2 ケ所、明治層～淡灰色粘土層 21

BD15 事 津島地「X基幹整備 (電気):ア ース板埋設 17 10 GL-15mで 黒色 土 21

40 BC BE BF12 事 南北道路街灯設置 15 3ケ 所、GL-14mで 占代層
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付 表

号

号

総

番 年度 番号 時 内 座 標 所 属 調 査 名 称
掘 削 株 P/

(m)
造 成 上 厚

(m)
概 要 文 献

1992 BD18 逢伝子実験施設ハンドホール設置 15 )75～ 11 縄文後期層 まで掘肖J、 滞 2本検出

1992 AV12 ユ: 附属図書館北側駐車場整備 3 17 造成上以 下は粘土層

BB～ BC10～ 12 保
保健管理セ ンター新営 に伴 う外格工事 ほ

か :電気配線
18 06～ 07

保健管理センター本調査 と同じ層序、

黒掲色土は CL-115～ 17m、 その直

下に基盤層

1993 BBll 保
保健管理センター新営に伴 う旧棟改 4参 :宣

気配線
11 弥生土器片、工法変更

BA07 事
津島地区基幹整備 :RI共 同利用施設排水

処理施設他設置
32

明 治～中 世 帰 暗 褐 色 土 層、古 代

溝 ?、 紀文晩期 ?上器片

BD～ BE13 事
津島地区環境整備 :南 北道路沿水路ボック

スカルバー ト敷設
15 10 近世ヽ中世層 を確認

BB～ BG12～ 13 事 津島地区環境整備 :水銀灯設置 18 05～ 12 10ケ 所、近世～中世層 まで掘削、一部
で暗掲色上層を確認

BD～ BE12 13 事 津島地区環境整備 :信号機設置 16 10 近世か ら中世層 、一部で暗楊色土冒

1993 ～ 4
BB05～ 07

BC05 41 学 野球場バ ックネット 防球 ネット改修 20～ 32 10
CL-12ヽ 20m付 近 で黒 色 土、以 下

は黄色砂 ～背灰色帖土

19銘 9
BD  BE  BF 04
～07

事 陸上競技場照明灯設置 2 0 96
オーガー掘削 (径80cm 深 さ10m)
GL-192～ 20mで 黒色上

19銘 13
AV10、 AヽV10
AUll 情 総合情報処理センター新営電気工事 22 15

近 世 2面、中 世 (近 世 か ?)1面 、

GL-17mで 黒色上、近世溝

1994 BD20 焼却場 22 15 GL-19mで 黒色土

1996 4 BC18 農 薬 動物実験棟新営に伴 う造成上取 り 19 黒色土層付近 まで掘削

77 1996 5 BD16～ 19 提 案
動物実験棟新営に伴 うハン ドホール設置工

事
13 4 ケ所、造成土以下に 5層 確認

努 1996 12

AV02、 AV03
AV04、 AV99
AW02、 AW04

サ
サテライトベンチャービジネスラボラト
リー新営 :外灯設置工事

10～ 15 )76～ 11 6ケ 所、明治層 2面  近世層 2面  中

世屏 ?1面  弥生層 ?1面

1996 13 AV03～ A耶「03 サ
サテライ トベ ンチ ャー ビジネスラボラ ト

リー新営 :配管設置工事
2

弥生時代燈 まで掘削、古墳時代前期の

遺構 造物

1996 AW03 環 校舎新営予定地電柱移設工事 2 黒色土まで掘削

1996 AV13 図 附属図書館新営 :雨 水桝 外構工事 13 10
造成土以 下に青灰色粘質土 黄褐色粘

質土 灰褐色粘質土

1997 16 BB13～ BH13 事 南北道路ガス管埋設工事 15 中世屠 まで掘削

997 AWll～ BA13 事 南北追路 ガス管埋設工事 と 5 中世婚

1997 BC12 事 福利厚生施設新営に伴 う共同溝新設工事 20
GL-165mで 黒色土、古代 ヽ近世 の

溝

998 15 BA09 事 構内外灯設置工事 1 47 10 GL-142mで 黒色土

1998 AZ09、 BA09 理
コラボレーションセ ンター支障配管布設替
工事

14 10 CL-14mで 黒色→i

998 8B12、 BC12 事 南福利街灯設置:E事 14 中世層 まで掘削

31 AY06 環 校舎新営に伴 うガス管埋設工事 12 14 〕65～ 095 中世層 まで掘削 、10ヶ 所

1998 BC10 事 学生会館改修に伴 う トラップ桝撤去工事 22 1 45
GL-17mま で灰褐色粘土層、CL―
22mま で青灰色粘土層

1998 BA00 事 NTT電 柱移設 :上 事 15 09 造成土以下に褐色系粘質土

100 4] AX03～ AY07 環 実験排水管理設 [事 14 06～ 14 10ケ 所、 5地点で中世層、 2地点で古

代層、 1地点で古墳時代層 まで掘削

1998 AU02 環 馬場移設に伴 う樹木移植 22 11～ 13 GL-20mで 弥 生 後 期 層 、GL-22m
で縄文基盤層

102 44 AV03、 AW03 環 校舎新営に伴 う生活排水lH設置工事 1 97 14 古墳時代層 まで掘肖」、須恵器 土師器

1∝ AW03 環 校舎新営に伴 うガス管理設工事 1 45 10 中世層まで掘削

1999 8 AY00、 AZ01 03 施 構 1勺 外灯設置工事 115～ 135 05～ 12 3ケ 所 で黒 色 土 (GL-085～ lm)
確認

108 1999 12 AZ08 09 理
コラボレーションセンター新管工事に伴 う
ハン ドホール

148～21 103ヽ
1 16

2ヶ 所 、 1ケ 所 で古墳時代層 まで掘削

109 1999 13 AW02 環 校舎 (Ⅱ 期)新営に伴 うスロープ設置工事 35 12
調査面積25nl、 黒色上下面まで調査、

近代土坑 古代溝 縄文後期 ピット

1999 42 AZ09 理
コラボ レー シ ョンセ ンター新営 に伴 う俳水

lal
10～ 12 08～ 10 6ケ FJl、 lヶ 所で黒色上対応層まで掘

肖U

2000 17 BA12 事 津島地区電柱工事 16 10
造成立 Fに灰色粘質土 暗茶褐色粘質

土層
61

2000 AY09 理 校舎改修工事 :理学部本館 J_I礎柿強工事 13 09
造成土下に暗青灰色粘質土 褐色粘質
土 灰色粘質土

2000 AX10、 AY10 理 校舎改修機械設備工事 :電気 085～ 160 08～ 11
南側ハ ン ドホールは GL-16mま で

掘削、GL-152mで 中世溝検 出、南

東から北西方向に向かって走行

2000 AW08、 AX08 工 精密応用化学科棟都市ガス改修工事 16～ 205 1 45
GL-182mで 明 灰 褐 色 粘 上 (中

世 ?)

2000 BA16 大 文 総合研究棟仮設電柱建柱!L事 15～ 17 10
GL-14mで 中 世 層 ?、 軍 庭 園 の 築

山、土塁 を 一部掘削

200 4 AZ10 理 校舎改4歩電気設備工事 16 10～ 12 ンヽドホール部分で中世溝

11 BB～BC16 事 本部棟電柱設置工事 15～ 21 12～ 14 2ヶ 所、GL-14mで 灰 色 粘 土、

GL-21mま で谷部か ?

124 200 BB BC13 薯 本部棟車庫移設工事 05ヽ 16 10 2 ケ所 、中世層 まで掘削

200] BB14 事 本部椋樹木移植 16 〕65～ 0モ
GL-14mに 灰色粘質土悟 (古 代)を
確認
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付  編

号

号

総

呑
年度 番号 椎 内 座 標 所 属 調 査 名 称

掘 削 深 度

(m)

造 成 土 厚

(m)
概 要 文 献

2001 31 BB14 事
本部棟車庫移設工事に伴 う旧変電室基礎解

体工事
1 05

045ヽ
0 75

12ケ 所掘削、中世層 まで掘削

2002 BE15 ｍ辰 校舎改修電気設備工事 18 15 3ケ 所、古代 古墳層 まで掘削

2002 BC13～ 15 事 本部棟新設工事 :排水桝 管路 12～ 25 07～ 12 突帯文土器 石器がまとまって出上、

近世溝 弥生溝

BB13 事 本部棟新営その他工事 :雨水排水lal 管路 1 57 08 中世層 と古代 古墳暦 を確認

2002 54 BBユ 3 BD14 事 本部棟新営その他 こ事 :外灯 095～ 19 2ヶ 所で中世眉 と古代層 まで掘削、

CL-13mで 黒色土

2002 BC07 09 教 養 一般教育棟 B棟外灯設置工事 10～ 126 0 95 4 ケ所、中世層 まで掘削

2002 BB～ BC14～ 15 事 創立■十周年記念館新築工事 :汚水排オ 10～ 23 )85～ 11 一部黒色土上面 まで掘削 71

(鹿田地区 :鹿田遺跡)

号

号

総

番 年度 番 号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)
造 成 上 厚

(m)
lFI 要 文献

3 1983 AO～ AW22 医病 外来診療棟蒸気配管埋設
弥生時代後期土器 分銅形上製品、貝

集積
1

7 1985 6
AW～ BH23
BH B124

医 病 外来診療棟関係屋外排水管埋設 13～ 17 07～ 13 中世 弥生の遺構 遺 物 5

8 1985
AG31、 AG24
AF23

医 病
基幹環境整備緑化 工事 :電気配線ハ ン ド

ホール掘削
12～ 17 09～ 13 3ケ 所、中lF包 含層 ピット 5

9 1986 9 BI～ BN4 医病 記念館東側汚水管改修工事 08～ 13 中世包合層 、土器 出土 6

11 1986 24
CL～ CR12、 CR～
CX13、 CX～ DA14 医短 護岸及び囲障丁E事 2 08～ 10 中世包含層 6

14 8 BC37 医 病 管理棟新営に伴 う基礎杭確認 弥生時代包含層 遺構確認 8

15

CE30 37 44
CJ CK45
Cワ829

医 病 旧管理棟跡地求境整備 :外灯基礎 1 2～ 1 5 07～ 10 2ケ 所、中世層を確認 14

8W71 ア アイツトープセンターL形側溝 集水棚 1 4～ 1 5 中tし

'苺

1条

1992 C173 医 テニスコー ト脇電柱埋設 10 古代土器 1点

1994 5 DH60～ 62 医 護岸改修工事
近世層以下はすべて遺構埋上の可能性

あ り、滞 3条  ピット9基

1995 11 BG B118 医病 鹿田地区碁幹整備 :附属病院連絡通路新設 15
造成上以下に茶掲色土 青灰色粘質土

唇、遺物なし

1995 CD07 08 医 病 鹿日地区基幹整備 :液酸 タンク設置工事
中世 2面 確 認、イ肯3条 、溝 内 か ら中

世 古代の上師器出土

1995 17 CD08～ CCll 医病
鹿田地区基幹整備 :開 属病院液酸 タンクU
字溝埋設工事

包含層確認、中世土器細片、既設管

工事基礎などで区問全長の 1/2程 度

は破壊

23 DF56～ 67 医 防球 ネット取設工事 3

径60cmを 12ケ 所、その内 4ケ 所で十

器片 石器 出土、調査 区西寄 りは、

GL-2m以 下は十日河道か。

BV73、 CN78 医 校舎新営に伴 う仮設電柱工事 12 中世層まで掘削

BV65～ 71 医 研究棟新営に伴 う給排水桝 管路 12～ 14 中世層 まで掘削

1999 18 BU65 医 研究棟新営に伴 う検水槽 22 1 1 面積821r、 近世溝、中世溝 ピツト

1999 27
BY42
B143

医病 基幹整備 (電 気設備):地 中配管 125ヽ 145 45～ 0〔
2ヶ 所、中世鳩 まで掘削、時期不明の

適格

1999 41

CF21～ 28

CFヽ Cと28

CD～ CF28～ 33

医病 病棟新営に伴 う共同溝解体 17
面積 18111、 鹿円11次調査 3区南側部分

で中世 ピッ ト確認

1999 CN46～ DE49 医 病 病棟新営に伴 う汚水桝 管路 23 12
古墳時代の井戸 ユ基 土坑 1基  中世

溝等

47

C卜l CN CP CR
CT58
CV DA DC DD
DF59

医 グラウン ド防球ネットポール 20～ 23 11ケ 所、南lH1 6ケ 所は

'可

道、 7～ 10ケ

所付近は微高地、最北端は河道

BT51 医病 病棟新営に伴 う汚水検水桝 2 1
造成上以 下7層確認、古墳時代層 まで

掘削か。

2000 CD41～ CN45 医病 病棟新皆その他工事 :管路 雨水桝 16～ 18 溝 と思われる返楠など確認

2000

CN15 21 27

C03142
CS45、 DV45

医 電柱及び外灯の埋設工事 16

7ケ 所、灰 白色土層 淡褐色砂 質土

増 暗掲色砂質土層を確認、微高地都

か。

61

2000 D127 医 医学部ガス配管切 り離 し州バルブ取付工事 08～ 115 07 GL-085mで 黄灰色粘質七

2000 47 DG～ DJ28～ 67 医病 鹿 円団地南側用水胎境界 jVE璧改修 21～ 23 1 3～ 1 5
幅120mの 壁面 frl察、古代 の遺構 河

道を確認

37

BR～ CA43、 CA
43～ 55、 CA44～
CL45、 BRヽ CA55

医
総合tyk育研究棟埋蔵文化財発掘調査に伴 う

機械設置工事
07～ 09 中世層 まで掘削、中世土器が多数出土

した地点あ り。

2002 CHll～ CN22 医 鹿田回地ガス配管埋設工事 10～ 13 中世層 まで掘削 7]

2002 BT BUll 医病 鹿田団地ガス配管埋設工事 05～ 18
2ヶ 所、GL-1 22nJま で掘 削 した地

点で中世 または古代層椛認

2002 CQ41～ 42 医 痢
エネルギーセンター棟新営その他工事 :共

同溝排水管
1 ケ所、包含層 まで掘削

2002
CG41、 C034
CF43、 C038

医 病
エネルギーセンター棟新営その他工事 :外

灯
147～ 166 4ケ ll、 中世層まで掘削
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号

号

総

呑 年度 番号 悔 内 座 標 所属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)

造成上厚

(m)
概 要 文献

2002 27 CV36～ 45 医病
エネルギーセンター棟iF営 その他工事
:外溝

09～ 19 中世の井戸 柱穴 溝

2002 BI～ BM5～ 53 大医占 総合教育研究棟新営その他工事 185～20 08～ 10 5ケ 所、中世層 まで掘削

2002 DC67 事 本部棟新営その他 I事 :植採移植 中 世層 71

2002 BG18 医病 旧混合病棟 グリース トラップ改修 1 68 底面で弥生～古墳層、上器小片

(東 山地区)

号

号

総

番 年度 番 号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)

造成土厚
(m)

概 要 文 献

1 を3 教育 附属中学校新営 40～ 50 ルト層中 1

兄 教 育 Ill属 小 中学校他円障改修工事 12 GL-1 lmで 近世水田厚、溝 1条

(三朝地区 :福呂遺跡〉
ラ
号

総
番

年 度 番号 構 内 l・lA標 所 属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)

造 成 上 厚

(m)
概 要 文献

4 1997 固 実験研究棟新営に伴 う電気埋設管路工事 10
GL-10mで 中世包含層は東に向カ

上昇

付表 3 埋蔵文化財調査研究センター収蔵遺物概要 (2003年 度現在)

所 属 TI類 調査名 地区名
箱数 (1箱 :約 30リ ッ トル ) 備 考

(主 要時期 特殊遺物 )

文献
総 数 土器 否器 木器 * 種子 * その他 ンブル*

医 l TD 発掘
麗田第 1次調査

(外来診療棟 )

598 493 155 05 1
弥■中期～中 近世、木製短甲 人面

線刻土器 ガラス津等
7

rltE EI第 2次調査 (NMR CT室 ) 1189 05 4 弥生後期ヽ中世、日舟 木簡等

医 短 鹿岡第 3次調査 (校 舎 ) 131 6 03 5 古代ヽ中世、石帯

鹿岡第 4次 .l・I査 (配 皆 ) 35 2 03 02 1 古代 、随角製品

医病 鹿日第 5次調査 (管 夏L棟 ) 25 15 19 弥生後期～中 近世

ア
鹿田 6次 j「l査

(ア イツ トープ総合センター)

05 1 1「D 中世、青飼製椀

医
鹿 FB第 7次調査

(基礎医学棟 )

10 1 4 弥生 ヽ近世、猿形木製品

医 鹿日第 8次調査 (RI治療棟 ) 8 8 殊生 ヽ中世

医病 鹿岡第 9次 .Pl査 (病棟 I期 ) 1201 01 9 2 弥生～近陛、木簡 3点
医病 鹿田第10次訓査 (共 同滸 ) 2 2 古代 ～近 世

医病 鹿岡第11次嗣企 (病 棟 I期 )

~4
66 4 2 2 弥生～近世、木簡 ユ点

医
鹿圏錆12次調査
(エ ネルギーセンター)

77 1 弥Ji～ 近世、櫛

医病
鹿 Fll第 13次調査

(総 合教育,F究棟 )

5 10 弥生 ～近世

医病 鹿田第14次調査 (病 棟 Ⅱ期 ) 3 9 口世～近 世 本紀要

医
庇岡第15次調査 (総 合教育研究棟関

連 )

4 4 古
'貴

初頭  中世 本紀要

全
津島岡大第 1次調査

(NP-1) 5 05 4 弥生中期～古代 3

津島岡大第 2次調査

(農 学部合併処理楷 配管 )

175 12 4 弥生早期～弥生前期 4

学 生
津鳥阿大第 3次調査

(男 子学生寮 )

67 15 2
縄文後期～古墳初頭、古代ヽ近世

石製指輪、蛇頭状土器片
19

津鳥岡大第 4次調査

(屋内運動場 )

1 1

弥生早期～弥生前期 〈試掘pq査連物を

含む〉
6

大 自
津島岡大第 5次調査

(大学院自然科学研究科棟 )

68 3 ユ 8 2
縄文後期～占墳、古代～近世、耳栓

木製lal(縄 文 )、 墜果類
27

工
津島岡大第 6次調査

(生 物応用工学科棟 )

ユ 9 6
縄文後期～近世、人形木器、ア ンペ

ラ、人形上製品

エ
津島岡大第 7次調査

(情 報工学十1椋 )

315 10 05 1 縄文後期～近世

全
辞島岡大第 8次調査

(遺 伝子実験施設 )

115 05 1 縄文後期 ～近世

[
津島岡大第 9次調査

(生体機能「L用 工学十D
25 3 15 縄文後期～近世 47

全
津島岡大第10次調査

(保lkH皓埋センター)

ク 2 弥生前期 ヽ近 |よ

津島岡大第11次調査

(総合情報処理センター)

55 3 2 縄 文後期 ～近世

津島岡大第12次調査

(図 書館 )

1 縄文後期 ヽ近 lH

津島岡大第13次 Prl査

●邑利厚生施設 北 )

12 5 12 縄文後期 古墳前期 中世 41

津島阿大第14次調査

(福 利厚生施設 南 )

13 1 弥生～古墳

津島岡人第15次調査 (サ テライトベ
ンチャービジネスラボラトリー)

14 10 24
縄文後期～中世、縄文後期 弥生早期

道物、アンペラ、堅果類
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付 編

所 属 種類 調査名 地区名
絶教 (1箱 :約 30リ ッ トル ) 備      考

(主要時期 特殊遺物 )

文献
総数 土 器 石 器 木器 * 不璽屯■* その他 オンブル

農薬 発掘
津島岡大第16次訓査

(動 物実験棟 )

03 縄文後期 弥■ ～中世

環
津鳥岡大第17次調査

(環境J■工学部校合 I期 )

3 縄文後期～近性

全
津島岡大第18次 Jnl査

(南 福利ポンプ槽 )

1 1 縄文後期～近世

津島岡大第19次調査
(コ ラボレーションセンター

)

ユ 4 2 3 縄文後期～近 と

環
津島岡大第20次調査

(環境理工学部ポンプ槽 )

ユ 1 縄文後期～近世

工
津島岡大第21次調査

(工 学部エ レベーター)

7 5 2 縄文中期～近世

環
滓島岡大第22次 調査

(珠境理工学部校舎 Ⅱ期 )

2 3 3 縄文後期ヽ近世、古代堰都材、曲げ物

文法経
津島岡大第23次調査

(総合I研究棟 )

〕 2 5 縄文後期 ヽ近‖し、石棒 、杭

丈法経
津島同大第24次調査

(総合研究棟波 り廊 下)

2 1 1 01 1 縄文後期～近世

農
|=島岡大第25次調査
(農 学部散水施設)

03 0 1 中 近 Jと

事
津鳥岡大追跡第26次調杢

(事務局本部棟 )

5 縄文後期～近世

寧
|=島岡大遺跡第27次調査
(創 立五十周年記念館)

15 14 1 縄 文中期 ～近世

工
津島岡大遺跡第28次訓査

(自 然科学系総合研究棟 )

17 2 縄文後期～近性

趙反
津島岡大遺跡第29次調査

(農 学部共同前 )

21 2 01 紐文後期 ～近 世 7]

福呂遣跡第 1次調査

(実験研究棟 )

9 8 1 縄文 早期、弥生中期、中世

□
福呂追跡第 2次調査

(実 験研究棟スロープ)

21 2 01 中世 ～近 L

医病
堀

認

試

確
鹿田 (駐車場 ) 1 1 弥生 ヽ中世 5

学 生 津鳥北 (男 子学生寮 ) 07 03 縄文後朗～弥生前期

入 自 (自 然科学研究科株 ) 1 縄文後期～弥生前期 6

事 津島土 ヒ́ (外国人宿舎 ) 1 縄文～中世 8

理 津島北 (身 障者用エ レベーター ) 中 近世

教養 津農南 ) 07 縄文 中世

工 津島北 (校 舎 ) 1 1 縄文 ～近世

畏 楽 津島南 (動 物 遺伝子実験施設 ) 07 07 縄文 ～弥生 、中 近 世

事 津腸南 (国 際交流会館 ) 03 中 惇

大 白 津島北 (合 併処理lm) 02 02 1中  近世 lJ

学 生 津鳥南 (学生合宿所 ) 02 中世

教育 津島北 (身 障者用エ レベーター) 03 純 文

図 (ほ 1書館 )
古増 ～中世

学 生 津島南 (学 生合宿所ポンプ槽 ) 04 縄文～中陛

資生 倉 敦 (資 源生物科学研究所 ) 01 近 世

ア 鹿 田 (ア イツ トープ総合センター ) 1 1 中世～近世

事 津島北 (福 利厚生施設 ) 0 弥生 ?ヽ 中世

西
辰 津島南 (動物実験施設 ) 01 0 縄文 ?～ 近世

環 iキ島北 (環境理工Ⅱ期) 0 1 0 53

工 津島北 (シ ステムエ学科棟 ) 01 0 53

全 立 会 83年 度 2 2 分銅形土製品 I

84年 度 1 ユ 2

85年度 1 1 3

86年度 05 6

87年 度 05 8

分hi 89年度 三朝 本島 03 03 14

全 立会 91年度 92年 度 03 03 21  25

93年度～99年度

３ ３

４４

５３

00年度 3 3 61

02年 度 25 6 J//1生早期土器、中世、礎石

03年度 2 2 本紀要

総 箱 数 2752 9 1948 3 455 2 242 2

* 木器 種子 サンプルの箱教は、資料整理が進むにつれて収容形態が変化するため、特に箱数の変動が大 きい。

文献は付表 4 5の 番号に対応する。
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付 表

付表 4 埋蔵文化財調査室刊行物

番号 名 称 発行年月日

1 岡山大学構内遺跡調査研究年報 1 1983年度 9854F2月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 2 1984年 度 985年 3月

3 岡山大学津島地区小橋法目黒遺跡 (AW14区 )の発掘調査 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 1集 985年 5月

4 岡山大学津島地区構内遺跡発掘調査報告‖ (農学部構内 BH13区 他)岡 山大学構内遺跡発掘調査報
告 第 2冊  (津島岡大遣跡第2次調査)

1986年 3月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 3 1985年 度 1987年 3月

6 岡山大学構内遺跡調査研究年報 4 1986年 度 1987年 10月

付表 5 埋蔵文化財調査研究センター刊行物  (2004年 3月 まで)

番号 名 称 発行年月日

7 鹿田遺跡 I 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 3冊  (鹿田遺跡第 1・ 2次調査) 1988年 3月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 5 1987年 度 1988年 10月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 1号 1988年 10月

0 鹿囲遺跡‖ 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 4冊  (鹿田遺跡第 3・ 4次調査) 1990年 3月

1 岡山大学構内遺跡調査研究年報 6 1988年 度 1989年 10月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第2号 1989年 8月

3 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 3号 1990年 2月

4 岡山大学構内遣跡調査研究年報 7 1989年 度 1990年 11月

5 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第4号 1990年 7月

6 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 5号 1991年 3月

7 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 6号 1991年 8月

8 岡山大学構内遺跡調査研究年報 8 1990年 度 1991年 12月

9 津島岡大遺跡 3 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 5冊  (津島岡大遺跡第 3次調査) 1992年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 7号 1992年 3月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 9 1991年 度 1992年 12月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 8号 1992年 8月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 9号 1993年 3月

鹿田遺跡 3 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 6冊  (鹿田遺跡第 5次調査) 1993年 3月

岡山大学構内遣跡調査研究年報 10 1992年 度 1993年 12月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報第10号 1993年 11月

津島岡大遺跡 4 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 7冊  (津島岡大遺跡第 5次調査) 1994年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第11号 1994年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第12号 19銘年10月

岡山人学構内遣跡調査研究年報 11 1993年 度 1995年 2月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第13号 1995年 3月

津島岡大遺跡 5 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 8冊  (津島岡大遺跡第 8次調査) 1995年 3月

岡山大学構内追跡調査研究年報 12 1994年 度 1995年 12月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報第14号 1995年 10月

津島岡大遺跡 6 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 9冊  (津島岡大遣跡第 6・ 7次調査) 1995年 12月

津島岡大遺跡 7 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第10冊  (津島岡大遺跡第11次調査) 1996年 2月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第15号 1996年 3月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 13 1995年 度 1996当千10月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第16号 1996年 10月

鹿田遺跡 4 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第11冊  (鹿田遺跡第 6次調査) 1997年 3月

津島岡大遺跡 8 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第12冊  (津島岡大遣跡第13次調査) 1997年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第17号 1997年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第18号 1997年 9月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 14 1996年 度 1997年■月

今、よみがえる古代 岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの10年 1997年■月

津島岡大遺跡 9 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第13冊  (津島岡大遣跡第14次調査) 1997年 12月

津島岡大遺跡10 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第14冊  (津島岡大遣跡第 9次調査) 1998年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第19号 1998年 3月
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番号 名 称 発行年月日

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第20号 1998年 10月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 15 1997年 度 1999年 1月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第21号 1999年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第22号 1999年 9月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 16 1998年 度 2000年 1月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第23号 20004F3月

福呂遺跡 I 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第15冊  (福呂遣跡第 1・ 2次調査) 2000年 3月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 17 1999年 度 2000年 8月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第24号 2000年 9月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター自己評価・外部評価報告書 2000年 12月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第25号 2001年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第26号 2001年 8月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 18 2000年 度 2001年 10月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第27号 2002年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第28号 2002寄i9月

津島岡大遺跡11 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第16冊  (津島岡大遺跡第10。 12次調査) 2003と F3月

津島岡大遺跡12 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第17冊  (津島岡大遺跡第19次調査) 2003今 i3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2001 20034F3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第29号 2003年 3月

津島岡大遺跡13 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第18冊  (津島岡大遺跡第27次調査) 20034F5月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第30号 2003年 8月
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付図 1 津島地区全体図 (縮尺 1/20,000)
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目試掘・確認調査地点

一土生地区― (縮 尺1/3000)
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発掘調査地点 (丸 囲み番号 )

試掘・確認調査地点

立会調査地点

※番号は付表 2の総合番号に対応する。
付図2 2002年 度までの調査地点 【1】 ―津島地区― (縮尺1れ000)
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発掘調査地点 (丸囲み番号 )

目 試掘・確認調査地点

■ ● 立会調査地点 ※番号は付表2の総合番号に対応する。

2002年度までの調査地点 【2】 ―鹿田地区― (縮尺1/2500)付図 3
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医学部附属病院
三朝分院
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目  試掘・確認調査地点

■  立会調査地点
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※番号は付表 2の総合番号に対応

付図6 2002年 度までの調査地点 【5】

―倉敷地区― (縮尺1/4000)

※番号は付表2の総合番号に対応

付図4 2002年度までの調査地点 【3】 一三朝地区― (縮尺1/2500)
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※番号は付表2の総合番号に対応

付図 5 2002年度までの調査地点

■ 立会調査地点

【4】 ―東山地区―
(縮尺 1/4000)
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